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「おまえはみこみのあるやつだ、さあわたしとせんじょうへいっててがらをたてよう」

　そういってきしさまは、わかもののうでをとってぐいぐいとあるきはじめました。

　こうして、のうふになるはずだったわかものは、へいたいにとられてしまいました。

「ああ、なんでこんなことになってしまったんだろう？」

　わかものはためいきをつきました。

　そして、わかものはへいたいになりました。

　たたかいははげしく、へいたいになったわかものは、むがむちゅうでたたかいました。

　わかものはかえりたかったのです。

　じぶんのいえへ、まっているいとしいひとのところへ。







ビハインド・セグメント







☆







　その日の夜。彼かれとは関かかわりのない場所で。




　殺人が終わった。

　少女は自らの意志を奪うばわれた、瞳どう孔こうの焦しよう点てんの合わぬ瞳ひとみを見開いたまま、医い療りよう用ようの使い捨て手術刀メスを握にぎりしめ、軽く背中を曲げて立ったまま動きを止める。

　狭せまい、コンクリがむき出だしになった部屋の真ん中には、彼かの女じよ以外にはパイプ椅い子すにくくりつけられたその同級生クラスメイト。

　同じ年ねん齢れいの少女の身体には数ミリ刻みで方向も角度もでたらめな傷がつけられ、そこからあふれ出た数リットルの血が、床ゆか一面に広がっている。

　これで、彼女が殺した人間は五人になった。

　頭の片かた隅すみ、精神の奥おくで、少女自身は悲鳴をあげていた。

　一週間前から急に見るようになった悪夢は、次し第だいに鮮せん明めいさを増していき、三人目を殺したあと、ベッドの下に大量の使い捨てメスの入った箱と、血まみれの制服を見つけ、それが現実だと知った。

　四人目を殺したときには警察に行こうとしたのに、両親に、親友にそのことを告げようとしたのに、何故なぜか身体はそのたびに勝手に動いて彼女の口を動かなくし、足を止めさせた。

　悪あく魔まに取とり憑つかれている。

　そう確信してしまってからは逆らう気力が消きえ失うせた。

　今は泣なき叫さけぶだけだ。

　それも肉体の表面には現れない。

　最初に滴したたった血は、すでに乾かわき始め、どろりとなったそのクリムゾン・レッドの水たまりの中、少女は手を広げ、己おのれの普ふ段だんの発音ではない声で叫んだ。

「ステき！」




☆




「ステき！」

　それは血ち塗まみれの両手を広げて微笑ほほえんだ。

　眼めの前にはイスに縛しばり付つけられた生徒の一人。

　うなだれたその身体はもう呼吸をしていない。

　血の臭においも、徐じよ々じよに一人分の体温を失って冷えていくクーラーの効いた部屋、エアコンの吹ふき出す風の肌はだ触ざわりも、手に握ったメスの握りの感かん触しよくも、すべて現実のように思える。




　いや、現実だった。




　数ヶ月前、やや北のほうでやった今のところ最後の「作業」の記き憶おく。

　今、現在のことではない。

　それが額に埋うめ込んだ……いや、埋め込まれた、のかもしれない……金属球に接続した大容量コンピューターからもたらされる、過去の現実。

　だから風景のあちこちは簡略化された黒で塗ぬりつぶされた平面だし、椅子に座すわった人物があげる血しぶきには、荒あらいドットが時折現れる。

　が、鼻と皮ひ膚ふ感覚さえ八割誤ご魔ま化かされていれば眼からの入力情報は「思い込み」のための補助でしかない。

　しばらくはこれで我が慢まんしなければいけないから、むしろそれは進んで「思い込み」、だまされるつもりだった。

　これは自分の精神やる気への「加圧」だった。

　この、良くできてはいるが本物には遠く及およばない偽にせ物ものの追体験を繰くり返かえすことで、「本物の行こう為い」のすばらしさを再さい認にん識しきするのだ。

　そうすればやがてくる「本番」はもっとすばらしくなる。

　もっとすばらしいのはこの「本番」を成功させれば「組織」はそれの口座に安全を買うための金を振ふり込んでくれるばかりではなく、こういう「仕事」を次に斡あつ旋せんしてくれるに違ちがいないからだ。

「趣しゆ味み」が実益になるのはすばらしい。

「ああ、やっぱり人ゴろしは楽しいわぁ」

　発音するとき金属球の中に収められたシステムの影えい響きようなのかどうしてもそれは「カ行」の発音がおかしくなるが、そんなことはもたらされる幾いくつもの特とく殊しゆな力……この「外部システムへ圧縮記録した、記憶の完かん璧ぺきな反はん芻すう」もそのひとつ……を考えれば些さ細さいなこと。

　手にはメス。そして横にあるトレイには豪ごう奢しやな拷ごう問もん器具の数々。

　キラキラと目を輝かがやかせてそれは歌う。

　ブライアン、人生の明るいところだけ観みていこうよ、と。

　その脳の片隅で怯おびえきって泣きじゃくる少女がいるが、それは気にしない。

　だってコレは夢になるから。

　それの額にある金属球と一緒に与あたえられた、血の中を流れ、増ぞう殖しよくするナノマシンは、他人の身体を操あやつることが出来る。

　これが埋め込まれる前の人生では欲ほつしても与えられなかった絶大な他者への力。

　場合によっては思考も。

　あまり長持ちしないのが問題だが、まあ、そんなことはどうでもいい。

　問題の解決は技術の進歩を待てばいい。

　ともあれ、この頃ころまでは夢だと思えばこの少女は気にしない…………それの額に埋め込まれた金属球は、そんなくだらない事まで思い出させてくれる。

「ああ、早く仕事がしたいわぁ」

　それは、呟つぶやいて、眼を開けた。

　巨きよ大だいなアクリルのシリンダーの中から、数時間前に「決め」た相手の書類が見える。

　いささか外見に不満があるが、それは些細なことだった。

　外に出て、実際に見聞きして、そして自分の行為の成果を見るのは楽しい。

　第一、その前に「ひと仕事」あるのが楽しい。

　道具の手入れは今日、数回に分けて何とか終わっていた。

「身体が乾くのが辛つらいわねえ」

　それは、このシリンダーの外にでるとそのままでは数十分ほどで動けなくなる厄やつ介かいな身体なのだった。

　首から下の皮膚が存在せず、水分の蒸発と熱の放出がそのままでは停とめられないのだ。

　大分前にそれに対して行われた、筋肉と神経組織の強化、および金属球による機械的思考枠わくの拡大と高速化の代だい償しようである。

　だから普段はこのシリンダーの中に満たされた薬液の中で暮らし、世界の事は金属球に接続された各種機器と、ナノマシンを与えた相手の感覚を通じて知り、体験する。

　それの名は「ヨカナーン」。

　それがハンドルネームで、それが普ふ段だん隠かくれ住すむ世界の名前でもある。
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　そして、その近くの別の夜。




＃…………で、あの件はどうなりましたか？




　チャットルームで今日も会話は続く。




％あれ？

＃あの学校の件ですよ

％ああ、あれ？　大だい丈じよう夫ぶ。「ヨカナーン」を派は遣けんしたから

＃いいんですか？

％このところあのひと、暇ひまそうだったからね。仲間内を殺されたんじゃ敵かなわない。

＃また随ずい分ぶんと…………

％こういう仕事は長くやるモンじゃない、さっさと終わらせるのが吉きち

＃確かにそうですがね、ヤバくないっすか？

％いいんだよ、あのひとには息いき抜ぬき、こっちは安全。

＠でもあのひとまた「作品」にこだわるんじゃ？

％ま、しょうがないでしょ。その代わり尻尾しつぽを掴つかませない技術は大したものだから。

＃ああいうタイプが無む邪じや気きになるのは仕事している最中だけですからねえ。




　しばらくそんな会話が続き、最後に、




％まあ、あのひとがシクっても問題ないしね、死ねばいいこったしさ

＃鬼き畜ちくな人はこれだから困るねー

％ですよねー

＃まあ、万が一の時には切り捨てるし

＠第一、「お助けボタン」も持たせてあることですしね




　その後、「業務連れん絡らく」があって、このチャットは終しゆう了りようする。




＃そういえば、金の支し払はらいは？

％成功報ほう酬しゆうでいいっていってましたよ？

＃じゃ、問題無いか




☆




「よう、隆りゆう太た！」

　秋葉原の電気街口を出て、チラシを配るメイドさんや「コーヒー一いつ杯ぱい毎日我慢するだけで手に入れられるアートな日々」を押おしつけてくる「人なつっこくって可愛かわいらしいお姉さん」たちの魔まの手をくぐり抜ぬけた間ま墨すみ隆太に声がかけられた。

「ああ、部長」

　振り向むくと、背が高くてやせ型な彼とは対照的に、コロコロ太った少年がにっこりと笑え顔がおを向けている。

　隆太の所属している「学園一巨大な同好会」と言われる「メディア研究会」、通つう称しよう「メー研」の総元締じめ、部長の高たか岡おか亘わたる。

　昨夜が二月の頭のような冷えこみだった、ということを差し引いても、ただでさえ丸っこい体型が着ぶくれてさらに丸くなっていた。

　その辺が傍はた目めで見ているといっそうふたりの体型の違いを強調する。

　だが、気にせずにふたりは会話を続けた。

「どうした？　ああ、上のボークスに造形材料でも買いに来たか？」

「まあ、そんなところです」

　正確には何も買う金もないが、それでも「最新の情報」が漂ただよってる場所に来たくて、駅三つほどを歩いてここまで来た隆太は鷹おう揚ように頷うなずく。

　金を出せば何でも手に入る……それこそ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの猫ねこ耳異星人から、三メートルまでの巨大ロボットに至るまで…………と冗じよう談だん半分、本気半分で言われるこの街で、金がないまま立っているだけというのは寂さびしい限りだ。

　知り合いに出会うことで、また情けなさが胸にしみこんできそうになるが、何とか無視する。

「ものを作る行為は素す晴ばらしいよ」

　うんうん、ともっともらしく部長は頷いた。

　映像だろうが絵だろうが文章だろうが「手を動かす奴やつは偉えらい」が彼の信条でもあり、実際そうやって部員達たちを伸のばしていくのが上手うまい。

「浪ろう費ひするのも楽しいが、作るのはもっと楽しい。上手くやろうとさえ思わなければ特にね！」

　隆太はいつもの口くち癖ぐせが決まるのを苦く笑しようして聞く。

　情けなさは大分中和されていた。

「部長は？」

「ああ、俺おれは画材の安売りがとらのあなであったんで、ついでに同人誌あさりだよ。これからまた神田の方へ行って、古本の方も見て回る」

「大変ですねえ……古本街ってここからなら地下鉄を乗のり継ついで、プラス三みつ越こし内を延々歩いて乗り換かえでしょ？　部長の家って埼さい玉たまですよね？　帰り道を考えると家に到とう着ちやくするのは夜よる遅おそくになるんじゃ……？」

「まあ、たまの東京だしな、頑がん張ばって手に入れるモノを入れとかないと！　お前こそ、こういうとこへの買い物はいいだろうけど、学校まで毎朝大変じゃんか」

　ふたりの通う学校は、どっちかといえば部長の家の方が遙はるかに近い。

　歩いて十五分の部長に比べると、隆太はやや都心から外れた外神田のぎりぎりからだから、秋葉原まではともかく、学校へは駅まで十五分、電車で二時間、さらにそこから三十分の歩きになる。

　合計約三時間。

　学校の近くのアパートはどれも手が出なかった。

　神田のほうは見つかったのが奇き跡せきみたいな物件である。

　八畳じよう一間、トイレと風ふ呂ろが付いて、一ヶ月二万円弱。

（ああ、そういえば今月、そろそろ家賃入れないと……）

　階下に住んでいる大家の老ろう婆ばの嫌いやァな顔が脳のう裏りに浮うかぶ。

　先月、叔父おじには頼たよってしまったからあと二ヶ月は避さけたい……そうしないと、甘あまえきってしまう。

　それではまっとうな人間にはなれない。

「まあ、暇つぶしにはちょうどいいですよ、毎朝一冊ラノベなら読めるし」

「お、そう言えばさ、この前借りたあれ、面おも白しろかったよ」

「そうですか、良かった」

　少し心が弾はずむ。

　自分が作ったわけではないが、自分が選んだ物が他人に認められるのはやはり嬉うれしい。

「やっぱアレだよ、最近は俺、もう世界の命運とか殺人とか飽あきちゃったからなー、ああいうほのぼのしたのがいいや。四コマは最近飽きてきたし」

「ですか」

「うん、ハーレムモノよりも安心して読めるしな……あれ、続き有るの？」

「来月四巻目が出る予定です」

「じゃあ、買うわ俺」

「いいんですか？」

「いいものは手元に残しておきたいじゃないか」

「そりゃそうですが」

　自分の勧すすめたモノが気に入ってもらえて、「金を払はらう」といってもらえるというのは自分のことじゃ無くてもやはり嬉しい。

「で、あのキャラ、作らないのか？　長女のおねーさんとか好みだとかいってたじゃないか」

「でも、あの人の絵って単純なラインだけど難しくて」

「あれ？　立体にすると矛む盾じゆんが少ないとか言ってなかったか？」

「ああ、造形のほうで、ですか？」

「そう」

「でも、俺はどっちかって言うと絵の方にいきたいんですが」

　おかしな話だが、造形立体物なら思うように出せる「線」が二次元だとどうにもうまくいかないのがこのところの隆太の悩なやみだ。

　別にそれで飯を食おうとは思わないのだが、やはり綺き麗れいに線を引き、思うような絵を描かける他の部員達には尊敬と羨せん望ぼうを覚えてしまう。

「勿もつ体たいないなあ。絵を描ける奴は結構居いるけど、造形まで出来る奴は滅めつ多たにいないんだぜ？」

「そりゃそうですけれど、やっぱ絵の方もある程度レベルあげたいんで……」

「ま、いいや。造形止やめるとか言うんじゃなければ」

「そりゃ、どっちも好きですから」

　正確に言えば「好きかも知れない」なので、いずれ止めてしまうかも知れないが、その辺は黙だまっておく。

「お、ちゃんと『隠かくして』言えるようになったな」

　にやりと部長が笑った。

　どうやら言葉の裏を見み抜ぬいたらしい。

「そうだ、それでいいんだよ、お前はお前の考えがあるんだろうけど、それを常に表明し続けてると日本じゃウザがられるからなー」

「はい」

　相手の言った意見が完全に正しくない場合、よほど大切なこと（つまり自分自身があからさまに損をしそうな状じよう況きよう）でない限り、それを正しく修正してやる必要はない、という知ち恵えを教えてくれたのはこの部長だった。

「お前、外見がいい人キャラなんだから、そういう正確さ指し摘てきするのはヨクナイよ」とか、色々と一年の時に指摘してくれたおかげで、隆太は大分楽にクラスの中を渡わたってこられた。

　子供の頃から大きな地元スーパーのひとり息子むすことして、あれこれ苦労してきたらしく、高校生になるころには立派な親おや分ぶん肌はだになっていた。

　その知恵を「世間擦すれしすぎている」と嫌きらう教師や生徒会役員もいくらかいるが、大たい抵ていは「クラスのトラブルを回収してくれるありがたい存在」と考えているようだし、隆太にとっては人生の「師し匠しよう」にちかい感情を抱いだいている相手だ。

　少なくとも「何が普ふ通つう」なのか今ひとつ判わからない彼かれにとって、まさに部長は天てん啓けいの如く現れた理想の教師と言えた。

「ありがとうございます」

「いいからいいから。お前、絶対言動でソンしてるだけだからさ、そこだけ気を配ればみんなお前の本質を見てくれるよ。人間見た目っていうけど、それってけっきょく太ってるか痩やせてるかじゃなくて、言動とか表情とか、服装の話だからなぁ。ま俺みたいなブサイクは服装にいくら金かけてもだめだけどよ」

「そんなことないでしょ？　この前だって即そく売ばい会かいの帰りに」

「ああ、あれはダメだよ、俺が面白い話をする機械だって思ってるタイプだ、あれは」

「…………」

　そうだろうか？　実際、一年、二年の部員達の中では「部長はあと十キロ痩せてくれれば」ということをぽろりと言う女子は多い。

　そのうちのひとりかふたりはその話題が出たとき相づちを打ちながら、「ならいっそ」という決意を目に宿らせていたから、彼に彼かの女じよが出来るのはそう遠くない…………どころか、とっくにいるものだと隆太は思っているのだが。

「じゃ、俺は時間が惜おしいんで、この辺の話は、また今度な！」

　都合が悪い話になりそうだからか、それとも本気でスケジュールが押しているのか、判らない顔で高岡亘は携けい帯たいを開いて閉じ、片手をあげるとくるりと背を向けて駅の雑ざつ踏とうへ戻もどっていった。

「…………」

　世間擦れしすぎているという評判が立つほどの人物なのに、色いろ恋こいの話だけは年相応……いやそれ以上に純情な反応を示す部長を好もしい目で見ながら、隆太は深い笑えみを浮かべた。

「あ、間墨君？」

　まるでタイミングを合わせたかのように、声がかけられる。

　振り向くと、隆太の胸ぐらいの背の高さの少女が、にっこりと微笑ほほえんでいた。

　眼鏡めがねの似合う、大きな目とふわふわとした雰ふん囲い気きが印象的な少女で、人形アニメが好きでメディア研究会に入ってきた変わり種。

　メディア研究会では五本の指、校内同学年では三本の指に入る美少女、というのが同じ部活仲間はおろか、クラスメイト達の一いつ致ちした見解である。

　まあ、どこまで正しいのかは隆太には判らない。

「ああ、天あま沢ざわさん」

　名前は天沢礼れい奈な…………三次元世界の女子の名前にはさっぱり縁えんがないので記憶が働かない隆太もさすがに名前は覚えていた。

「こんにちは…………今日は私服なんだね」

「うん…………天沢さん、服、似合ってるね」

　どこがどう、ということは言えないが、小こ柄がらでふわふわした少女にフリルを多用したペタルスカートの明るい配色のワンピースは綺麗に似合っていた。

　いつも部室では人形アニメの作業をしているため、薄うす汚よごれた革のエプロンに使い捨てのゴム手て袋ぶくろ、頭は汚よごれないようにひっつめてさらにバンダナという姿だから尚なお更さら新しん鮮せんに思える。

　実際には似合う似合わないにかかわらず、女性の私服は褒ほめておくものだ、というのがさっきの部長、亘に教えられたことではあるのだが。

「え？　あ、あ、ありがとう」

　妙みように動どう揺ようしながら、礼奈はこくこくと頷いた。

「間墨くんも、いい服だね？」

「そうかな？」

　近所のユニクロでギリギリあうサイズを適当に組み合わせているだけだから、ジャケットもシャツもジーンズも、特に似合うとは思わない。

　地味な色の組み合わせだから、まあ不快感は与えないというレベルであろう。

　そこまで考えて、向こうがお世辞を言ってくれていることに気づき、少年はにっこり笑った。

　女子が褒めてくれたら笑って礼のひとつもいうものだ、というのも部長の教えである。

「きょ、今日は何しにきたの？　や、やっぱ雑誌？」

「いや、えーと、昨日辺り『超ちよう鋼こう女じよセーラ』の北米版ＤＶＤボックスが出たっていうから、値段しだいで買おうと思って」

　実際には値段次し第だいどころか、その作品は国内盤ばんはともかく、来月にならないと秋葉原の輸入ＤＶＤ店には入らないのはとっくに知っているが、あえて知らないフリをした。

　バレないような細かく、そして空むなしい嘘うそをついてしまう自分が哀かなしいが、大の男が秋葉原くんだりで何も買わずにウロウロしているだけというのも正直に言うのはちと辛い。

「あ、そうなんだ。てっきり『クイーンズブレイド』のほうだと思ってた」

「！」

「ぞ、造形的にはホラ、あの鎧よろいとかっていいなあってこの前言ってたでしょう？」

（覚えててくれたのか）

　部室での何気ない会話を、どうやらこの少女は記き憶おくしてくれていたらしい。

「ああいうファンタジーな鎧って、造形の表現難しいし」

「うん、そうなんだ。ちょっと曲線というか、複雑なラインが入ってて、それを身体が装着するってことでまた違ちがう整合性が……」

　ついうっかり専門的なことを「喋しやべり込み」そうになって、慌あわてて隆太は口をつぐみ「ごめん、判らないよね」と頭を掻かいた。

「ううん、私も、人形アニメで騎き士しとか作ろうとしたから少しは判るよ」

「ああ、そうか……でも一個作ればいいフィギュアと違って、そっちはいくつも作らないといけないんでしょ？」

「うん、でも複製のやり方とかもう覚えちゃったから…………レジン使うからマスクとかしなくちゃいけないのが大変だけど」

「え？　レジンキャストで複製してるの？」

「うん。最初はおゆまると…………」

　なんとなく、どちらともなく歩き始めた。

「…………ああ、そうやって気き泡ほうって逃にがすんだ」

「そうなの…………ね、やっぱり間墨君もラジオ会館？」

「うん」

　輸入ＤＶＤとなればまずラジオ会館からあたるのは当然なのだが、あえてそのことを隆太は指摘しなかった。

　相手が無知からくる発言をしようとも、それを無造作に突っ込むのは相手と仲良くなりたくないという意思表示になる。

　第一、ＤＶＤを買いに来たということ自体が、ただの偽ぎ装そう工作だし。

（金がないのは辛つらいなあ）

　本日二度目、心の中の溜ため息いき。

「わ、私もそうなの、ぐ、偶ぐう然ぜんね」

「そうだね」

　こっくりと頷きながら、どうして彼女が言葉を詰つまらせかけたのか、隆太はつい推測しそうになって己おのれを戒いましめた。




　普通の高校生はそういうことをしないものだ。




　言葉を詰まらせることが、自分をだまし、殺傷を目的とした意志を内包しているかどうかを判断するなどということは。




「あ、あの、ね……もしもよければ…………その、材料のこととか、相談したいから一いつ緒しよに買い物、お、お願いできないかな？」

「ああ、いいよ」

　にっこりと少年は微笑んだ。

　あえて思考停止しているせいもあるが、実は彼女が耳ざとく今日彼が秋葉原に来ることを部室で聞いていたとか、実は部長と少年が会話している間、ちょっと離はなれたところで会話が終わるのを待っていたとか、部長がそのことに気づいて会話を切り上げたとかは、思いも寄らない。







　そんなわけで、礼奈と隆太はしばらく秋葉原を造形談義という甚はなはだ色っぽくない会話をしながら散策し、買い物をして途と中ちゆうの駅で別れた。

　互たがいに、「いい一日だった」と思いつつも、その質と意味が圧あつ倒とう的てきに違うことに、ふたりは未いまだ気づいていない。




　そんな、罪のない一日。







セグメント１　それでも断るかね？







☆




　月曜日の朝は、大抵の生徒にとって鉄球を足にくくりつけられたように重い。




　一週間の始まりなのだから、これは仕方のないことだ。




　夕方、授業が終わると少し軽いモノに鉄球は交こう換かんされ、またそれを引きずって少年少女達は学校へ向かい、それは鉄球が外される金曜日の午後まで続くのだ。

　設立時は私立、のちに公立、さらに五年前、折からの学生減少、教育費用削さく減げんなどで、文部科学省直ちよつ轄かつの公立から、私立に鞍くら替がえしたというややこしい経緯のあるここ、邦ほう天てん学園もそれは同じだ。

　そして日曜日の夜（幸運なときはその翌日、あるいは翌々日……まあ、どっちにしても最後の休みの夜）に、また鉄球は足に戻される。

　そんな生徒達が「きょうのおつとめ」が終わった顔で鞄かばんを持って帰っていく午後。

　みんな体力的には十分休養して元気だが、メンタル面がそれを押おさえつけている。

　特に文化系の資質を持つ人間にそれは濃のう厚こうだ。

　とはいえ、間ま墨すみ隆りゆう太たにとって、あまりそんな「気分」は関係がない。

　背の高い、大人しそうな少年は、いつもどこかガッカリしたようななで肩かたで、穏おだやかな笑みを終始浮かべ、口数も少ない。

　で、あまり感情の起き伏ふくが表に出ないタイプであった。

　特に痛い口調で喋ったり、大おお仰ぎような言い回しを使うわけでもなく、身み振ぶり手て振ぶりも派手ではない。

　ゆるやかに、落ち着いて話すタイプだ。

　そんなわけでクラスメイトの評価も「オタにしてはまともな奴」となっている。

　教室から長い渡り廊ろう下かをいくつも伝って、部室長屋の一階にある研究会室に入ると、そこに妙な重い空気が立ちこめているのに気づく。

「どうしたの？」

　まだ、天あま沢ざわ礼れい奈なが部室に居ないことに薄うすい落らく胆たんを覚えながら隆太が訊きくと、

「ああ、間墨先せん輩ぱい」

　のろのろと一年部員が顔をあげた。

「なんか、この前の即売会の事が学校にバレたみたいで…………それも理事長に」

「え？」

「なんか、校則の『部活動はそれで活動資金を作ってはならない』っていう項こう目もくに引っかかるから、部長を連れてこいって……」

　入った瞬しゆん間かんからいないのは判っているのに、思わず隆太は周囲を見回した。

　こういうときには毎回頼りになる、部長の高たか岡おか亘わたるの姿は珍めずらしく部内にいない。

「どうしたの？」

　のんびりとでも言うべき隆太の言葉に、同じ二年の女子部員、斉さい藤とう真ま中なかが、振ふり向むいて答えた。

「部長、今日はお休みらしくって……」

　活発そのものなショートカットの顔が、今は沈しずんでいる。

「なんだ、てっきりいつものようにあちこちの部に顔出だししてるのかと思った」

　珍しい話だった。

　高岡部長がこの時間、部室に居ないのは大抵、他ほかの文化系部活の方に顔を出して色々世間話をしているからだ。

　この辺の「顔つなぎ」があの小太りの部長は上手うまい。

　もっともｇｉｆアニメから映画製作、漫まん画が同人まで一手に引き受ける「メディア研究会」などという妙な組織が、他の美術部や演劇部との横のつながりなしに無事にやっていけるはずはないから、当然と言えば当然。

　…………という事実を隆太に教えてくれたのも、その高岡部長だったりする。

「あたしもてっきりそう思ってたんだけど、どうもね」

　元は中学時代から将来を期待されるテニス部の期待の星だったのが、どういうわけか高校入学してすぐにメディア研究会に入った変わり種の少女は、そう言って、スポーティなショートカットの肩をすくめた。

「……珍しいなあ、予告も無しに、なんて」

　それに、昨日、偶然秋葉原で会った時にはそんな風には見えなかったのだが。

　着ぶくれこそしているが、風邪かぜを引いてるそぶりはなかったし。

　が、その時、隆太の脳裏に引っかかるものがひとつ。

（…………となると、アレか）

　脳内にカレンダーを出してみて、そういえば昨日が、あるマニアックなＦＰＳゲームの国内における発売日だと言うことに気づく。

（ＨＡＬＯでハマったクチの部長のことだから、今日中にクリアするって大おお騒さわぎなんだろうなぁ……）

　この線が一番強そうな理由だった。

「弱ったな」

　となればお鉢はちは副部長の隆太に回ってくる。

「まあ、来年は部長なんだし、頼たのむよー」

　メディア研究会は副部長が昇しよう格かくして部長になる習わしだから、隆太は当然来年の部長なのである。

「しかたないな、行ってくるよ」

　ちら、と部室の奥おく、映像関係者用に明あけ渡されてる作業場を見るが、まだ礼奈は来ていないようだった。

　それが、不ふ吉きつなことの前まえ触ぶれのように感じられ…………いや、不吉な予感がはっきりと背中を撫なでていくのを隆太は感じていた。




☆




　これが同じ学校の中か、と思われるほどに天てん井じようが高く、絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、シャンデリアまで下がっているのは、さすが元は明治時代の有名私立の名残なごり、というやつだろうか。

　隆太が職員室を抜ぬけ、教師達たちの「こまったもんだ」という視線を背後に、「失礼します」とノブを開けて中に入り、後ろ手にドアを閉めた途と端たん、机に腰こし掛かけていた女性は「うむ」と男のように頷うなずき、「間墨隆太くんだな？」と念を押した。

　ぴっちりしたスーツ姿に、ややウェーブのかかったロングヘア、細い銀フレームの眼鏡に肉感的な唇くちびるとなれば、どこかのグラビア……それも海外の、セクシーと形容詞がつくような…………のモデルに見えるが、実は違う。

　顔ぐらいは隆太も知っている。

　月に一度の全体朝礼で、しかも遠くでしか見たことはないが、理事長の顔ぐらいは。

「はい、高岡部長は今日は病欠です」

「実を言うと君に用があってな。部長の病欠は好機だった」

「え？」

　首をひねる隆太の前で女性は、手にしたクリップボードの資料を読み上げ始めた。

「間墨隆太、一九×八年生まれ、現在十八歳さい。帰国子女特例により一年生として当学園に入学。身長一八五センチ、体重六十五キロ、右みぎ利きき、日本語の他にアフリカーンス語全ぜん般ぱん、南ンデベレ語、ツォンガ語、ツワナ語、ヴェンダ語、およびロシア語に堪かん能のう」

「日本語以外はもう忘れてますよ」

　苦い顔をして、隆太は情報を「意図的に」訂てい正せいする。

　実際には今でもズールー語とロシア語は大だい丈じよう夫ぶだが、そんなことを肯こう定ていしてしまうと、何か恐おそろしい事に引き込まれるような予感があった。

　同時に「もう遅おそい」という実感も。

「自分を低く他人に見せるべきではないな」

　軽く理事長は眉まゆをあげた。

「その伊達だて眼鏡めがね同様、多くの人間には有効かも知れないが、相手によっては無礼だぞ」

　長身の少年は高い身長の持ち主にはありがちな、やや猫ねこ背ぜ気味の姿勢をとっているが、目の前で彼のデータを読み上げている美女は、ぴしっと背筋が伸のびている。

　そして、女理事長は資料の読み上げを再開する。

「クラス内の評価は『オタクにしてはマトモな人』。流行はやりの恋れん愛あいシミュレーションはあまりたしなまず、ほのぼの系の四コマ漫画と、ガンアクション物の映画好きで、一年の夏休みの『何でもいいから作ってこい』という美術教師からのあやふやな課題に対して、教師が驚おどろくほどに緻ち密みつな、砂さ漠ばくを歩く中年男ムジヤヒデインの像を、石粉粘ねん土どで作って着色したものが提出されて以来、美術部から引きも切らないオファーが届いたが、本人はここでいいです、と『オタの巣そう窟くつ』と一部の体育会系と、その手の趣しゆ味みを毛け嫌ぎらいする女子から吐はき捨すてられるように言われる『メディア研究会』でなんとなく二年生のまとめ役のような立場になり、現在副部長、来年の部長就任は確実」

　ここでようやく理事長はクリップボードから目を上げた。

「まあ、一いつ般ぱん的てきな教育者にとっては誇ほこりにはできんかもしれないが、恥はじに思うほど酷ひどくもない、というワケだな？」

　が、大抵の海外の一流モデルがそうであるように、この女性も一ひと筋すじ縄なわの美女ではない。

「理事長、僕ぼくは放校処分とか、退学処分とかになるんでしょうか？」

　厄やつ介かいごとという石を切り出した文字が頭の上に乗っかっているような顔で隆太が言うと、

「まさか。私は君というカードの裏も表も知っている、そういうことだ」

　にっこりと美女…………隆太の通う私立邦天学園の理事長は微笑んだ。

　目が笑っていない。

「……八歳の頃ころ、アフリカの小国、ヌクサの首都、ムサル・アレド空港で爆ばく弾だんテロに巻き込まれて、海外赴ふ任にんから引き上げる最中の両親とはぐれ行方ゆくえ不明。以後、所謂いわゆる「子供兵チヤイルド・ソルジヤー」としてテスヒラのドゥマ大たい佐さ率いるメヒサ族のイスラム原理主義『四月のラマダーン』の兵士『ノンマー・セェス・イェル・オグ六番目の黄色い眼』と名付けられ十二歳までを過ごす。その後、両親の雇やとった邦ほう人じんＰＭＣ『奪還者リカバイヤー』により救出。以後は再び日本で過ごす。文部科学省による二年のリハビリプログラム終しゆう了りよう後、十五歳の時、当校に進学直前、両親が相次いで死去、現在の保証人は父方の叔父おじ。学校の成績は中の下、苦手科目は数学Ⅰ、およびⅡ。性格は温おん厚こう、現在メディア研究部に所属する。部活の態度はごく真ま面じ目め、特技はイラストと造形。特に造形は最近美術部から勧かん誘ゆうが来るほどの腕うで」

「…………ずいぶんよくお調べになったもので……すね」

　軽い皮肉をうっかり口に乗せないように隆太は感想を述べた。

「黄色い眼」と呼ばれた理由が、ゲリラにとって最高級品だったアメリカ軍のダットサイト（近きん距きよ離り照準器）から来ていることや、「退たい役えき」までにどれくらいの戦場を移動し、彼と一緒に捕つかまった子供兵のうち、何人が生き残ったか、までは調べが付いていないようだ。

　それとも、言うべき必要がないから口にしないだけか。

　ともあれ、沈ちん黙もくが第一だ。

「おしゃべりは有毒プラーテ・イス・ジフテイグ」だ。

　警けい戒かいのための無表情ではなく、驚いた顔を浮うかべるのは失敗する。

「まあ、学生の素行調査は簡単なものだからね」

　理事長の言葉の後ろに、「取引」のにおいを感じて隆太は黙だまり込んだ。

　沈黙は金、雄ゆう弁べんは銀、という事実を、彼は両親とはぐれ、再び出会うまでの短いとも長いとも言えない間に習得している。

　そして会話の相手が派手に振りかざそうとするカードを先読みして言い当てるのではなく、あえて使わせるというのも重要な人生のワザであるとも。

「で、だ。私が君をあえて呼び出したのは一部の不心得者が行ったささやかな金かね儲もうけの不始末を責せめるわけではない」

　にっこりと……本職のモデルでさえ滅めつ多たに浮かべられないアルカイック・スマイルを理事長は浮かべた。

「君に、アルバイトを世話しようと思うのだよ…………経済的には苦労しているのだろう？」

　思わずこちらも微笑み返したくなるような菩ぼ薩さつの笑え顔がおに驚きつつも、少年はむしろ警戒心を強めた。

「…………」

「諸雑費を引いた今の生活費は月三万円……うちの学園は確かに旧公立時代のままの学費だから、確かに苦学生にはぴったりだが……それにしても、ずいぶんと切きり詰めているものだな？　君が二十歳はたちになるまでの後見人である叔父おじさんも良心的な人で、個人的に学資ぐらいは出してもいいと言ってくれてるそうじゃないか？」

「人の好意に甘あまえるのはあまり好きじゃないので」

　実際には、そういう現実的な理由ばかりではないのだが、とりあえずそう答えておく。

　両親の苦労を、自分も味わわねば気が済まない、と言っても、多分このリアリストの女性は笑うに決まっているからだ。

　海外支店を任される程度の高給取りだったとはいえ、役員になれなかった一サラリーマンがＰＭＣを雇うためにどれだけの借金をし、それを文字通り死ぬほど働いて返したか。

　でも息子むすこにはそんなことをおくびにも出さずに両親が笑っていたことを、今でも隆太は素す直なおに凄すごいと思っている。

　子供兵として生きた四年間で摩ま滅めつさせられていた感情が復活し、また昔のように笑うことができるようになったのは、その両親のおかげだ。

　彼かれらの残した僅わずかな蓄たくわえと自分の労働で得られる賃金だけで生きていこうと決意したのはそのためだ…………それぐらいが、自分に出来る親孝行の真似まね事ごとだと。

　もっとも、最大の問題は彼がオタクで、オタクであることは金がかかる、という相反する症しよう状じようを伴ともなう、という事実なのだが。

「ずいぶんと堅けん実じつなことだな」

「はあ」

　色々学びましたからねと皮肉な笑えみを浮かべたくなったが、そんなことをしても相手につけ込まれるだけだ。

　ここは魯ろ鈍どんのふりでもして、相手の出方を見み極きわめねばならない。

　こちらの情報は少なく、相手の情報はより多く。

　戦場の基本。

「でも、メディア研究会の部員としてはやりくりが大変ではないのかな？　話題について行くには色々購こう入にゆうしなくちゃいけないだろうし、学生ならではのつきあいもあるし…………そもそも、オタクというのは優ゆう秀しゆうかつ気前のいい消費者だから注目されたような存在ではないかね？」

「まあ…………」

「で確か今年の夏、アルバイトをしてしのいだな？」

「…………はい」

　バイトと言っても高校生のつとまるバイトがそうそう有るはずはなく、せいぜい道路工事のアルバイトを、年ねん齢れいを偽いつわって二週間ほどやっただけだったが。

　結局その金も、光熱費と、僅かな造形材料の代金に消えてしまった。

「ところで、我わが校こうは今のところアルバイト禁止、違い反はん者しやは退学処分。知ってるかね？」

「…………はい」

　もっとも、その校則は現在有名無実と化していて、よっぽどのことが無い限り（つまり、その生徒の素行がとことん悪くなった時とか、学業に支障が来きたさない限り）、問題にされることはないし、額面通りの適応もされない。

　第一さっき理事長自身が「アルバイトを世話する」と口にした事と矛む盾じゆんするし、彼かの女じよの目が笑っている。

「…………」

　どうやら、「退学処分」を告げるために呼び出したわけではない、と隆太は判断した。

　それなら最初に「退学処分」を告げてから理由を述べるはずだ。

「退学処分されるかもしれない理由」を最初に口にすると言うことは、後に何か「取引」が待ち受けている可能性がある。

「まあ、後者はいまや有名無実だし、前者も別にマスコミにバレてないから『次はダメ』でも構わないが、規則は規則だ。さて…………そこで、お目こぼしをしてやろう。さらに、だ」

「…………」

「ちょっとした、アルバイトというのはどうかね？」

「…………」

「割はいい。日当二万、諸費用は別…………場合によっては危険手当を出そう、そっちの金額は要相談、だがな」

　隆太は理事長を改めて観察した。

　どうやら、目が笑っていない。彼が拒きよ否ひすれば、本気で十数年ぶりに違反者に対する高速の適応を「正しく」行うことになりそうだった。

「どういうアルバイトですか？」

　厄介事が近づいていると、頭の奥の警報が最大規模で鳴なり響ひびくのを感じながら、隆太が尋たずねると、一拍ぱくの間があった。

　にんまり、という表現がぴったりの笑みが理事長の顔に浮かぶ。

「簡単なことだよ、ちょっとした調査の手伝いと……場合によっては人間狩がりを少し」
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「え？　間墨君が部長の代わりに？」

　礼奈が、隆太の姿が見えない理由を部活仲間のひとりから聞いて顔色を変えた。

「大丈夫よ、間墨君もここ一年で鍛きたえられてるから」

　暢のん気きな顔で三年生のひとりが言うが、

「でも、去年、部長が理事長室に呼び出されたら二週間の停学処分だったじゃないですか！」

　礼奈は気色ばんだ。

「まあ、ウチらの場合、フツーに考えてお褒ほめの言葉がもらえるからって呼び出されたりはしないからねえ…………覚かく悟ごはしといてもいいかも」

　なんともドラスティックな言葉であるが、学生にとって理事長だの校長だのと言う人達を相手にすれば、ただもうされるがままになるしかないのも事実である。

「そんな！」

　真っ青になった礼奈は、慌あわてて部室から飛び出そうとしたが、「まあまあ」と他の女子部員たちが羽は交がい締じめにしてこれを止めた。

「と、止めないでください先せん輩ぱい、真中ちゃんっ！」

　じたばたあがく礼奈に、先ほど隆太に声をかけていた斉藤真中が頭を横に振って、

「乙女おとめだねえ……惚ほれた相手の一大事にゃー一直線か」

「な…………」

「そうだったか」

　さらに周囲の男子部員や女子部員の頷きが追い打ちをかけた。

　図星も図星、大的中という顔だが、ぶんぶんぶん、と礼奈は首を振って、

「なななななななにをいうですか！　わわわわたしは、全然全然そ、そういうのじゃなくって、間墨くんはいつも貧びん乏ぼうくじばっかり引いてるからですね！」

「はいはい、あんたが妙みような丁てい寧ねい語ご使うときは大たい抵てい図星指さされて慌ててる時なんだから、どうどうどう」

「馬じゃないってばー！」

　なおもじたばたする幼なじみに、斉藤真中は「やれやれ」と溜ため息いきをつく。

　ぼぼぼぼっ、と礼奈の顔が真っ赤に染まる。

「ああ、やっぱりそうか、もう完全ぞっこんなんだねー」

「ななななななな何を言うのですかっ！　ままままなかはっ、まなかさんわっ、わ、わたしのことをごごご誤解してますっ！」

　じたばたじたばた。

　小こ柄がらな少女は手足を拘こう束そくされたまま、恥はずかしさにその場から逃とう亡ぼうしようとして暴れた。

　が、むしろこれで他の連中は別の面おも白しろさを見つけてしまったようで、きゃーきゃー黄色い声をあげながらも彼女を離はなさない。

「離してっ、離してくださいっ！」

「あーもう、ほらほれ、おちつけえ」

　むにゅ。

　背後からしがみついていた真中の掌てのひらが、下からすくい上げるようにして礼奈の制服の上着の裾すそから入り、ブラウスごと意外に豊かな双ふた子ごの丘おかを持ち上げつつ柔やわらかく揉もみしだいた。

「ふにゃあああっ！」

　真っ赤なトマトが熟しすぎてはじけたように、少女はへなへなと力が抜けてその場に倒たおれ込む。

　実は人間、力を入れているときよりも抜いて体重を預けられる方が支える方は大変なので、自然に周囲の連中は礼奈の拘束を解くことになるがそこを見計らうほどの俊しゆん敏びんさも少女からは失われていた。
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「もう、もうっ！」

　自由になった両りよう腕うでで胸むな元もとを抱だきかかえるように防ぼう御ぎよし、礼奈は真中のほうを恨うらめしそうに見上げた。

「それ、禁止だって言ったのに！」

　涙なみだ目めで、ずれた眼鏡めがねを直しながら礼奈が言うのへ、

「でもあんた沈ちん静せい化かさせるにはこれが一番いいからねえ」

　わきわきと、胸をもむ形で手指を動かしていた真中がちょっと首を傾かしげる

「……って、また増えた？」

「知らない！　真中ちゃんの意地悪！」

　ぷうっと頬ほおを膨ふくらませて横を向く礼奈だが、真中は構わずに、

「第一、今からどうしようってのよ？」

　と現実的な対応へと話題を切り替かえた。

「あんたが行ったって上手いことになるわけじゃないでしょ？　それよりも今後のことを考えようよ、ね？　とりあえず『いのや』の鯛たい焼やき買ってあげるから」

「角っこの方？」

　学校の近くにある甘あま味み処どころ「いのや」は校門前と、裏門を出て最初の曲がり角にあるのと二軒けんあって、前者はぜんざいとたこ焼き、後者はお好み焼きと鯛焼きが美味うまく、その逆は不味まずいと評判である。

「もちろん」

「…………じゃあ」

　渋しぶ々しぶ、という顔で礼奈はふくれっ面つらをやめて真中のほうを見た。

　どう見てもクラスメイトと言うよりは、仲の良すぎる姉妹、というところだ。

　もちろん、礼奈が妹なのは言うまでもない。

「癒いやされるナア……」

　男子部員のひとりがその光景に思わず呟つぶやき、他の部員達も男女問わずに頷いた。
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　もっとも、そんな光景が繰くり広ひろげられているとは露つゆも知らない隆太である。

「人間狩り、ですか」

　唐とう突とつに出てきた物ぶつ騒そうな言葉に顔をしかめた。

　乾かわいた、砂混じりの風が吹ふき、白い太陽が照りつけるような気がしてきた。

「といっても、標的は悪党なのは間ま違ちがいないから、賞金稼かせぎか探たん偵てい、っていったほうがいいかもしれんな…………いや、ちょっとはしゃぎすぎたな」

　理事長は指先で口元を押おさえた。

「言葉が過激になりすぎた、訂正しよう」

　そんな仕草もどこかなまめかしい。

　普ふ段だんの精神状態なら、隆太は真っ赤になってドギマギしていたかもしれないが、今は「昔」に作られた精神のスイッチが入っているので何も感じない。

「君に学園治安官スクール・エンフオーサーになってもらいたい」

「なんですか、そりゃ？」

　首を傾げる。

　初めて聞く単語だった。

「学校の警察という奴やつさ。アメリカの学校とかでは珍めずらしくないぞ。風紀委員の強力な奴だとでも思えばいい」

「なんでそんなもんを僕がせにゃならないんです？」

「君がその能力を持ってるからだ…………私は見ての通り若くて才能がある。でも有りすぎるのも困りものでね。私が経営している学校に不ふ祥しよう事じを起こさせて足を引っ張りたい連中がいるのさ、しかもこの学校を巻き込んで」

　肩かたをすくめて理事長は言う。

「その前に、食い止めて貰もらいたい」

「だから、そんな能力はありませんってば」

「君がひとりで、とは言わない。そのための補ほ佐さだ…………だからアルバイト、だ」

　どうにもこの理事長は年若い割にやり手な上、芝しば居いがかった口調で喋しやべるのが大好きらしい…………少なくとも、「嘗なめてかかってはいけない」という警告が今までの会話には含ふくまれていた。

　意図したものか、偶ぐう然ぜんかは判わからないが、そんな「サイン」を逃のがすことは、この場合とんでもない事態…………最悪の場合は死をもたらす。

　だから、隆太は無感動に話を進めることにした。

「どういう事情ですか？」

「この邦天学園以外にも、私はいくつか学校と事業を経営してる、知ってるかね？」

「…………まあ、お話ぐらいは。ここ以外に四つか、五つの学校の理事長を兼けん任にんなされてると聞いた事があります」

　同時にその噂うわさには「相当のやり手で、どこもこの不ふ況きようと呼ばれる中、かなりの稼ぎを出している」という尾おひれがついてくるのだが。

「正確にはふたつ、レストランと居酒屋チェーン店がふたつ。そして不動産会社が一社」

「はあ」

　間違えたことに対して不快感を示されるかと隆太は思っていたが、思いの外理事長は気にしていないらしく、軽く肩をすくめ、

「ま、学生は身近な社会に疎うとくても当然だ、気にしないでくれ…………問題は、その全すべての場所で殺さつ人じん鬼きが現れては生徒や従業員を殺して回っているってことでな」

「…………は？」

　人間狩りに賞金稼ぎ、多角経営に殺人鬼……何とも言えない話題と単語の連続に、隆太は流石さすがに首を傾げた。

「もう十人近く殺されてるのさ…………今のところ間かん隔かくが開いている上に、被害者が十八才未満で県をまたいだ犯行、さらに『表向き』犯人は自殺して解決したことになっているから、まだマスコミは同一犯による犯行とは結びつけてないし、最近は被ひ害がい者しや保護のＮＧＯも頑がん張ばってくれてるから、今のところ表には出てきてない…………まあ、このままではあと一週間は持たないだろうが」

「なんか話がつながっているようでいないような気がするんですが」

「順序立てて言うとね、もともと私がいま経営している事業は学校を含めてどれもこれも、私の祖父から受うけ継ついだものなのだよ…………といえば判ると思うけど、祖父は結構な金持ちだった」

「はあ」

「当時は遺産相続で山ほど揉めててね…………んで、私は正直、相続放ほう棄きしたかったんだが、どうにも嫌いやな親しん戚せきもいたし、それに完全に相続放棄した後何かあったら変に勘かんぐられるから、一番儲もうかってなかった赤字部門…………つまり、この学園部門と不動産、居酒屋をまとめて貰ったわけだ」

「はあ」

「その時はまだ高校生だったから、弁護士を代理人に立てて、まあ、色々経営改善やら教師の見直しやら、横領されていた金の流れとかを片かたっ端ぱしからツブしたら、そこそこに成績も上じよう昇しようして、今にいたった、そう思ってくれ」

　問題は、そこから始まったのだ、と理事長は言った。

「他ほかの証券とか、系列会社とか、相続当時儲かってたはずの遺産や企き業ぎようは、軒のき並なみこの不景気でダメージくらってね。数字の上だけで言えば私の部門が今一族の中で一番利益をあげてることになってしまったのさ」

「…………」

「ま、上が下がったから下が盛り上がったように見えるというのは数字のトリックの初歩だが、それでも数千億が二割も目減りすれば目の色も変わるというものでね」

　どうやらここからが本筋らしい。

「つまり、一族は私が経営している事業のうち、一番世間的なイメージが重要な商売にダメージを与あたえることで、私を破産させたいらしい」

「…………なんでまた？」

「自分たちが無能だから、と認めたくないのだろうな、たぶん……自分たちよりも私に与えられた遺産の方が良い物だったに違ちがいない、だから自分たちが利益を上げられないのは当然なんだ、って思いたいのだろうさ。そうすることでね」

　理事長はあきれ顔で肩をすくめる。

「私を殺した方が楽だと思うんだが、その辺が乳母おんば日ひ傘がさで育った方々の考えという奴でな、殺す前に恥ち辱じよくにまみれさせたいらしい」

「…………」

　隆太は黙り込んだ。

「コレクター心理が歪ゆがみすぎると相手の持ってるものまで憎にくくなるらしいな。まったく不合理極きわまる」

「コレクター？」

「金持ちってのはな、間墨くん」

　嘲ちよう笑しように近いものを唇くちびるに浮かべ、理事長は言い切る。

「何かのために金を必要とする者と、お金のコレクターがいるのだよ。お金のコレクターはお金がないと落ち着かないし、減り始めると慌てて集めたくなるものなのだ」

「そういうもんですか」

「そういうものだ。彼らにとっては食しよく玩がんとかをコレクションするのと同じで、お金を集めるのだよ……ただそれだけ、消費や投資はそのためのワンステップにすぎない。で、それが過ぎてある程度究極を極めたと思ったところへ、自分よりも立場が低かったはずのものが追おい越こしていくと、そいつが許せなくなる」

「はぁ」

　どうにもこの辺はよくわからない理り屈くつだ。

　数千億の遺産の十分の一、というだけでも世間一いつ般ぱんにとっては巨きよ大だいな財産だ。

　たとえ半分に目減りしても、一生は間違いなく遊んで暮らせる。

　殺して奪うばう、ならともかく、奪ってから殺す、では意味が無いはずだ。

　いや、ひとつだけその行こう為いに意味のある場所があった。

　戦場。

　戦せん闘とう状態の狂きよう乱らんなら、それもあり得る。

　だが、この国はアジアどころか、世界でも有数の平和な国ではなかったか。

「許せなくなると、そいつを殺したくなるが、さらにプライドという厄介なものが加わると、相手を辱はずかしめ、絶望させてから殺したいと願う、そして力があればそれを実行する」

「何が楽しいんでしょうね？」

「コレクターやマニアの心理は、興味のない者にとっては常に謎なぞだな」

「なるほど」

「で、彼らはこういう手を使ってきているわけだ…………今はまだ、点がいくつか打たれてるだけだが、いずれマスコミが点と点を繋つないで勝手に絵え柄がらを完成させていくだろう。そうなる前に事件を処理して欲ほしい」

「処理？　解決ではなく？」

「当然だ。表おもて沙ざ汰たにして貰っては困るからな……警察には私の顔でしばらく動かないで貰っているが、マスコミが騒さわげばそうもいかん」

「しかし……どうして僕ぼくに？」

「あと一週間もしたら、我が一族の親族会議だ。居酒屋と学校で五人ずつ殺された。スキャンダルにするなら学校のほうが効果的だ…………で、私をその会議でやり玉にあげるというわけさ」

「でもそんな複雑なことは僕には出来ませんよ」

「具体的な方法は、私じゃなくて専門家に任せてある。さっき言っただろう？　君は手伝いなのだよ…………来なさい」

　そう言うと、理事長はど派手に盛り上がったスーツの胸ポケットから鍵かぎを取り出だした。

　ジグザグに凹おう凸とつが走るようなものではなく、ずんぐりとした楕だ円えん状じようの鍵部分に、円と線が不規則に描えがかれたタイプのものだ。

　それを、自分がそれまで背にしていたロココ調の飾かざり柱の一部に差し込み、ひねると、実は何も支えていない太い柱の下半分が左右に割れて、奥おくに通路の存在を示した。

　自動的に中の明かりもついて、かなり長い通路だと判る。

「…………」

「先々代が凝こり性しようでね、こういう変な仕し掛かけが好きだったのだよ」

　説明しながら、理事長はてきぱきとした動きで通路の中に入る。

「私の代になって少し手を加えた」

　後ろから見ても、見事なプロポーションなのに、一いつ瞬しゆん隆太は感心し、すぐに慌てて後を追った。

　通路はだいぶ長い。
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「で？　隆太くんの何処どこに惚れたかねお前さんは？」

「だ、だか、だからそういうのじゃないんですてばばば！」

　真っ赤になって礼奈は両手を上下にぶんぶん振ふって否定した。

　否定すればするほど「はいそうです」と証明しているようなものである。

　男子が耳をそばだてようとするのを、斉藤真中が「ほら、男子はあっちいったいった！　これからは女子の内ない緒しよ話ばなしなんだからね！」と追い散らす。

　逆に女子部員がわらわらと集まってきた。

「で？」

　メディア研究会女子部員ほぼ総勢、四十三人分の催さい促そくの言葉が一いつ斉せいに放たれた。

「あ。いやあ、あの、その、えーと…………」

　真っ赤に熟しすぎたトマトみたいになって、礼奈は俯うつむいて両手の指先をつつき合わせたりする。

「いやあの…………えーと、あのその」

　少女の説明を待つ四十三人分の沈ちん黙もく。

　真っ赤になって額に汗あせまで浮かせながら、礼奈はしばらく言葉を探していたが、ついに、

「せ、説明とか、解説とか、こ、個人的な問題なんでパスします！」

　と、大声をあげて、背後にあった窓から飛び出した。

　ありがたいことに大所帯のメディア研究会の部室は一階にあるから骨折の心配はしないでいい。

「あ、逃にげた！」

　真中が楽しそうに宣言する。

「そーれ追いかけろー！」

　彼女の掛かけ声ごえに、「おー！」という声が唱和される。
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　長く暗い通路を抜ぬけると、十九世紀末のイギリス王立図書館のような部屋の中、美しい顔があった。

「ここは理事長用の私設図書室だ…………まあ、実際には避ひ難なん場所のようなところでな、歴代の理事長と専用の清せい掃そう業者以外知らない。理事長室の出入り口にいたっては今や私と君、そして彼女だけだ」

　理事長がそう言った。

「彼女」が誰だれを指してのことかは瞬しゆん時じに判った。

　目の前にいる。

　大きな、ヨーロッパの険しい山の上に広がる空のような蒼あおい眼、上が薄うすく下はやや厚みがあるが全体としては小さく、赤い唇。通った鼻筋。

　肌はだが抜けるように白く、彫ほりがあまり浅くないところを見ると東とう欧おうの血でも入っているのか。

　プラチナを細い糸にしたような輝かがやく白金髪プラチナ・ブロンドがひと房ふさ、理知的な額にかかっている。

　理事長室と同じく高い天てん井じようと真っ赤なカーペット、壁かべに並んだ頑がん丈じようかつ重々しい雰ふん囲い気きの紫し檀たんの本ほん棚だな（当然の如く、高価な装そう丁ていと素人しろうと目めにも判る洋書が本棚の中身を埋うめている）、そんな風景に妙に似合っていた。

　が、顔以外の部分がそれに見合うものなのかどうかは判らない。

　ついでに言えば、遺伝学的にはあと一〇〇年で絶ぜつ滅めつするとよく言われている、稀き少しようなプラチナ・ブロンドの髪がショートなのかロングなのかも。

　ついでに言えば年齢も判らない。

　背せ丈たけだけはどうやら隆太よりも低いと判ったが。それ以外は何も判らなかった。

　体形すら。

　顔以外の部分を少女は露出させていなかった。

　ずんぐりむっくりにディフォルメされた巨大な、襟えり巻まきをしたような子こ猫ねこの（しかも帽子とマント付）着ぐるみが彼女の顔以外のすべてを覆おおっているのだ。

　しかも優ゆう雅がに、本来はともかく、今の外見は太くて短いデザインにされた足を組み合わせて、籐とう椅い子すに腰こしを下ろし、上品にマイセンあたりの高そうなカップで紅茶を飲みながらこちらを向いている。

「…………」

　何と言えばいいのか、十七年の人生で久しぶりに隆太は黙だまり込んだ。

　ちなみに、子猫の着ぐるみは口の部分が大きく開いていて、そこから少女の顔は覗のぞいている。

　着ぐるみを着けた美少女。

「えーと、学園長、僕は精神的な疾しつ患かんとかトラウマとかはないと医者に診しん断だんされているはずですし、また異常の兆候も認にん識しきした覚えはないんですが、あの部屋で優雅にお茶をいただいている人が顔だけだした着ぐるみを着けてるようにしか……」

「安心したまえ、そう言う子なのだよ」

「はあ…………」

「あなたがマスミ・リュウタ？」

　少女は今までのやりとりに対して一いつ切さい無関心だということがありありとわかる無感動な声で言った。

　流りゆう暢ちような日本語だが微び妙みような違い和わ感かんがあるから、少なくとも純じゆん粋すいな日本育ちでは無さそうだ。

「そうだエ…………華はな子こ。君の部下候補になる」

　これぐらい「偽ぎ名めいです」という呼びかけも珍しい。

　だが、あえて隆太は聞こえなかったふりをした。

「ふぅん」

　少女は細い眉まゆを右側だけ軽く持ち上げた。
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　他の顔の部品の一切は動かない。

　まるで、それを補うかのように生きているように着ぐるみの尻尾しつぽが動き、その先せん端たんが筆のようになっているのを見て、ようやく隆太は自分の観察眼が間違っていることに気がついた。

　彼女がつけているのはライオン…………それも雄おすライオンの着ぐるみだ。

　確かに、子猫に見えるぐらい可愛かわいいディフォルメだ。

　ならば何故なぜ顔だけ出しているのか、何故無表情なのか。

　というか、どうして着ぐるみなのか。

　それ以上に何を考えているか、表面からは読み取れなかった。

「では、テストをしましょう」

　そう言って少女は側そばのガラステーブルの上にカップを置き、優雅な動作で立ち上がった。

　もっともずんぐりむっくりに手足と頭を大きく作られた着ぐるみ故ゆえに、むしろコントじみていたが、当人は構わずに部屋の奥にあるドアを開けた。

　中に入り、軽く頷うなずく。

　どうやら入ってこいと言うサインらしいので、隆太は黙って従った。

　華子と呼ばれた少女は、部屋の入り口から数歩の所でこちらを向いて少年を出で迎むかえた。

「あなたの武器を選びなさい」

　着ぐるみの少女はそう言って一歩右に退いた。

　彼女の背後には会議用の長テーブルが四つ、縦横に組み合わされた大きな四角の上、赤いベルベットが敷しかれており、そこへずらりと銃じゆう器きが並んでいた。

「いくつでも、どれでも構わないわ。あなたが今までの話で想定する状じよう況きように応じて、で」

「日本は法治国家ですよ？」

「殺人鬼を追いかけるのよ、殺されたいの？」

「そりゃそうですが…………」

　ため息をついて、隆太は並べられた銃を眺ながめた。

　手前にはリボルバー、自動式オートマチツクを含めた拳けん銃じゆう、奥の方にはアサルトライフルとサブマシンガンのたぐい。

　下にベルベットが敷かれず、側に白い粉の詰つまったビニール袋ぶくろや金きん塊かいが並べられていれば、どこかの警察署の密輸の押おう収しゆう品ひん写真そのものである。

　それも「史上空前の」とか書かれるような。

　ただし、最近の密輸品にありがちな、東欧諸国の銃……たとえばＡＫ47に始まるＡＫシリーズや、マカロフ、トカレフの類たぐいは無かった。

　全て西側諸国の銃だった。

　アメリカのＭ４系と、Ｈ＆Ｋ社の製品が主だ……ゲリラからすればどれも最高級品。

「…………」

　しばらく考えて、隆太は二丁の拳銃と、一丁のサブマシンガンを選んだ。

　手のひらに収まるコルト・ポケットと、「マグナム拳銃」の代名詞Ｓ＆Ｗ・Ｍ29、その四インチ銃じゆう身しん版、サブマシンガンはＨ＆ＫのＭＰ５。

「どういう状況を想定したの？」

「調査と、実際に相手を緊きん急きゆうに『狩かる』という状況です」

「で、どれを普段持ち歩くつもり？」

　少女の無機質な目が少年に向けられる。

　隆太はコルト・ポケットを指さした。

「これなら袖そでの中に隠かくせます。映画に出てくるようなカーテンレールを改造したような玩具おもちやじゃなく、上じよう膊はく部に、バネで開くタイプの袖止めを使えば、いざというときに取り出せますし、中をくりぬいた文庫本の中にも隠せます。撃鉄が露出しているから、射しや撃げき状態にあるかどうかすぐに判りますし、何よりも、お巡まわりさんに見つかったとき『本物だとは思わなかった』と言い張れますから」

「二十五口径は威い力りよく不足じゃないの？」

「構いません、相手に『こちらには武器がある』と判ればいいんです。それに、これだって急所に撃うち込めば重傷、あるいは死亡させることも可能です」

「マグナムのリボルバーとサブマシンガンは？」

「敵がいる場所に緊急で向かうときに。メインはサブマシンガン、予備でリボルバーを」

「どうして？」

「本格的な撃ち合あいをする事になったら銃じゆう床しようなしの武器では正確に相手に当てることは出来ませんし、屋内での戦いとなればライフル弾だんは跳ちよう弾だんする可能性が高すぎます。リボルバーが四十四口径なのは、予備を使う事態になったら、おそらく一いち撃げき必殺でなければ危ないと思うからです」

「５００Ｓ＆ＷとＬＷＲＣのＭ６Ａ２・ＰＳＤモデルでは？」

　近年、四十四マグナムの五倍近い破は壊かい力りよくと反動を持つことで評判になった弾だん丸がんの名前と、Ｍ４ライフルよりも一回り大きい六・八ミリ弾を使う、「西側で唯ゆい一いつＡＫに対たい抗こうできる威力の携けい行こう型ライフル」の名前を着ぐるみ少女は口にした。

「つかった事がない武器は選ばないほうが無難ですから」

　知識ではなく、経験則から隆太は答えた。

「一ヶ月、訓練させていただければ話は別ですが、今すぐ、ならばこの選せん択たくにします」

「何故？」

「使い慣れてるもので」

　もっともアフリカではＭＰ５なんていう上等な銃を触さわることは殆ほとんど無く、せいぜいが、あちこちガタガタになったＵＺＩサブマシンガンか、良くて中古品を組み合わせて一挺ちようでっち上げたイングラムと、赤あか錆さびの浮ういた六インチ銃身を金鋸のこぎりで切り落としたＭ29、もしくはミリタリー・ポリスと呼ばれる四十五口径のリボルバーが主だったが、九ミリのサブマシンガンと大口径リボルバーの組み合わせが屋内戦では一番使いやすかった。

　最良は、屋内に入ることなく、グレネードランチャーかＲＰＧで外から吹き飛とばすことだが。

「それに九ミリ弾なら、相手も持ってる可能性があります」

　非常事態になったとき補給が楽だということだ…………敵の拳銃から弾を入いれ替かえればいい。

「では、状況が緊急でなければ？」

「警察を呼びます」

「こなければ？」

「来るように仕向けます」

「…………いいわ」

　少女は頷いた。

　相変わらず何を考えているか判らないが、声にわずかな感情が混じり、どうやら自分はこのテストに合格したらしいと隆太は察した。

「マニュアルや常識に頼たよらない、ユニークで当人なりの理屈が通っているわ…………理想的ね」

　背後で、理事長が笑う気配があった。

「ようやくお眼鏡に適かなうのが来た、ということでよいかな？」

　からかうような響ひびきの理事長の言葉にも少女は何の表情も浮かべず、

「不満はあるけど、これまであなたが連れてきた人たちよりは歪んでいてタフな思考だと思うわ。そこが重要なの……我々は敵を殲せん滅めつするのではなく、人間狩がりをするのだから」

　言い放った。

「人間狩り」という言葉に、隆太の背筋に冷たいものが一いつ瞬しゆん走り、すぐ平へい穏おんに戻もどる。

　あのころもそうだった。

　任務の内容を伝えられて、一瞬おぞましいものが背中を駆かけ抜けるが、即そく座ざに感情がそれ用に切きり替わる。

「相手は兵士や工作員じゃないわ。殺人を愉たのしむ異常者サイコパスよ……捕とらえるのではなく、殺すことを最初から想定して頂ちよう戴だい」

「僕は殺し屋ですか」

「違うわ、場合によって、というだけで、本来の目的は私の手足となってこの事件を捜そう査さして貰うの。この格好では外を出歩いて密ひそかに調査を進められないでしょう？」

「…………」

　理屈に合ってはいるが、何か根本的なところが巨大に間ま違ちがった理由を少女は、さも当然のように言い放つ。

「…………はあ」

　他に隆太に言うべき事はなかった。

「僕はまだ、引き受けるとは言ってませんが」

「言うわ」

　あっさりと少女が続けた。

「だって、次に狙ねらわれるのはこの学校の生徒だもの」

　にこりともせず、皮肉の響きすらない声で続ける。

「あなたは遠くの誰かが死んだ新聞記事からは目をそらすことは出来ても、身近な誰かの机の上に置かれた花束を見ないふりはできない」

「…………それでも断るかね？　間墨隆太君」

　後を引ひき継いだ理事長の声に、からかうような響きはなかった。

　これは、冗じよう談だんや皮肉や駆け引きではない。

　頼たのみ事ごと、なのだ。

　命がけの。

　自分と、彼かの女じよたちと、そして……見知らぬ、あるいは知っているかも知れないこの学校の生徒達たちの命をかけた。

「…………」

　溜ため息いきをついて、隆太は観念することにした。

　鼻先にバイト代というニンジンをぶら下げられ、後ろからこういう鞭むちが飛んでくれば、馬だろうが人だろうが、どっちにせよ前に進むしかない。







セグメント２　優ゆう秀しゆうな演奏家は、演奏に集中するものだから







☆




　翌日の昼休み。

「いや、すまん、まさか理事長に呼び出されるようなコトになってるとは思わなかった」

　ぱん、と福々しい手が合わされる。

　徹てつ夜やあけの体たい臭しゆうを誤ご魔ま化かすためか、「振りかけただけで女性が海を渡わたって群がってくる」ようなオーバーな表現のＣＭで有名な男性用香こう水すいの匂においを、珍めずらしくぷんぷんと高たか岡おか亘わたるメディア研究会部長は漂ただよわせていた。

「すまん！」

　もう一度柏かしわ手でが鳴った。

　どうにも今日の部長は、昼休みにわざわざ訪ねて来た上、ドラマに出てくる「痛いオタク」のようなオーバーアクションであるが、人のいいこの人物はそれ以上の謝罪の行動が取れないのだろう、と隆りゆう太たは受け取った。

「あ、いえ、いいんですよ、部長」

　隆太が苦笑いする……多分、部長が居たとしても理由をつけて自分が呼び出されたのは想像に難かたくない。

「こういうのも副部長の仕事ですし」

　部長に教えられたとおり「必要のないこと」だからあえて認識の間違いは修正せず、そのまま話題を流すことにする。

　ちょっとだけ「立派な副部長」を結果的に装よそおうことへの罪悪感が無いわけではないが。

　事実が、必ずしもよい結果をもたらすとは限らない。

　これも高岡部長の教えだ。

「で、何を押おしつけられたんだ？」

「あ、はい、まあ…………ちょっとした雑用です。メー研の誰にも迷めい惑わくはかからないと思います」

「雑用？」

「ええ、まあ…………なんて言うか、本当、雑用なんです。理事長の個人的な。ですから、あまり気になさらないでください」

「というとアレか？　ひょっとしてあのホーマンきわまる肉体をもてあました理事長相手の夜のパートナーとか…………」

　いきなり真顔でエロゲーのようなシチュエーションを口にする部長に、隆太は苦笑いで答えた。

　これは本当のことを答えていいから気が楽だ。

「勘かん弁べんしてください、それなら最初から秘密にしてますよ」

「ま、そりゃそうだわな」

　あっけらからんとそう言って、部長はケラケラと笑った。

「ただ、しばらくは部活に顔を出せなくなると思います」

「その『雑用』って奴やつのためか」

「はい」

「何なんだ、一体？」

「どうも理事長の知り合いに関する調べ物らしいんですが、俺もまだ知らされてないんです」

　これも半分嘘うそだが、なんとかそうと悟さとられないように言うことが出来、部長も「そうか」と頷いた。
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　放課後になった。

　夕暮れ時の「秘密の図書室」こと、彼かれらの「部室」には窓らしい窓は天窓ひとつだけで、すでに明かりが煌こう々こうとともっている。

　さすがに理事長室から出入りするわけにはいかないと思っていたが、入り口はちゃんと他にもあって、滅めつ多たに人が入らない、職員室からさらに奥に入った非常口手前にある資料室の奥から入ることが出来た。

　ここからなら、職員室の人の出入りの死角になっていて、教師に見とがめられることもない……生徒にとって職員室自体が鬼き門もんの一種だから、他のクラスメイトは当然だ。

　出入り口の鍵は、隆太と理事長、そしてそこの主あるじだけが持っている…………で、さっそく非常口を通り、それをつかって中に入った。

「具体的には僕はどういう役回りなんでしょうか？」

　隆太が尋たずねると、しばらく少年を見つめ、

「あなたがワトソン、私がホームズ」

　短く言う金髪の少女。

「随ずい分ぶんとロマンチックな表現ですね」

　声に少し皮肉が入ってしまった。

　すぐに少女は切り返す。

「じゃあ、私が狩人かりゆうど、あなたが猟りよう犬けん」

「…………随分と露ろ悪あく的ですね、今度は」

「タダの言いい換かえよ」

　少女は名乗る。

「私の名前は、華はな子こ・マリア・アヴェンリー・田た中なか」

　見るからに偽名だが、着ぐるみのライオンをつけた格好も含ふくめ、あまり深く詮せん索さくはしないことにする。

　普ふ通つうなら「○○と呼んで」みたいなオチが付くかと思うが、彼女は何も言わなかった。

　呼び名にあまりこだわっていないのか、偽名だからどうでもいいのか。

　前者のような気もしたが、あまり考えないことにする。

（この仕事が終わったら無関係になるんだし）

　隆太はそう自分に言い聞かせた。

「了りよう解かい」

「だから、あなたは私の主しゆ催さいする『変な縫ぬいぐるみ』同好会のメンバーということ。表向きはね」

「まさか…………」

「安心しなさい、私と同じ格好をする必要はないわ」

「はいはい」

　少々安あん堵どする。

「『はい』は一度で」

「了解」

　そして少女は、ライオンのたてがみ型の着ぐるみの頭部分を取りだした。

「でも、このライオンちゃんヘッドを装着して頂戴、部室の中では」

「…………」

　それを受け取って、しばらく隆太はしょっぱい感かん慨がいにふけった。

　収得した忌いまわしい「昔の技術」を使うのは不本意だったが、この日本での「厄やつ介かい事」はせいぜいが暴力沙ざ汰たか麻ま薬やくがらみで、それも好こう奇き心しんとか見み栄えとか、子供っぽい理由が元の物が殆どだろう、と隆太はタカをくくっていたのだが。

　思ったよりも精神的にハードな仕事になりそうだ、と思う。

「…………実際に装着しなくちゃいけませんか？」

「その方がいいわけは成り立つわ」

「…………」

　仕方がないので装着する。

　何か、とても不条理な状況に迷い込むことをアメリカでは「キャッチ22」と言うらしいが、何となくこういうことなのだろうな、と思う。

　満足したのか、軽く華子は頷くと、机に置いた資料の横、自分の真ん前に置いたノートパソコン（というコトになっているが、実際には折りたためるデスクトップに等しい大きさを持つ）の画面を呼び出した。

「これは…………？」

「資料よ、これが犠ぎ牲せい者しや」

　そう言うと、彼女は紫し檀たんの重じゆう厚こうな机の上に置かれたノートパソコンを、器用に着ぐるみの指先で操あやつって二〇インチディスプレイに解かい剖ぼう所見と現場検証の資料を呼び出した。

「これが三ヶ月前、最初の犠牲者、二番目、そして二ヶ月前の最初の犠牲者、二番目、一ヶ月前の最初の犠牲者、二番目」

　どれも、普通の高校生なら目を背そむけたくなるような、凄せい惨さんな死体だった。

　体型や男女は問わないが、どれも十代。

　共通しているのは、服を着たまま切り裂さかれていることと、顔がふた目と見られぬ…………どころか、完全に破は壊かいされていて、どんな顔だったか判わからないと言うこと。

（それも、殴なぐって潰つぶしてる）

　そういう傷を、彼は見たことが何度かあった。

　人間は正気を失えば、素す手でで相手を殴り殺ころすどころか、顔面を含めた頭ず蓋がい骨こつを、文字通り叩たたきつぶすことさえ出来るのだと、その時恐きよう怖ふの中で自覚し、以後、死体を観みても怖こわいとは思わなくなった。

「…………」

　嫌いやな風が、図書室のような部屋の中に吹ふいてきたような気がして、隆太は首筋に手をやった。

　アフリカの、あの熱い、乾かわいた砂の感かん触しよくがしたような気がしたのだ。

　幸い、手には何もつかなかった。

　風ふ呂ろには毎日入っている。

「どうしたの？」

「いえ、別に」

「…………ここを見て」

　華子は言って、画像の一部をカーソルで囲み、クローズアップした。

　あるものは腕うで、あるものは足の裏、あるものは太ふと腿もも、あるものは首筋。

　どの死体にも掌てのひらの半分ほどの「空白地帯」があって、そこには○の下に細長い三日月を横にしたようなマークが描えがかれ、それを支えるような折れ曲がった五本の線と□、さらに細い棒が伸のび、折れ曲がって上へ。

　三日月の下にあるのは手を意味しているのか。

　Yokanarnと筆記体で書いてある。

「ご覧なさい、ここにサインがあるわ…………常習者の証あかしよ」

　つまり、拷ごう問もんした後、「自分です」と証明して回る異常者と言うことか。

　間違いない。この殺人を犯おかした相手は行こう為い自体を楽しんでいる。

「ヨカナーン？」

「聖書の登場人物よ。王女サロメに首を取られた不実な恋こい人びとの名前ね。自分のことなのか、それとも犠牲者をそう見立てているのか」

「…………異常者ですね」

　だとすると○は頭、三日月はそれを載のせた皿、五本の線と□は指と掌、上へ折れ曲がった線は腕を示しているのだろう。

「ええ、人の屑くずね」

　初めて、ふたりの意見が同意に達した。

「だから私たちは奴からこの学園を護まもるのではなく、奴を狩り出さねばならないの。出来るだけ被ひ害がいを押さえるために」

　被害を「出さない」のではなく「押さえる」と言ったところに隆太は引っかかったが、

「ところで、連続殺人事件なのにどうして警察で騒さわぎにならないんでしょうか？」

「理事長の説明を聞かなかったの？」

「いえ、覚えてます。犠牲者が十八歳さい未満で、その親とか、ＮＧＯとかのおかげで、今のところ騒ぎが押さえられてるって」

　が、この写真を見ると明らかにもう「なにか」が起こっていることは明白だ。

　それも異様な「なにか」が。

「マスコミはともかく、これだけのひどい遺体が出る事件なら、警察内部でも騒ぎになるような、って…………理事長の力ってそんなに凄すごいんですか？」

　華子、と呼ばれた少女はそんな隆太の疑問に、紅茶をひと口すすって、

「理由はふたつ。これらの殺人事件は三つの県をまたいで発生してるわ。実際には隣となり合って居いるどころか、東北、関西、九州とエリア的にも遠いの…………日本の警察機構ってのはお役所だもの。県をふたつも間に挟はさむと、まず横の連れん携けいは自然発生しないわ。上層部が『これは日本列島をまたにかけた事件である』という認にん定ていを出ださない限りは、下の連中は三つの事件が並行して起こっていることにすら気づいてない」

「もうひとつの理由ってのは？」

「相手が二人以上殺さないこと――あと、しばらくすると犯人が死ぬわ」

「その話は聞きましたけど、具体的には？」

「正確には『犯人らしい人物』が自殺するのよ。だからどの事件も一応『被ひ疑ぎ者しや死亡につき捜そう査さ終しゆう了りよう』のハンコを押して書類をしまい込めるの」

「……それは、単純に自殺したのが犯人、ってことじゃないんですか？」

「違ちがうわ」

　華子は今まで展開していたファイルを閉じ、別のファイルを開いた。

　三人の男女。

　ひとりは若い大学生風、ひとりは主婦、ひとりは…………隆太と同じ年ねん齢れいらしい女子高生。

　こちらも体型や性別、年齢の共通は無さそうだった。

　こちらの死体は綺き麗れいなものだ。

　どれも右の頸けい動どう脈みやくを左右の耳を綺麗に繋つなぐように鋭えい利りな刃は物もので切られている。

　真っ赤な血が、にやりと歯をむき出しにして笑うアメリカのドタバタアニメカートウーンのキャラの様にも見えた。

「…………」

　隆太の目が不ふ審しんな部分を見つけて細くなる。

「おかしいでしょう？」

「ええ、どの死体も躊躇ためらい傷がない」

　人間は自分の身体に刃やいばを向けたり、自ら損そん壊かいすることを本能的に忌き避ひするものだ。

　さらに言えば、肉体というものは以外と深く、大きくダメージを与あたえないと死に至らない。

　面積的には細い刃物で、しかもこの大きさの傷を、となれば尚なお更さらだ。

　結果、躊躇い傷、と呼ばれる「失敗」の痕こん跡せきがつくのが普通であるし、歪ゆがみもする。

　見事に一発でやり遂とげる者が居ないわけではないが、三人も連続して、というのは確率的におかしい。

　そして…………どの傷も、角度と方向が一いつ緒しよだ。

　まるで手慣れた外げ科か医いのように。

　そのことを口にすると、華子は満足げに頷いた。

「警察ではひょっとしたら一種の流行性自己暗示症しよう候こう群ぐんではないか、という意見も出ているわ……殺さつ人じん鬼きが報道された後の模倣犯コピーキヤツトとか、自殺ブームみたいな感じでね」

「連続殺人と自殺のブームですか」

「今の日本ならありえそうな話とマスコミは納なつ得とくするかも知れないわ。キャンペーンで繰くり返かえせば特に」

「その可能性は？」

「考えたけど、違うわ。証しよう拠こはこれ」

　そういうと、別のデータが広げられる。




「血液検査？」

　データのタイトルを読んで隆太は首をひねった。

「そう」

　華子はかちかちとマウスをつかってその表をスクロールする。

　最後に、顕けん微び鏡きようの拡大写真があった。

「電子顕微鏡をつかってようやく判ったの」

　写真をクリックしていくと、次し第だいに血液中の物質がさらに拡大されていく。

　奇き妙みようなものが現れた。

　人工的な、幾き何か学がく立体の組み合わされたもの。

「ナノマシンの残ざん骸がいよ」

「…………え？」

　アニメかＳＦ映画でしか聞かない単語が出てきて、隆太はぽかんと口をあけた。

「残骸こいつは全すべて、『犯人』の脳の血管から検出されたわ」

「あの、今ナノマシンって言いました？」

「言ったわ」

「…………この前ディスカバリーチャンネルで見ましたけど、たしかまだナノマシンって実験段階で、動くだけの奴があるってだけだったと」

「マスコミが知るのはいつも時代遅おくれの技術ばかりよ。最さい新しん鋭えいのステルス戦せん闘とう機きの技術は七〇年代後半にはほぼ完成してたわ」

「そりゃそうですが」

　それにしても、あまりにも飛ひ躍やくしすぎだ。

「この残骸の構造も分ぶん析せきがすんでる……人体には存在しない有機分子で構成されてるわ」

「手回しがいいんですね」

「でも分析に二週間も取られたわ」

「で、ナノマシンで真犯人は憐あわれな代役を操った、とか？」

「判っているじゃない」

「…………」

　状況が状況でなければ、この着ぐるみ少女の頭を「よかったね、偉えらいね」と撫なでて、さっさと立ち去りたい所である。

　アニメや漫まん画がじゃあるまいし、という定型句が思わず口から出そうだ。

　メディア研究会の部員としては、むしろ歓よろこび興奮するべき状態なのだろうが。

（まあ、その中にいるようなもんだと思うしかないな）

　常識にメゲてしまいそうな頭をなんとか動かして話を頭の中で再構成。

　ナノマシンという単語を兵器に置おき換えてみる。

　それも最新のハイテク兵器。

「でも、それってかなり大きな組織が動いてるってコトですよね？」

「大きいけど、有機的な組織じゃないわ」

「？」

「つまり、一つの目的のために大勢を繰り出してくる組織じゃないの」

「国家規模とかじゃない、ってことですか？」

「そう。あくまでも派は遣けん会社レベル…………非合法なＰＭＣってところね」

　ＰＭＣ。民間軍事会社プライベート・ミリタリー・カンパニーの略りやく称しよう、かつては「傭兵マーセナリー」というロマンティックな名前で呼ばれていた連中の進化した姿。

　戦せん闘とう行こう為いで金を儲もうけることが、経済的、あるいは肉体的に好きな連中が集まって、世間に対して顔向け出来るように作った組織。

　だから「非合法なＰＭＣ」というのは「安全な爆ばく弾だん」と同じぐらい矛む盾じゆんした話である。

「いえ、もっと適切な言葉があるわ…………大規模な『犯罪サークル』」

「この日本で、ですか？」

「ＰＭＣがまだ表だっては動けない日本だからこそ、まだ有効なシステムね」

「サークル活動で連続殺人ですか」

「人の価値観はそれぞれだもの」

「なるほど」

　理解できないが理り屈くつは通っている。

「でも、ナノマシンなんてものをどうやって体内に？」

「今のところ疑っているのは医い療りよう関係、校医とか、学校周辺の医い療りよう施し設せつ、当人のかかりつけの医者……ただ、これといって証拠は出てないわ。書類の上ではね」

「風に乗せてばらまかれたら意味ないと思いますが」

「ハイテク兵器は基本、単価と破損率が高いわ。ナノマシンはそれでも安い部類だろうけど、酸素の含まれる水分の中で無ければ、五分以内に機能停止して分解をはじめるぐらい繊せん細さい」

　なるほど、それで犯人（役）の死体から見つかったものはすべて破損していたのかと隆太は納得した。

「人間の血液が循じゆん環かんするのは五分、腎じん臓ぞう、白血球を始めとした各種のフィルターや免めん疫えきによってダメージを与えられる可能性を考こう慮りよすると、今現在のナノマシンの効果が最大限に発揮されるのは、注入されてから四日後から数えて十日間。これは最初の殺人の行われたあと、犯人が自殺するまで平均時間が二百六十四時間、ということからも一いつ致ちするわ」

　二週間だけの殺人鬼、というわけである。

「…………で、僕は書類に出ないことを調べる、というわけですか？」

　刑けい事じ物ものではよくある展開を口にすると、ぽさ、とプリントアウトされたＡ４コピー紙が数枚、ステープラーで留とめられて隆太の前に突つきつけられた。

「相手はプロだもの。もう証拠は隠いん滅めつしてるか、相手を押さえてからじゃないと判らないぐらい些さ末まつなものしか残ってないわ。それよりもこの学校を護ることが先決。出来れば奴がひとりの犠牲者も出さないうちにね…………これは校内の点検箇か所しよと、万が一の時の受け答え集、頭に入れて、あとは応用しなさい」

「…………」

　人間の反応を完全にマニュアル化は出来ないだろうが、何も無いよりはマシだ。

　どっちにせよ、これは他人から依い頼らいされた調査であり、主導権が自分にない以上、隆太としては従うだけである。

　何しろ自分は素人しろうと同然なのに「ワトソン」役なのだから。

「仕事は明日から始めて貰もらうわ。これも読んでおいて…………仕事の際さいの要点をまとめておいたから」

　また別のプリント用紙がこちらへ突きつけられる。

「はい」

　これもおとなしく受け取った。

「とにかく、楽観視は出来ない状じよう況きようよ…………間違いなく、あと十五人、殺されるのは間違いないから」

「？」

　首を傾かしげる隆太の前で、華子はマウスを使って今まで開いていたウィンドウを一いつ斉せいに閉じ、別のファイルを開いた。

　一瞬見えたファイル名が五年前と、十五年前の日付になっているのを隆太は見み逃のがさない。

「…………」

　また、少年の顔に苦い表情が浮かんだ。

　さっき見たのとまるっきり同じに喉のどを切り裂く死に方をした十数人の少年少女の死体。そして、大量の、これまでの九人と同じように切り刻まれ、顔を潰されて死んだ何人もの死体。

「今から五年前、同じように『ヨカナーン』の名前を刻んだ殺人事件が、四つの県と、韓かん国こく、中国で断続的に発生したの。こちらの犠牲者は二十四人にも及およぶわ。こっちのほうは国境までまたいでいるから判らなかったけど…………これは十五年前。こっちはＥＵ…………こちらも犠牲者は二十四人、『犯人』は五人に及ぶわ」

「で、この事件も？」

「ええ、死体のサインは同じ『ヨカナーン』よ」

　よくもまあ、こんなことを見つけてきたものだ、と半ば感心、半ば呆あきれながら隆太は、それでも次の質問をする。

「…………二十四、って数字に意味が？」

「判らないわ。『マルコによる福ふく音いん書しよ』第六章二十四節目でサロメがヨカナーンの首を欲ほつした記述があるからかもしれないし、神秘学的オカルトな意味を模も索さくすると一日の時間、十二星座の倍、八の三倍、Ｙはアルファベットの二十五番目だから、真犯人である自分を入れた数の可能性もあるわ…………あと、ただのキーファー・サザーランドのファンかも」

　つまり、異常者の嗜し好こうか、思考なのか判らないと言うことか。

「数字に意味はないわ、目標という意味以外はね」

　隆太はしみじみと溜息をついた。

　なんということか、十五人も犠牲者がランダムに設定されていたら、それこそどう護ればいいのか。

「だから、あなたが必要なのよ」

「まさか十五回チャンスがあるとかいう意味じゃないでしょうね？」

「目標はこれ以上の犠牲者を出さない事よ。殺人が行われてしまえばたとえ何人だろうとも私の負け…………報ほう酬しゆうも減らされるわ」

「…………」

　さて、それが善意の責任感なのか、経済的な理由なのか、それとも別の何かなのか…………隆太にはさっぱり判らない。

　だが、「猟犬」として雇やとわれたならその役割を徹てつ底ていして果たすだけだ。

　考えるのは将校の仕事。

「銃じゆうは持ってる？」

　着ぐるみをつけた将校殿どのが尋ねた。

「言われたとおりに。ただ今は鞄かばんに入れてます」

　鞄の底には巧こう妙みように切れ目を中ちゆう途と半はん端ぱに入れてあり、いざとなったら手を突っ込んで切れ目を完全に広げるようにして銃を取り出せばいい、という風にしてある。

「よろしい。今日はもう帰ってもいいわ」




☆




「あ、あの」

　校門から出ると、礼れい奈なが声をかけてきた。

「ああ、天あま沢ざわさん。こんにちは」

「こ、こんにちは！」

　ぺこ、と制服に鞄をさげた礼奈は頭を下げる。

　放課後になってから一時間弱。どうも教室からここに直行してずっと待っていたらしい。

「ぶ、部室で聞いたんですけどっ、あの、その、間ま墨すみくん、しばらく部活に来られないって本当ですかっ？」

　心配そうな顔だった。

「あ、まあ…………ちょっとね」

「や、やっぱりこの前の…………」

「うん、でもまあ、そんなに大したことじゃないから」

「あ、あの、いつまで……」

「そんなに長くはかからないと…………思うよ」

　彼女のまっすぐな眼めで観られるのが、実を言うと隆太には少々弱い。

　正確にはそのことに今気づいた。

「まあ、調べ物だからいつまでもやるようなことでもないしね」

「よかった……もう来られなくなっちゃうんじゃないかって」

「それはないから、心配しないで。僕ぼくもメー研好きだから」

　自分より頭一つ小さな少女が、とても可愛かわいらしく見えた。

　そういえば十年ぐらい前、もう外国にはいたが最初は何人かいた「黄色い眼イエル・オツグ」と呼ばれるようになる前、隣となりの家の老ろう夫ふう婦ふが飼っていた子犬とよく遊ばせて貰ったのを思い出す。

　あの子犬は人なつっこかったが、どういうわけか毎回会いに行くたび、こちらのご機き嫌げんをうかがうようにしばらく遠くから様子を見ているような所があった。

（何となく似てるよな…………）

　あの子犬の名前は何だったか、と一いつ瞬しゆん意識をそらし、自分がひどく失礼な眼で相手を見ていると気づいて隆太は己を恥はじた。

（子犬と一緒にしちゃいけないよな……女の子だし）

　まさか自分が「好意を向けられている対象」だとは考えもしない少年は、この好もしい少女に、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを向けた。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ帰ってくるよ」

「…………うん、じゃなかった、はい、待ってますっ！」

　こくこく、と頷うなずく同い年の少女は、妙みように幼く見えた。

（悪い仕事じゃないかもな）

　ちょっとこの「アルバイト」に認にん識しきを改める。

（少なくとも、彼女みたいな人を殺させるわけにはいかないものな）

　そう思うと、手にした鞄の底に隠かくされた小型拳けん銃じゆう、コルト・ポケットの重さが別の意味を持ち始めたような気がした。

　苦笑いが浮うかびそうになった。

　アフリカでは、イスラム原理主義のために戦った事になっていたが、それを一度でも誇ほこらしいとか、やりがいがあるとは思わず、手にしたＡＫの重みには慣れただけだったのだが。

「あ、あの、間墨くんはた、鯛たい焼やきとか、好きですか？」

「あ、う、うん」

　かつて、隆太が居たのは仮にもイスラム原理主義を掲かかげるゲリラ達たちで、酒を仕込まれることこそ無かったが、甘あまいものは弾だん薬やくや水以上に貴重で、そのせいか、今でも特別な事以外に甘いものを口にするのを無意識に避さけてしまう。

「あの、そ、そこの裏門を出て角っこのほうに、鯛焼きの美味おいしいお店があるんです！」

（ああ、『いのや』か）

　そう思ったが口には出さずに、

「そうなんだ」

　と微笑ほほえんだ。

「あの、よ、よろしければい、いっしょにいきませんか？」

「うん、いこうか」

　頷くと、少女はとても嬉うれしそうに何度も頷いて、「ありがとうございます」を繰り返す。

　一いつ生しよう懸けん命めいな性格なのは知っていたが、他人ひとに対してもそうらしい。

（可愛い子だよなあ）

　素す直なおに思った。




☆




「…………」

　ノートパソコンの前でキーボードを叩いていた「華子」と名乗った少女は、ふと手を止めて側そばにあったマイセンのティーカップをとり、ひと口すすった。

「どうだ？　彼は使えそうかね？」

　いつの間にか「隠し通路」を使って理事長がその後ろに現れていた。

「ええ、いい猟犬になってくれると思うわ」

「タフか？」

「ええ……よほど厳しい仕込みがあったのね。普通は二年もすると兵士も人に戻もどるけど。彼はまだ兵士だわ。しかも世間に対してひねくれていない。貴重品ね」

「良かった。オタク系サークルなんかにいるからもうユルユルになってるかもって思ってたんだが…………差し入れだ」

　理事長は手に提さげていた、まだ温かい紙かみ袋ぶくろを少女の前に置いた。

「？」

　がさごそと開けてみると、魚の鯛たいを模した焼き物菓が子しが数個。

「これ、なに？」

「まあ、ジャパニーズ・アンコ・タルトの一種だな」

「鯛焼きぐらいは知ってるわ。どこの？」

「裏門のほうにある『いのや』だ。私の知る限り半径五十キロ以内では一番美味うまい」

「同感ね」

「知ってるのか？」

　理事長の知る限り、華子はこの部屋に入って以来、一度も外へ出ていない。

　ここは代々の理事長の「息いき抜ぬきの場所」でトイレも水道設備も隠されているだけで全部揃そろっている。

「外の声はここでは意外に聞こえるのよ」

「なるほど」

　理事長は頷いたが、この部屋は完全防音になっていて、中の物音はもちろん、外の声も聞こえないはずだ。

　が、単に雰ふん囲い気きを悪化させないために相づちを打った、という顔ではなかった。

　本当に目の前の着ぐるみ少女なら聞いているだろう、と納得している表情だった。

「…………ところで、どういう風の吹き回まわし？」

「頭使うってのは甘いものが欲ほしくなるのは君も同様だろう？　君との付き合いも長いし……たまには、な。昔と違って私にはこれぐらいの余よ裕ゆうは精神的にも金銭的にもある」

　小さなグループとはいえ、それでも年商数十億を稼かせいでいる人物とは思えない言葉だったが、華子は黙って頷き、

「ありがたく受け取るわ」

　そう言うと、ライオンの着ぐるみを着けた少女はちょこんと膝ひざの上に紙袋を置き、鯛焼きの尻尾しつぽを持ったままかぶっと囓かじった。

　あまりにもその姿が可愛らしく、理事長は思わず小さく吹き出した。

「…………どうしたの？」
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「いえ、あまりに外見相応な食事の仕方だから」

「そうかしら？　私はいつでも私だけど」

「まあ、それはそうだけど、着用している着ぐるみのイメージもあるからね。その格好で『がおー』とか可愛らしく吠ほえてみたらどうだ？　それだけで『萌もえ』とか叫さけんで男が廊ろう下かを転げ回るだろう」

「観客たちそつちのほうがおかしくないの？」

「おかしいと言うより、大たい抵ていの連中の外見はむしろむさ苦しいな」

　理事長はそう言って笑う。

　しばらく少女は食べかけの鯛焼きを持ったまま首をひねっていたが、やがてぽつんと、

「がお」

　と短く、無機質に言って食べかけの鯛焼きの残りをひと口に入れた。
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　そろそろ寒くなり始めた鯛焼き屋の前から歩き去りつつ、少年と少女はしばらく話合った。

「ですから、どうしてもテグスで上から吊つるじゃないですか、そうしたら手を離はなしてしばらくは揺ゆれが収まるまで待たないといけないんです」

「へえ、何かアニメーションって金属の骨組みつかって、床ゆかの下に固定して、ちょっとずつ動かしてはすぐ撮さつ影えい、って感じに思えるけれど」

「ああ、それはお金があるところですよ、金属のフレームが使えれば床ゆか下したにボルトで固定して、あとは基準金っていう道具を使ってひょいひょい撮影できるんですけれど」

「金属フレームってどれぐらいするの？」

「自作するには工具が必要で…………市し販はんされてるものは大人型が七万ぐらいで、子供型が五万円ぐらいで…………それに、金属フレームってなったら外側もしっかり作らないといけないし」

「クオリティあげるとお金がかかって、お金かけないとクオリティが下がる、ってのは判るけど、そういう方向にも影えい響きようでるんだねえ」

「ええ、でも絶対頑がん張ばって一本作って見せます、今年中に…………五分ぐらいですけれど」

「それだって凄いよ。漫画関係になったら四コマ一本仕上げるだけで悲鳴上げてる人も多いし」

「でも、そうなったら……その、つ、次は手伝ってもらえますか？」

「？」

　急に少女は隆太に話を振ふってきた。

「あ、あのこの前の中東の人のモデル、ありましたよね？」

「うん」

　一年の時に作った中年男ことムジャヒディンの像の続き、というわけではないのだが、イスラムのベールを羽織った女性の像を二ヶ月ほど前に石粉粘ねん土どで作って、他の未完成品も含ふくめ、色も塗ぬってない状態で部室に持ち込んだことがある。

「あのあと、間墨さん、とっても綺麗な女の人、作ってましたよね？　ショートヘアの」

「…………見てたの？」

　実を言うと、その女性の人形は頭だけ作っては見たが、乾かん燥そうして固まらせることもなく、そのままぐいっと握にぎって粘土の塊かたまりの中に押おし込め、粘土入れになっている百円ショップのタッパーの中だ。

　多分、作ってこの世にその形であったのは五分も無いはずだ。

「それ、とっても綺麗でした……今度の私のやつ、人形作ってくれませんか？　特に、主役の恋人とか鎧よろいとかって、絶対間墨さんに作って欲しいんです！」

「あ、う、うん」

　隆太は頷いた。

　少女の目は作り手としての自分への敬意リスペクトと、好意（だろう、多分）がない交ぜになった輝かがやきで、いささか少年にはまぶしい。

「頭の部分だけでいいんです！　その、か、身体は難しいと思うんですけれど」

「いいよ、判った」

　請うけ合あうことにした。

　自分のこういう技術が認められるのはとても嬉しかったし、何よりもこの少女に、少年は好意を抱いだいたからだ。

（少しは俺も本当のオタクになってきている、ってことだよね）

　そう思うと安あん堵どのような感情も、胸を満たしてくれる。

　酷ひどく安らいだ、楽しい感覚。

「どんな話を撮とるの？」

「ええっと、この本の中に出てくるお話がやりたいんです」

　礼奈は鞄の中から一冊の絵本を取りだした。

　ちょっと厚めの…………幼よう稚ち園えん児じ向けではなく、文章の多い小学校低学年向けの「文字の多い絵本」というやつ。

　隆太は足を止めてそれを受け取った。

「これ……？」

「最近出たＴＡＢＩＴＯって人の絵本なんですけど、この中に出てくる『あるのうふのはなし』っていう兵隊に取られた農夫の話が是ぜ非ひやってみたくて」

「なるほど……じゃあ、僕もこの本、買っておくね」

　まだ理事長からの報酬は払はらわれてないから、懐ふところは相変わらず厳しいが、少女の好意には応こたえてやりたい。だから隆太は素す早ばやく本の値段を見て、三日の昼飯を抜ぬくことにした。

（絵本、って案外高いもんだな）

「あ、ええっと、こ、これうちにもう二冊あるんで、さ、差し上げます！」

「え？　い、いいの？」

　異性からものを貰うのは初めてなので、隆太は戸と惑まどう。

「いえ、こ、これはそのひ、必要な資料ですから、ですからっ！」

　礼奈は小さな拳こぶしを握って、眼鏡がずれそうなぐらいの勢いで力説する。

　よほど熱中していたのだろう、彼かの女じよは足あし下もとの小石に気づかなかった。

　スニーカーのつま先が引っかかり、こつんと少女の身体が前のめりになる。

「おっと」

　すかさず支えようとした隆太の後頭部に冷たいものが走った。

　咄とつ嗟さに自分も膝を大きく折り、少女の身体を抱かかえ込むようにして自分の内側へ回し、抱きしめる。

　思ったよりも、礼奈は腰こしが細くて、胸が豊かだと判るが、その感触を確かめる暇ひまも無く、頬ほおすれすれを何かがかすめ、側そばにあった、古い民家の板いた塀べいに突き刺ささる。

　十メートルほど先の曲がり角で、小こ柄がらな影かげが身を翻ひるがえすのが視界の端はしっこに映った。

　標的である自分にちゃんとあたるかどうかを確かく認にんすらしない動きには無む駄だがなかった。

　追う隙すきを与える間もない動き。今から必死に追ってもおそらく間に合わない。

　剃刀かみそり…………それも古いＴ字剃刀の替かえ刃ば三枚を、鏃やじりである円えん錐すい型のコルクによじるような配置で差し込んだ矢だ。

　矢羽根はふざけたことにどこかのポイントカードを切って作られていた。

「あ、あのあのあの、ま、間墨君！」

　ずれた眼鏡のまま、腕うでの中の少女が少年を見上げた。

「大丈夫」

　そういいながら、隆太は立ち上がりつつ矢を引ひき抜いた。

　棄すてたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、上着のポケットに入れる。

「いや、大丈夫。ツバメが飛んできたのを石と勘かん違ちがいしちゃって」

　苦しい言い訳だが、少女は納得したようだ。

「さ、最近、物ぶつ騒そうだものねうん」

　眼鏡を直しながら、こくこくと真っ赤な顔をして頷く。

（…………ごめんね）

　知り合って間もない少女の身体を抱きしめたことと、自分の事件のとばっちりに巻き込むこと、両方の意味で少年は胸中で謝あやまる。

　咄嗟にポケットの中に落とし込んだ矢の意味は明白だ。

　警告である。

　手を出すな。

　お前がだれか知ってるぞ。

　この二種類の。

「そういえば最近ね、女子の剣けん道どう部員の子たちがランニングコースで胡こ椒しようの塊みたいなのをぶっつけられたんだって」

　しきりに眼鏡の位置を直しながら礼奈は話を振った…………「大丈夫、気にしてないし、嫌きらってもいませんよ」という意味なのだろう。

　それが嬉しくて、隆太は話を合わせる。

　兵士としての自分は隔離して、無意識レベルに押し込め、周囲を警けい戒かいさせながら、だ。

　少々難しい行為だが、兵隊だった頃ころは、準備をしながら、他愛たわいない会話を他の子供兵たちと声を押し殺ころしてしながら、警戒態勢を取ることは珍めずらしくなかった。

「ああ、近所の痴ち呆ほう症しようのお爺じいちゃんが忍にん者じやごっこしたっていう？」

「ううん。先週ぐらいの話のほう」

「へえ、そうなんだ」

　相づちを打ちながら矢の入ったポケット側に礼奈を立たせないように身体の位置を入いれ替える。

　自分のポケットが破れるのは構わないが、それで彼女に怪け我がでもさせたらそれこそ大変だ。

　同時に頭の中で事件を検けん索さくしてみる…………辛かろうじて思い出した。

「なんかね、不良みたいなひとたちが面おも白しろ半分でやったって」

「警察沙ざ汰たになったってあれ？」

　首を傾げる。

　さっきの無礼をどう謝ったらいいものか、という表情を読み取ったらしく、礼奈はにっこりと笑った。

「そう、それ…………保健の松まつ岡おか先生が通りがかってくれたんで、みんなすぐ治ち療りよう受けたから何でもなかったけど、嫌いやだよねえ」

　自分の不ぶ躾しつけを、少女は深く追つい及きゆうしないことで「気にしないで」と態度で示してくれている。

　直感で理解した…………こういう場合の「直感」は素直に信じることにしている。

　その優やさしさが有あり難がたい。

「ね？」

　うんと頷きながら、隆太はややもすると驚おどろくほど細くて小さな少女の身体の感触と、その体温を思い出しそうな自分にちょっと自己嫌けん悪おを覚えそうになった。
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　夜の闇やみに歌が流れる。




　再び、疑ぎ似じ記き憶おくの空間。

　五年ほど前「組織」に目をつけられた、派手で、美しく、やりがいの有った仕事の記き憶おくをつなぎ合わせた、それは予行演習シミユレーシヨン。

「画質」はそれ以後のものよりも荒あらいが、モチベーションをあげるには十分だ。







　ああ、神よ感謝します

　私の道を照らしてくれる神様、こんなにも素す敵てきな日をありがとう

　夜を感謝します

　安息と、微笑みが常に人の顔にありますように




　声は様々な人達の口から漏もれていた。

　太っているもの、痩やせているもの、美しいもの、醜みにくいもの。

　共通しているのはひとつだけ、彼かれらは皆みな、一人の「指揮者」によって同じ行為をしているということだけだ。

　この記憶を超こえる、もっと規模の大きな仕事をしてやるとそれは決めていた。

　思い出から構成された「リアルな妄もう想そう」に浸ひたるのを止やめ、それは本来の己に戻った。

　久々に「外出着」を手に入れはしたものの、それでも一日一回、二時間はこの薬液の中に浸らないとそれは肉体を維い持じ出来ない。

　彼あるいは彼女…………つまり「ヨカナーン」はそう決めていた。

　これまではひとりで何人かを刻んでは終わり、だったが、これが終われば当分は仕事が出来ない。

「ヨカナーン」の所属している組織は、一度仕事をしたメンバーを最低二年は休養させる。

　それに足る金をくれるから文句は言えないし、組織の用意したこの素敵な小道具のおかげで「ヨカナーン」はまた仕事の依頼が来れば、楽しむことが出来るのだから。

　最近、「保護料」の支し払はらいが滞とどこおっているが、それもこの仕事が終われば一気に払って黙らせることも出来るし、保護のグレードをもっと上げれば、次の仕事のサイクルはもっと短くなるだろう。

　切り刻めれば相手の肌はだの色が黄色だろうが、白だろうが黒だろうが構わなかった。

　ああ、楽しい。

「ヨカナーン」は安全な隠れ家がで声を上げる。

　未来は洋々と開けていた。

　今日、理事長側が雇ったらしい「猟りよう犬けん」を試ためしてみたが、大丈夫、大した奴やつじゃない。

　この私が本気を出せば勝てる相手。

　大した奴じゃない。

　なんてステキ。

　だって、大した奴じゃなければ殺せるんだもの、楽に。この「外出着」みたいに。

　自身の他には憐あわれな操あやつり人にん形ぎようになった者達以外、聞こえない声。

　楽しい、なんて楽しい。

　するりと皮ひ膚ふがふたつに分かれる瞬しゆん間かん、細い血管を、黄色みがかった脂し肪ぼう層そうを、ピンク色の筋肉を、腱けんを、裂さいていくあの感かん触しよく。切れ味が鈍にぶって、一瞬引き攣つれるのもまたいい。

　結果訪おとずれる「死」はそのオマケにしか過ぎない。

　殺したいワケじゃないんだよ？

「ヨカナーン」は呟つぶやく。

　私は切りたいだけなんだ。出来ればこんな風じゃなくて、じかに自分の手で。

　よく切れる剃刀が一番すきだけど、おろしたてのカッターの刃はでもいい。割れた直後のガラスだって最高。

　分厚い刃は嫌いだ。エッジの厚さが二ミリ以上の刃は物ものなんて、棍こん棒ぼうと同じ。骨を割るときにしか使えない。

　髪かみの毛けが縦に切れるぐらいの鋭するどさが無いと。

　ああ、ステキじゃないか。

　デコボコして、すぐに傷つき、経年劣れつ化かで荒あれ果はてていくタンパク質とコラーゲンで出来た表面の下に隠れている素敵なものが、その道具ひとつであらわになっていく。

　見えてくる。

　何もかもが。

　普ふ通つうに生きていたら、手術室以外でさらすコトなんて絶対にないものを。

　月の明かりだけならもっといいけど、蛍けい光こう灯とうの明かりも嫌いじゃない。白熱灯は血を乾かわかしてしまうから最低。

　ＬＥＤは、そういえば試してないな。

　指揮棒を振る指揮者のように、「ヨカナーン」は腕を振るう。

　全神経に接続された額の金属球を通し、それをコンマ十分の一以下の誤差で操り人形たちにフィードバックさせていく。

　操り人形の側から唯ゆい一いつフィードバックされるのは、目の前に繰り広ひろげさせられている光景と、その犠ぎ牲せい者しやの悲鳴のみ。

　だが、残念ながら本物ではない。

　今回伝わってくるのは以前のデータだ。

　それに今は真夜中。彼らはすべて夢の中に深く、あるいは浅く落ち込んでいる。

　だから憐れな操り人形達たちは悪夢にうめいたと思うだろう。

　でも、そうはいかない。

　やがて悪夢が三度目になったとき（四度目か、気分次第でもっと早くなるかも知れない）、彼らの手は本当の血で染まる。

　最初は猫ねこ、犬…………動物だ。

　その次から人になる。

　夢の中ではなく、覚かく醒せいした状態で殺すのはその次。

　今日まではまだ「操り人形サロメ」の数はひとりだが、明日には倍になる。

　運が良ければ、ナノマシンはさらにちゃんと仕事をしてくれるだろう。

　そして、一斉に「しあげ」をするのだ。

　今までとは違ちがい、日の光のあるうち、というのはちょっと趣おもむきに欠けると最初は思ったが、元々好きなことだ、結局はそれもまた「経験が無いから面白い」という結論になった。

　そして、素敵な事を思いついたのは三ヶ月前、この仕事を引き受けると決めたその翌日。

　我ながら素敵な冒険クエストを思いついたものだ。

　ああ、一度にひとりではなく複数を殺すという協奏曲ハーモニー！

　しかも複数の肉体を操って、だ。

　三人まで増やそうと、「ヨカナーン」は決めていた。

　そうすれば、「操り人形サロメ」一体につき、五人は殺せる。

　さてどうやってそれを一個ずつたっぷりと味わうのか。

　暗くら闇やみで、そっとメス代わりのサインペンを握り、時に強く、時に浅く、優しく。

「ヨカナーン」は切り刻む。

　今夜もいい出来だ…………まあ過去のデータの中から一番の傑けつ作さくをつかっているんだから無理もない。

　でもつまらないな。

　依頼者クライアントはまだこの「素す晴ばらしいもの」を晒さらしてはいけないというんだから。

　一斉に、でなければ意味が無いとか。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　私の芸術はそれだけで意味だ。理由だ。

　しかも直接手を下すことを我慢してやってるのに！

　でも、組織の意向には逆らってはいけない。

　これからも、安全な生活と技術で、自分を生かす稼か業ぎようをやらせてもらえるのだから、多少の我わが儘ままは聞いてもいいだろうしね。

　この仕事が終われば、この国では「有名」になりすぎてしばらく仕事はできないだろうから、その間、またヨーロッパや東南アジア、中東などに逃にげるルートと生活費の確保が必要だ。

「ヨカナーン」の名前が伝説になって、模も倣ほう犯が出てきてもおかしくないぐらいに古びる頃にまた戻ってくればいい。

　なに、この国の人間は情報の洪こう水ずいの中を漂ただよっているから、五年もすれば大丈夫。

　まあ、いい。今度は最初っから自分で、直接やってやるさ。

「ヨカナーン」は切る。斬きる。

　人の顔を、首を、肩かたを。

　でも、一カ所だけは残す。

　それがセオリー。

　それがアクセント。

　そして一つの作品にとってはピリオド。

　操り人形サロメたちにとっては夢の終わり。

　そう夢。

　私の作業は全すべて操り人形たちにとっては夢。

　夢。

　素敵な、真っ黒な、真っ赤で、紅あかい。

　虫食って腐くさったリンゴのように素敵な、そう、ボロボロの中身をさらけ出だしてどす黒くなった末期の、あるいは湧わいた蛆うじのおかげで表面が脈打つように錯さつ覚かくする雛ひなの死体のような。

　いいじゃないの。

　どうせみんな死ぬんだし。

　なら、私の役に立てばいいじゃない？

　くだらない人生が、最後だけは新聞記事とニュースになって、うまくいけば十年後、二十年後、本来の寿じゆ命みようよりも長く、人の記憶に残るかも知れないわけだし。

　しかも私は安全！

　なんて素晴らしい！




　絶望なんかしません

　だって私には神のご加護がある

　ああ、今日も私は励はげむのです

　神の御み国くにに近づくために




　同じ歌を合唱しながら「ヨカナーン」である過去の操り人形たちは、犠牲者を切り刻んでいた。

　ああ、楽しい、なんてたのしい。

　みんなでやるのも面白い。

「ヨカナーン」の意識の片かた隅すみでそれぞれの「彼ら」の怯おびえや悲鳴が聞こえたが、それはどうでもいいことだった。

　それすらも当人には甘かん美びな音楽。

　楽器が音楽を奏かなでれば、部品が擦すれるのは当たり前だ。

　弱い楽器は壊こわれればいい。人間は壊れたほうが良い音色を奏でてくれる。

　優ゆう秀しゆうな演奏家は、演奏に集中するものだから。







セグメント３　アたり前のコとじゃない
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　久々にその夢を見た。

　黄色や赤ではなく、白い、ぎらぎらした太陽の下、大きくて重いＡＫ47を構える。

　木の杭くいが四〇メートル先に立てられ、そこにアメリカの軍用食レーシヨンの空あき缶かんが置かれている。

　八歳さいの子供には四キロを超えるＡＫは、四倍以上の重さのダンベルのようなものだ。

　腕が震ふるえ、照準が定まらない。

　引き金を引いた。

　ロバの一いち撃げき、と表現する者もいるような、重くて鋭い一撃が肩に来て隆りゆう太たは泣きそうになった。

　だが、泣くわけにはいかない。

　昨日ＡＫの扱あつかいを教えられている隆太の横で、一発撃うって泣き出したアメリカ人の子供が顔が倍に腫はれ上あがるほどに殴なぐられているのを見た。

　銃じゆう弾だんは缶を飛ばさない。

　真っ黒い顔が罵ば声せいを浴びせた。

　両親といた頃、家の隣となりに住んでいた黒人の家族は、みな優しくて親切だったのに、同じ黒人でもここの人間達は隆太を罵ば倒とうし、殴り、蹴けった。

　同じように連れてこられた子供の中にはその際に打ち所が悪くて「それっきり」になった子もいた。

　怖こわい、と言って泣けば殴られ、踏ふみにじられた。

　両親は助けに来てくれない。

　この訓練キャンプに連れてこられたその夜に、ふたりの子供が目の前で「それっきり」になったのを見て、隆太はそのことを自覚した。

　敵だらけの場所でひとりぼっちのヒーロー。

　まだ当時は生きていた日本の祖父から送られてきたテレビのヒーローもののＤＶＤに、そんな話があったのを思い出す。

　延々とそんな話が続いていたのか、それとも一話こっきりだったのか、その時の隆太の記憶にはない。

　だが、あのヒーローのようにやらなければならないと思った。

　無表情に、ただ機械のごとく。

　そして、チャンスを待つのだ。

　隆太は銃じゆうを構えた。

　あの缶を落とさないと今日の食事はない。

　一発だと腹はら一いつ杯ぱい。三発以内だと山盛り、四発以上六発以内なら普通でおかわりはなし。それ以上はメシ抜き。

　ふかして潰つぶしたキャッサバと、コンソメスープだが、それでも食べられるだけごちそうだった。

　だから、頑張る。

　食べて、明日も生き延びて、そしていつか来るチャンスを待つ。

　その「チャンス」がいつ来るのか、少年には判わからないままに三年を過ごした。

　四年目のある日、自分を救いにあるＰＭＣがやってくる前日まで、少年はその「チャンス」を待つことになる。

　ゆっくりと落ち着いて、引き金を引く瞬間に息を止めてみる。

　二発目で、缶が飛んだ。

　日本語ではない言葉で、罵声のような讃さん辞じが飛んできた。

　それが嬉しくて、隆太は微笑む。

　兵士としてのマインドセットの第一歩が完かん了りようした証あかしだった。
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「…………」

　隆太はアパートの寝ね床どこで眼を開けた。

　もう秋が近いというのに、寝ね汗あせがびっしょりとＴシャツを濡ぬらしている。

　舌打ちしながら、隆太は枕まくら元もとの時計を見た。

　セットした時間まであと十分もある。

　そして寝直すには十分しかない。

　溜ため息いきをついて隆太は寝床から起き上がった。

　八畳じよう一間台所風ふ呂ろ付きで二万円の物件は掘ほり出し物ものだったが、四方が高層マンションな上に元倉庫だったので、窓は高い奴がひとつ、天てん井じよう近くにあるだけで、薄うす暗ぐらい。

　部屋は男子の部屋にしては綺き麗れいに片付けられていた。

　部屋の片隅にはＬ字形に机が並べられ、片方は学校の勉強などをするために、もう片方は造形用だ。

　百円ショップで購こう入にゆうしたテレビの回転台の上に、石粉粘土フアンドで作った棒と板を組み合わせたフィギュアの骨組みが、ハンダ付けに使われる「第三の手」と呼ばれるクリップ工具で立った状態で固定されて乾燥させられている。

　何を作ると決めているわけではないが、よく粘土造形の本で勧すすめられているように、針金を芯しんにするのと違い、芯までファンドで作ると大おお幅はばな手直しをしたりするときに楽だ。

　問題は、ファンドというやつはかなり高い。

　乾燥するとそれっきりだし。

　スカルピーという商品名でよく知られる樹じゆ脂し粘ねん土どのほうが焼いて硬こう化かさせない限りはいつまでも造形作業が出来て楽だと聞いているが、一個の値段がファンドの四個分以上するので、もしも「合わない」素材だったらと考えるとどうしても二の足を踏む。

（エポパテの時はひどかったもんなぁ）

　二千円も出して買ったその素材は、どうしても粘ねばり気けが強すぎて隆太の造形のリズムには合わなかったし、ファンドと違って一度硬化すると百円ショップのダイヤモンドヤスリをすぐにダメにするぐらいのものになってしまう。

　四日分の昼食代が無駄になったと判ったときはさすがに一日落ち込みそうになった。

　一ヶ月の食費が三万のところを二万に削けずってオタク趣しゆ味みをやりくりしている身としては二千円は大金とは言わないが「痛い」金額である。

　メディア研究会のみならず、美術部でも造形…………それもフィギュア系をやってる人間は滅めつ多たに居ないから、こういう場合、学校以外の人間関係がない隆太はこういう方面では辛つらい。

　ふと、視界に　昨日、礼れい奈なに借りた絵本の表紙が目に入る。

　家に帰ってから、ざっと目を通そうと思いつつ、妙みように浮うわついた気分と、「矢」というシリアスな武器で襲おそわれた現実に対するシリアスな気分がない交ぜになって、ついに手を付けないままだった。

（今日ぐらいには読まないとナア…………そういえば、天あま沢ざわさんは造形にスカルピー使ってるとか言ってたな）

　昨日、帰かえり際ぎわの会話でそんな話をしていたのを思い出す。

　ちょうど改札にさしかかったのでその話題は大して発展しないままに切り上げてしまったのだが。

　今度頼たのんで少し弄いじらせて貰もらおうか、とか考えつつ、寝汗を吸ったＴシャツを脱ぬぐ。

　オタクという言葉のイメージからは一番遠い、しなやかな筋肉を持った身体が現れる。

　そのままシャワーを軽く浴びて汗あせを流し、服を着き替がえる。

　本体を圧あつ迫ぱくすると外れるアームバンドを腕の上じよう膊はく部にはめ、そこに昨日持って帰ってきたコルト・ポケットを差し込む。

　これで、いざという時は手首を腰かどこかにたたきつけるだけで少し大きめのシャツの袖そでを通ってコルトが掌てのひらに滑すべり出でてくる筈はずだ。

　昨日の「矢」の一件がなければ、こんなことするつもりは無かったが、相手が通学路で本格的に襲ってくるとき、クラスメイトを巻まき添ぞえにしないためにも早く相手を制圧（または威い圧あつ）する必要がある。

　昨日の行こう為いを見ても、どうやら話し合いや取引が成立する相手では無さそうだし。

　いつものように冷蔵庫からショウガのチューブと昨日のティーパックを取り出して薄うすいショウガ紅茶を作った。

　ついでに一枚だけ残っていたぱさぱさの食パンを囓かじる。

　薄まったアールグレイをかき回し、マグカップの中をショウガが舞まっているうちにぐいっと一気に飲み干して食パンを流し込む。

　毎朝の食事なんてこんなものだ。

　両親が生きていた頃の温かい味み噌そ汁しるや目玉焼きなどの料理は、もう過去のものでしかないし、それにも慣れていた。

　軍隊にいたころよりはそれでもマシ…………あの頃は、行軍でも無い限り子供兵に朝食は与あたえられなかった（場合によっては昼食も）。

　あとは学校に向かうだけだ。
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　ドアを開けると、昨日引き合わされたライオンではなく、緑のカエルがちょこねんと、両手両足をそろえてしゃがむように座すわっていた。

　マヌケにぱっくり開いた口からはもちろん、金きん髪ぱつの美少女の顔が覗のぞいている。

　華はな子こである。

「げろげーろ」

　無表情、無感動でこういう事を言われると、さて、人はどういう対応をするべきか。

「…………」

　二秒ほど黙だまると、何か文句を言われるかと思ったが、次に出た華子の言葉は「おはよう」というごくごく一いつ般ぱん的てきなものであった。

　さらにすぐ立ち上がって「待っていたわ」と業務モードに入る。

（…………どうもよく判らない人だな）

　独特のユーモアなのかも知れないが、隆太には今二つほど理解できない。

　それはともかく。

　華子が命じた最初の仕事は、朝、学校に来てただひたすら生徒達たちの顔を見るということだった。

　ナノマシンが活動を開始すると、脳は一種の過入力状態になる。

　今回の「敵」が四六時中電波を発して「操り人形」を動かしてるかどうかに関係なく、接続状態が続くため、ナノマシンが体内に存在する人物は頭痛を感じたり、体調が崩くずれたような状態になるらしい。

　やがて、ナノマシンが脳に定着し、安定すると一種の人格障害と似た状態になり、いきなりスイッチングで人格が切きり替わるだけでむしろストレスが無くなる。

　…………というのが華子の説明であった。

　どうやって調べたのか、それが正しいのか、隆太には判らない。

　だが、ワトソン役…………というか猟犬役としては手た綱づなを握った猟りよう師しの言うことを信じなければ始まらない。

　さすがに、週番でもない隆太が校門の近くに立っているわけにはいかないから、不ふ審しん者しや用の監かん視しカメラの映像を、華子の居いる「部室」で早くからチェックするのである。

　おかしな様子、顔色の学生を見つけるとマウスでクリック、画像を保存して、後で生徒名めい簿ぼと付き合わせる。

（この子も…………なのかな？）

　考えてみれば親しい友人以外の顔色や健康状態なんて気にしたことの無かった隆太としては、少々戸惑い気味である。

　幸い、千人いる生徒達の名簿はデータベース化されており、犯罪者検索などで使われる顔照合用のソフトもすでにインストールされているから、そこからリストを作る。

　巨きよ大だいな机の対面に座った華子もまた、もう一台のパソコンで、こちらは学園内をモニターしていた。

　こちらは廊下。

　無表情に、緑色のカエルの着ぐるみを着け、間ま抜ぬけに開いた口から顔だけだした格好の少女は、モニターを見つめながらかちかちとマウスを操る。

　隆太と違い、あっちのパソコンには顔照合ソフトが常じよう駐ちゆうしているらしく、時折画面の片隅を見たり、また視線を戻もどしたりしている。

「何ぼうっとしてるの、見み逃のがさないで」

「あ、はいっ」

　慌あわてて隆太は本来の業務に集中することにした。
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「え？　身体検査？」

　礼奈は教室でクラスメイトの言葉に驚いた。

「この前やらなかったっけ？」

　第一、抜き打うちの身体検査なんて聞いたことが無い。

「身体検査じゃなくて、正確には血液検査らしいけどね」

「なんでまた？」

「さあ」

　言い出したクラスメイトは「情報源」のほうを見やる。

「まあ、小耳に挟はさんだ程度なんだけどさ」

　斉さい藤とう真ま中なかは、腰に手をあてて溜息をついた。

「なんか、どっかで伝でん染せん病びようが出たらしくって、うちの学校まで感かん染せんルートが来てないか調べるんだって…………判ってたらこの前買ったばかりのショーツ、穿はいてきたんだけどなあ」

　男子には聞こえない程度の声でボヤく。

「で、伝染病？」

「そ、タチの悪い熱病だってさ……なんとか熱とかいってたけど」

　クラス委員の真中はこういうコトに関する耳は早いがディティールがどうしてもいい加減になるのが難点だ。

「えーと、あのつまりその、アウトブレイクとかバイオハザードとか？」

　礼奈は青くなった。

「あ、礼奈、ひょっとしてアレ？　今体中の穴という穴からびしゅーびしゅーなにやら吹ふき出しながらのたうつとか考えてた？」

　にやりと真中が笑う。

「あ、いや、そ、そればかりじゃないけど、ほら、デング熱とかエボラ出血熱とか、赤死病の仮面とか、何かガスマスクした人が背中に火か炎えん放射器担かついでやってきて『ヒィーハァー消毒だぜーえっ！』ってやってくるような…………そ、そんなこと、ないよね？」

　眼鏡めがねを直しながら、礼奈は自分の妄想が妄想であることを確かめるように親友に尋たずねる。

「最近、何の映画見たのよ？」

　妙な妄想たくましい友人に、真中は苦く笑しようを浮うかべた。
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　朝のチェック作業が終わってから、隆太はカエルの着ぐるみを着けた少女に、「矢」の一件を話した。

　ジップロックに入った矢を取り出すと、少女は図書室の奥おくへと引っ込み、小さな鞄かばんを手に戻ってきた。

　開けると、それには掌大の指し紋もんスキャナと、テレビドラマで見る指紋採集キットで、紫し檀たんの机の上に置いたノートパソコンに掌が収まる四角い機械をＵＳＢポートで繋つなぐ。

「スキャナの上に手を置いて」

　言われるままにすると光がざっと隆太の掌を走査し、ノートパソコンの画面に彼の指紋を映し出す。

　さらに採集キットからパウダー状のアルミニウム粉末を羽う毛もうを使って振りかけ、拭ぬぐっていく。

　いくつかの指紋が現れると、それをスキャナにおいて再スキャンする。

　指紋のサンプルと、隆太の指紋の照合が始まったが、すぐに終わった。

「どうやら、指紋は付着してないみたいね」

「ですか」

　さらに華子は、鞄の中から太い万年筆の先に小さなレンズを付けたような機械をＵＳＢでまた繋いだ。

　簡易式のファイバースコープらしく、それで「矢」のあちこちを大写しに見て回る。

「圧あつ搾さく空気で射出したのね、多分……これ自体から考えると射程距きよ離りは十メートル……何か気づいたことは？」

「多分、相手の身長は一六〇センチ前後、おそらく女性で、矢を射出したのは多分、圧搾空気じゃなくてスリングショットです」

「根こん拠きよは？」

「走り去っていくときの足音が女性特有のつま先から入る内うち股またでした。影かげしか見えませんでしたが通りながら確かく認にんしたところ、あの影の高さから考えられる身長はそれぐらいです。圧搾空気じゃない証しよう拠こは矢羽根の後ろにある歪ゆがみと、最初に抜いたとき、矢羽根のほうからかすかに当て革かわの匂においがしてました」

「…………不公平だわ」

　ちょっと少女が苦い顔になった。

　怒おこった顔のほうが、無表情よりは可愛かわいいことに気づく。

「情報というカードを伏ふせられたんじゃ、推測が間ま違ちがうのは当然だもの」

「失礼しました」

　少しだけ愉ゆ快かいな気分で、それを表に出さず、少年は素す直なおに謝罪した。

「で、彼女が『敵』だと思う？」

「判りません。相手のナノマシンとやらがどれくらいの性能なのかも僕ぼくは知りませんから」

「そうね…………こちらもカードを伏せていたわ」

　そして少女は最新の分析の結果、『ヨカナーン』のナノマシンの効果が出るまで投とう与よされてから三日、効果は約二週間と告げた。

　検死報告書には「操り人形」の全てに軽度、重度にかかわらず、筋断だん裂れつなどの「筋肉の酷こく使し」の跡あとが見られることから、能力的には通常の三倍程度の筋力と反応速度の倍加が与あたえられるだけだろう、とも。

「で、どう思う？」

「多分、操り人形のほうでしょうね」

　襲しゆう撃げき者しやの正体を隆太は口にした。

「どうもそんな気がします。ナノマシンをつかって人を操ってでも人殺しをしたい性格破は綻たん者ってことは、逆を言えば臆おく病びよう者もので、戦略的な意味での『ケチ』です。操り人形をとおしてしか人殺しが出来ない、ってことだと思います」

「同感ね」

　頷うなずく少女。これでライオンの着ぐるみがなければその優ゆう雅がな動きに隆太は見とれていたかも知れない。

「ところでもう一枚、カードを伏せてましたよね？」

「何かしら？」

「僕の過去が漏れてる、ってことです」

「それはこちらも予想してなかったわ。まさか可能性が少しでもある相手を片かたっ端ぱしからつぶしにかかるとは思わなかったから」

「…………」

　本当かどうかは不明だが、疑ってかかるとキリがない。

「とりあえず、しばらくは生徒を理事長室に呼ばないようにしてください」

「言っておくわ」

「で、明日も、ですか？」

「ええ。でも明日からは今日のように朝早くからする必要はないわ」

「？」

「昨日、都内のある病院でとても珍しい病気の感染者が出たの。その人物は、この学校の生徒が出入りしている駅で、ラッシュアワーの電車に乗り合わせた可能性があって、今その電車を使う学校の生徒達は片っ端から血液検査を受けることになっているわ」

「…………随ずい分ぶんと大がかりですね。でも、それだと血液検査の結果待ちになるから、結局しばらくは続けないといけないんじゃ？」

「その時、消毒用のライトで生徒達全員の身体を照らすわ。実際には紫し外がい線せんじゃなくて特定の電磁波によるナノマシンの破は壊かい」

「なるほど、そっちが本命ですか」

　隆太が言うと、少女はこっくりと頷いた。

「あとは今日の欠席者だけど、こちらは保健所の方から同じ機械を持った人間がいくわ」

「保健所まで抱だき込んでるんですか？」

　事件がまだ表おもて沙ざ汰たになっていない理由に、理事長の警察、及びそれにからむ政治関係への影えい響きよう力りよく、というものも関かん与よしているだろうと予測はしていたが、保健所までは想定の外にあった。

「いいえ、保健所の『方角』から行くようにした人達よ。日本語は便利ね」

　にこりともしないで着ぐるみ少女は消火器詐さ欺ぎがよく使う言い訳を口にした。

「…………」

　場合によっては犯罪者になるだろうと覚かく悟ごはしていたが、もうすでに犯罪者になっているかもしれない、と隆太は思った。




☆




　何が起こったのかを理解して「ヨカナーン」は危あやうく自分の変装を引ひき裂いてその場に叩たたきつけそうになり、辛かろうじて少ない自制心を動員した。

　使われていない旧体育倉庫まで引き返し、うち捨てられたままになっていた段ボール箱を蹴り飛とばし、踏みつけ、殴りつけ…………ようとして止めた。

　手が傷ついては存分に「切る」ことが出来ないし、「ヨカナーン」は自分の痛みが嫌いだった。

　だが、破は壊かい行こう為いは「ヨカナーン」の感情の爆ばく発はつを多少なりとも解消してくれて、理性が次の手を如何いかに有効にするかを思いついていた。

「そうよ、やりかえしてやればいいのよ、倍返しでね」

　にやりと、「ヨカナーン」は呟いた。

　ポケットに手を入れる。

　ちまちました指がつまみ出したのは、小さな赤い半はん透とう明めいのカプセルだ。

　最近流行のゲル状薬物の詰つまったような硬こう質しつゼリーのカプセルの中身はナノマシンだ。

　例の薬液のシリンダー内で採取した「ヨカナーン」の体内を増ぞう殖しよくし、流れ続けているものを加工して「乾死」しないようにしたものである。

　最低一〇ＣＣの、水などの水分に溶とかしてしまえば、飲んでも、血管注射でも人間ひとりを操ることが出来るのだ。

　残念な事に、加工した状態でも二十四時間しか持たず、生産加工の難しさ（あまり作りすぎると体内のナノマシンを取り尽つくす可能性がある）から三日で一個が限度だが、逆に言えば三日でひとり、下げ僕ぼくを増やせる。

　あとひとりぐらいは増やせるだろう。

　それで十分だった。

　一いつ斉せいに、大量に「切る」ことが出来ないのは残念だが、なに、それは時間内の数を競きそえばいいのだ。

　優秀な「ゲーム」のプレイヤーは状じよう況きようそのものの変化を楽しむ。

　そして、相手に対し、痛つう烈れつかつ決定的な一打を、形を変えて与えてやるのだ。




☆




　全校生徒が受けているというのに自分だけしらばっくれるわけにもいかない。

　隆太もまた、他ほかの生徒と一いつ緒しよに校庭に設置されたテントに男女に分かれて並び、チェックとナノマシン破壊用の電磁パルスを受ける。

（ひょっとしたらあの人は、俺おれも含ふくめてナノマシン投与の可能性を考えているのかもなぁ）

　受けてからそんな考えが浮かんだ。

　考えすぎ、と自分を笑う気にはならなかった。

　どうにもあの華子という少女は普通ではない。

　着ぐるみの格好はともかく、あの思考回路は兵隊……いや、将校のそれだ。

　さしずめ情報将校というところか。

　アフリカで、そんな名めい称しようの男に会った記憶がよぎる。

　ロシア系の人物で、白い砂さ漠ばくの中でさえ黒い背広を着こなしていた。

　いつもは軽けい薄はくにケラケラ笑って人を殴るような古参の兵士のひとりが、彼を見て顔をこわばらせ、今にも手にしたＡＫを発はつ砲ぽうしそうに握にぎりしめていたのをよく覚えている。

　幸いにも、隆太はその情報将校に直接関かかわったわけではなく、所属していたゲリラの支し援えん者しやとして護衛しているだけだったが、世界の全てを見下しているような、とか可愛らしい感情があるのではなく、ただ何もかもを「駒こま」としてみている、異次元の生き物のような眼だった。

　アレに比べればまだ華子は感情がある部類かも知れないが、それでも似た部分があるのは間違いない。

　多分、どちらも自分すら機械の一部と認にん識しきしている、という部分。

　ぼんやり思いながら、教室に帰ろうとすると、クラスメイトのひとりが声をかけてきた。

　ころころに太った、蓮はす岡おか浩こう三ぞうだ。

　メディ研の四割を占しめる「ほぼ幽ゆう霊れい部員」であるが、一年の別クラスの頃から妙に隆太とは馬が合い、互たがいにＤＶＤや本の貸し借りをするのが当たり前の仲である。

「よう、隆太、ＤＶＤ持ってきたぞー」

　言われて、そういえばまだ世界が平へい穏おん無ぶ事じだった三日前、彼が購入したＤＶＤを借りたいと頼んだことを思い出す。

「あ、本当？　ありがとう、最近借りようと思ったんだけどどこもレンタル版までもう無くなってて困ってたんだ」

「今度パート２やるから、それでいったん市場から引き上げてるんだよ、２に合わせて新装版、２がＤＶＤになるときは抱き合あわせでツインパックになるっていういつものやり方だわな」

「まったく、それも半年たったら廉れん価か版ばん、二年ぐらいしたらきっと『なんとかエディション』とかつけて豪ごう華か版ばんが出るんだろうなあ」

　相づちをうちながら、隆太は腕うでに装着したコルトの重みを一いつ瞬しゆん忘れて、いつものオタク話に胸を弾はずませた。

　そうだ、ここはアフリカじゃない。

　俺も子供兵じゃない。ただの高校生だ…………少なくとも今は。

「でも金に余よ裕ゆうがあれば買うんだろ？」

「当然じゃないか」

　いうと、浩三は肩をすくめた。

「俺が言うのもアレだけどさ、ほーんと、隆太ってさ、ガンアクション物好きなのな」

「まあね」

　苦笑に見えないようににっこり笑いながら間ま墨すみ隆太は笑った。

「しかもダメダメガンアクションとか、どーしてみてられるかね？　この前のアレとかさ」

　友達は、彼がこの前、アルバイトの金でしこたま買い込んだハリウッド直輸入のダメダメガンアクション映画のＤＶＤのことを冷やかす。

「いいじゃないか、格かつ好こいいよ、一子相伝の拳けん銃じゆう使いで、秘密の暗殺組織の正義のヒーローなんてさ」

「リアルじゃないだろー？　撃つときに手首曲げたら弾たまが曲がるんだぜ？」

「リアルじゃないからいいんだよ」

　無限に飛び交かい、主役には決して当たらない銃弾、美男と美女、敵は悪く、必ず倒たおされて…………主人公はともかく、そのセカイはハッピーになって終わる。

　リアルなんか要いらない。

　そんな物は腐るほど見た…………いや、その中に頭の天てつ辺ぺんまでどっぷりと漬つけ込まれた人生を、隆太は送っていたのだ。

「そのくせガスガンとか嫌きらいだよな」

「いや、ＤＶＤでお金無いからさぁ」

　あはは、と少年は笑う。

「安い奴なら持ってるよ」

「いいのか？　漫まん画が描かくのには要るんだろ？」

「まあ、ほら、部室にもあるし…………それに立体から線拾うの、結構苦手なんだよねー」

「えー。今あるのって先せん輩ぱい達たちが残した奴だろ？　今時ＡＫ47とかＭ16とか流行はやらないって……やっぱＧ36とか、ＦＮ２０００とかさぁ」

「まだ正式採用どころか、撃ってる映像だってそんなに出てない銃じゃないか。マルイだって未いまだ出してないよ」

　と少年は笑う。

　ＡＫは未だに紛ふん争そう地帯では有力な銃だ。

　あの重い金属の塊かたまりを、乾いた泥どろを振ふりまきながらも作動するタフさを、子供の肩を遠えん慮りよ無く蹴り飛ばすロバの足のような反動を、隆太は全て覚えている。

　不意に腕につけた小さな銃が、一トントラックのように重く思えた。

　そして、今、自分はアフリカから遠く離はなれたこの平和な国で、その縁ふちギリギリに再び立っていることを思い出したのだ。




☆




「でさ、でさ？」

　一時限目と二時限目が潰れたのは良いが、血を採られた上に、金属探知機みたいな機械で体中を撫なでるように探さぐられた不快感に、女生徒達が口々に不満を言う中、スポーツブラにショーツという、下着姿の斉藤真中が性しよう懲こりもなく、制服を脱ぎかけた礼奈の背中を突つっついた。

　ちなみに午前中最後の授業である次の時間は体育なので、全員女子更こう衣い室しつでお着き替がえ中である。

「もう、この前見た映画からの連想ネタは終わったからいーの」

　ぷうっとふくれる礼奈に、「いやいや違うって」と真中はにやりと笑えみを深くした。

「どこが好きになったわけ？　間墨君の？」

「又またその話？　ノーコメント、知らない、知らないって」

　いいながら礼奈は制服を脱ぎ、体育着の上着を着け、スカートをつけたまま、スパッツに両足を通す。

　この前よりもサイズが小さく感じられて顔をしかめた……ダイエットは世界の少女にとって永遠のテーマである。

「まま、そう言わずに」

　と、真中はさも大金が詰まっているかのような手つきで、缶のホットティーを少女に差し出した。

「お代官様、まずは一いつ杯ぱい」

「もー、誤ご魔ま化かされないんだからね」

　ぶすっとしながらも、「ついでにおケーキなどは？」とか言われて、近くの商店街の名物ふんわりしっとりパリパリな「特製・ぬこエクレール」限定品一日五十個のうち二つが収まった紙かみ袋ぶくろをどこからともなく取り出されてしまうと、下半身を包つつむスパッツの感触は何処どこへやら、甘あまい物好きとしてはちと弱い。

「でも、いつ買ってきたの？」

「検査の合間。どうせ二時限目も潰れる、って判ってたからねー」

　どこかのんびりした自分と違い、目め端はしの利きく真中の決断力に、礼奈は少々感心、少々呆あきれたが、

「…………」

　黙って紙袋を手に取る。

「はい、取引成立！」

　真中がにっこりと笑った。

　どうにもこの体育会系ノリの幼なじみには敵かなわない。

　観念して……というよりも限定五十個のエクレールの魔ま力りよくに負けて、少女はぽつりと言った。

「…………凄すごかったの」

　ぽつねん、と礼奈は言った。

「夏休みの課題で間墨くんが提出したあのフィギュア……まるで生きてるみたいで。それまで間墨君って何もしてない人だって思ってたから」

「へえ」

「私、自分でも作るから……間墨君、凄いなあって思ったの。あのフィギュア、まるで歩き出しそうな感じで」

「そうだったかしら？」

　映画を観みる一いつ辺ぺん倒とうで、あまり造形とかには興味のない真中が思い出そうと視線を宙に彷徨さまよわせると、礼奈はぐっと拳こぶしを握って力説した。
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「うん、凄かったの！　たなびいてる服とか、ターバンの端はしっことか、風に向かって叫さけんでる表情とか……どうしてこんなものが作れるんだろう、って思って、その、部室にいるときとか、教室にいるときとか見てたら……」

「だんだん気になってきたんだ？」

　こっくり、と礼奈は頷いた。

「その、間墨君、優やさしいし、人の話聞いてくれるし、背が高くって格好いいけど、それを鼻にかけたりしないし」

「まあ、確かに背はあるけど、格好いいとは……」

「真中ちゃんはちゃんと間墨君見てないからそう言うの！」

　さっきまで恥はずかしがって喋しやべりたがらなかった人物とは思えないほど、礼奈は拳を握って力説する。

「眼とか優しいし、手だって大きいけど細くて繊せん細さいだし…………」

「まあ、詰まるところ眼と手が好き、ってことね」

　にやり、と真中は笑った。

　どうやら先ほどまでの無神経な言葉は誘さそい水みずだったらしい。

「熱いわねえ」

「…………」

　真っ赤になって礼奈は黙り込んだ。

　その間に、真中はてきぱきと体育着に着替える。

「大だい丈じよう夫ぶ、応おう援えんしてあげるよ」

　ぽん、と真中は肩かたを叩いた。

「そういえば、真中ちゃんはどうなのよ？」

　辛うじて礼奈が逆ぎやく襲しゆうのチャンスをうかがうひと言を口にした。

「最近、例の人にアレするとか言ってたじゃない」

　ここで「告白」とかちゃんと言えないところが礼奈のいじられキャラたる所以ゆえんなのだが、それでもけなげな一撃に、真中は一瞬表情を硬かたくしたが、

「ま、まあ、その辺はもう少し待っててよ」

　にっこりと微笑ほほえむ。

「絶対、結果報告はするからさ」

「…………ズルイ」

　ぷうっと礼奈はまたふくれた。

「まぁたふくれるぅ。ふくらむのは胸だけでいーでしょーが」

　むにゅる。

　真中はそう言うと背後から無防備になっていた礼奈の胸をすくい上げるようにしてやわやわと握った。

「ひゃううっんっ！」

　可愛らしい声をあげてのけぞる礼奈が反はん撃げきするよりも早く、真中はからから笑ってかけだしていった。

「もう、真中ちゃんったらっ！」

　真っ赤になった礼奈の声だけが後を追う。
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「結局、今日学校を休んでいた生徒は五名、そのうち、ふたりが自主休校、全員が結局自宅で検査を受けたわ」

　今日の『検けん疫えき』結果を華子はそう告げた。

　ちなみに、隆太が部屋を離れた隙すきに着替えたらしく、今は雪だるまの着ぐるみである。

　格好に合わせたのか、何故なぜかノートパソコンのＭＰ３プレイヤーからはフランク・シナトラの「ホワイト・クリスマス」と「レット・イット・スノウ・レット・イット・スノウ！」がループで流れ続けていた。

「じゃあ、全校生徒真っ白、ってことですか？」

「とりあえず今日一日は多分、ね」

　今回の着ぐるみは雪だるまと言っても、バケツを被かぶって胸の部分がある三段型の海外版ではなく、大小二つの球体を重ねた日本式だ。

　胴どう体たいからは身体にぴっちりした黒いタイツに包まれた細い腕と真っ赤なフェルト地で出来た、ミトンのような大きいグローブをはめた手、底の部分からは小さな足がちらちら見えた。

　足は素す足あしではなく、タイツらしい布地に真っ赤なスリッパというまた可愛らしいもの。

　こういう着ぐるみだと椅い子すに腰こし掛かけると「くにゃ」と下半分が折れ曲がってちょっと痛々しいが、それを気にしているのか、華子は椅子に座らずに会話をしている。

「家に帰った後は判らない。でもこれで明日からの観察データが意味を持ってくるわ」

「なるほど」

　昨日と今日のデータを突き合わせ、再び体調が悪そうな人間をピックアップすれば、それが「操あやつり人にん形ぎよう」としての確率が高い…………だけではなく、交友関係が重なっている人間がいれば、そこに「敵」の痕こん跡せきが残っている可能性がある。

「ところで、ひとつ聞いてもいいですか？」

　どうやら、今日は業務終しゆう了りようということになるらしいと気づいて隆太は自分の好こう奇き心しんを満足させようと口を開いた。

　これぐらいは多分、大丈夫だろうという計算もある。

「その着ぐるみ、ローテーションなんですか？」

　二秒ほど、間が空いた。

「あ、いえ、すいません」

　自分の目測が間違っていたと思って隆太は手を振って話題を打ち消そうとした。

「プライベートに…………」

　と言いかけたあたりで、意外にも華子の返事があった。

「他にも替かえはあるわよ」

　と、華子は踵きびすを返し、よちよちと頼たよりなげな足取りで「部室」の壁かべの一部に手をかけた。

　本ほん棚だなも絵もないその壁はそうすると音もなく開いた。

「…………」

　隆太は声もない。

　そこにはずらりと着ぐるみが並んでいた。

「ひょっとして、ココに住んでいるんですか？」

「そうよ。仕事が終わるまではね。ベッドはそこにあるわ」

　もこもこした手が指さした本棚の陰かげに、言われて見れば米軍が担たん架かとしても使う簡易ベッドが折りたたまれているのが見えた。

「そうだったんですか……」

　なるほど、着ぐるみを着けた少女の目もく撃げき話が生徒達の間に無いのは道理だった。

　彼かの女じよはおそらくここから出ていない。

　ひょっとしたら、この図書室が出来たと同時に存在する備品じゃないのか、という馬ば鹿かな考えが脳のう裏りに浮かび、それを打ち消すために隆太は再び壁の中のクローゼットに目を転じた。

　ひとつとして同じ着ぐるみはなかった。

　子こ豚ぶた、牛、熊くま、犬（垂れ耳と立ち耳）、鯨くじら、タコ、イカ…………までは判るとして。

「えーと、それは？」

　どう見ても、南米で神と崇あがめられてそうなコンドルっぽい何かとか、家か畜ちくを襲おそって血を吸いそうな奴やつとか、黒い棘とげが背中から生えているうえにあちこちから妙な触しよく手しゆが伸のびているものや、煉れん瓦がの塊のようなもの、あげく、鍵かぎのかかった本と星の導きで浮ふ上じようしてきそうな城みたいな奴まである。

「これはケツアルコアトル、こっちがチュパカブラ、あっちにあるのはルルイエ」

「…………」

　もはやなんだか判らないものまで着ぐるみにしているらしい。

「その潜せん水すい服ふくみたいなのは何ですか？」

　頭に鉄の金きん魚ぎよ鉢ばちを被ったようなずんぐりむっくりの着ぐるみを指さすと、即そく答とうが返ってきた。

「潜水服の着ぐるみよ」

　心なしか、少女は誇ほこらしげであった。

「…………」

　会話を繋ぐ意志がちょっと揺ゆらぎ、何か思いつかないかな、と思って隆太はその潜水服の着ぐるみの隣となりにある、肩にふたつの犬の頭がある黒い犬…………多分、ギリシャ神話に出てくる地獄の番犬ケルベロスの着ぐるみだろう…………を手に取る隆太だが、妙な手て触ざわりを感じた。

　中に何か入っている。
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　妙に全体が重たかった。

「その隣にあるのが『紅あかい眼鏡』版プロテクトギアの着ぐるみ。オリジナルの鎧よろいらしさを崩さずに、着ぐるみのラインに落とし込むのに苦労したわ」

「あの」

　その言葉によってある事実に思い至り、隆太は呆ぼう然ぜんと少女へ振り向むいた。

「ひょっとして、ここにある着ぐるみは全部」

「私が自作したの」

　どうやら誇らしげだと思ったのは隆太の錯さつ覚かくではないらしい。

「…………なんとまあ」

　突とつ然ぜん展開した意外な光景に、少年は思わず呟つぶやいた。

「素す晴ばらしいというか、何というか……もう少しまともな服を作ればいいのに」

　しまった、と思ったときは遅おそかった。

　アフリカの戦場で弾だん丸がんをかいくぐり、爆ばく弾だんをふらされてもなおそれを避よけることの出来た少年は、今、ふとした気のゆるみと、混乱した脳のコントロール不良によるツケとして、核かく爆ばく弾だんの信管を踏ふみつけたことを知った。

　世の中には常識に照らし合わせて言うべき言葉と、言ってはいけない言葉がある。

　着ぐるみに対してポリシーがあるらしい少女に向かって、「まともな服を作れば」という言葉は禁句に間違いない。

　それはガンマニアに「鉄てつ砲ぽうのオモチャなんかで遊んでないで」とかアニメファンに「アニメばかり見てないで」というのに等しい行為だ。

　同じオタクに身を置く立場としては絶対に口にしてはならない言葉なのである。

　秋口らしく心地ここちよい涼すずしさだった部屋の温度が一気に氷点下に下がる。

「あ、いえ、あの、す、すみませんっ！　し、失言でしたっ、失礼します！」

　頭をペコペコ下げて、隆太は隠かくされた図書室を後にした。

　恐おそろしくて、華子の顔を見ることが出来なかったのは言うまでもない。




☆




　罪悪感と焦しよう燥そう感、それと自己嫌けん悪お。

　必死になって図書室から駆かけだしたものの、いろいろな感情が隆太の背中と胸の内にのしかかってきた。

「なんであんなコト言っちゃったんだろうなあ」

　気が緩ゆるんでいた、としか言いようがない。

　思いがけず、少女が見せてくれた己おのれの秘密…………それまで情報将校のように苛か烈れつ冷れい酷こくだとばかり思っていた相手だけにそのギャップが凄すぎた。

　更さらにそれを自作している、という奇き妙みような親近感が少年の脳を一瞬、オタク仲間同士の気の置けない会話モードに変へん更こうしていた、とか理由はいくらでも後付けできた。

　だが、口から飛び出した言葉が戻ってくるわけではないし、相手の記き憶おくが消えるわけでもない。

　どうやって謝罪したらいいものか、それ以上に許しを得られるだろうか。

　とぼとぼと帰り道を歩くと、声をかけられた。

　天沢礼奈と、斉藤真中が並んでいた。

　礼奈は恥ずかしそうに下を向き、真中がにやりと笑ってこちらへ目配せすると、その肩を押おし出だす。

「あ、あの、間墨…………くん、よ、良ければ一緒に駅まで」

「あ、う…………うん、いいよ、天沢さん」

「じゃ、あたしは逆方向に用事があるからこの辺で」

　うふふふ、と手で口元を覆おおうわざとらしい笑い方を残して、真中は逆方向に向かって歩き出す。

　まるでデートのお膳ぜん立だてだ。

　そう気づいたとき、妙に隆太は胸が騒さわぐのを感じた。

　いや、まるで、じゃない。

　これはデートのお膳立てをされてしまったのだ。




　誰だれが？




　なんとまあ、驚おどろいたことにこの自分が。




（…………え？）

　一瞬、呆然となりかけた少年の耳に、必死な少女の声が流れ込む。

「ま、真中ったら変な気をつかってくれるから…………そ、その」

「い、いや、僕としては有あり難がたいというか、いやあの、えーと」

　どうも今日はさっきの華子への発言といい、自分の脳のタガが外れているらしいと隆太は思う。

「ご、ごめん、絵本、まだ読んでないんだ…………今日、帰ったら読むから、ごめん」

　まず最初に気になることを謝あやまっておく。

「あ、うん……で、でもそんなに急ぐこと、ないよ、あ、でもあんまり遅くても困るかな……あはは」

「と、とにかくイメージを掴つかむためにも頑がん張ばって今日で全部読むから」

「えーと、あの、あ、明後日まででいいから、ね？」

「あ、そ、そうだね、あははは」

　何がおかしいのやら、ふたりは句読点代わりに笑いあった。

（ナノマシン破壊用の電磁パルスが脳までやってしまったのかもしれないな）

　皮肉屋の自分が脳の片かた隅すみで呟くのを振り払はらって、

「きょ、今日はいきなりラッキーだったよね、二時限目まで潰つぶれて」

「うん…………私、数学Ⅱ苦手だから、よ、よかったけど…………でも、きょ、今日の分は来週補講があるって言ってたね」

「に、苦手なものからは逃にげられないのは辛い、よね」

　何とか会話らしいものを成立させつつ、少年と少女は歩く。

（まずいなあ、どうも今日は変だ）

　何故か判わからないが、お互いにぎくしゃくしてる気がする。

　つい二日前、秋葉原で会ったときには結構自然に接することが出来たはずなのだが。

　デート、という言葉を思おもい浮かべてしまったのがいけなかったのだろう。

「う、うん。で、でも私たち高校生だから、勉強はしなくちゃいけないし、ね」

「まあ、ら、来年は」

　何だろう、さっきまで華子の前で氷点下だったのに、今は赤道直下のように暑い。

　熱帯魚ならとっくにぷかりと浮いてしまうような変化。

「ぼ、僕たちも大学進学、なわけだし…………あ、天沢さんはどうするの？」

　舌が乾かわいたスポンジのようになっていて、今にも噛かみそうだ。

　逃げ出したいような、ずっとこのままでいたいような、奇妙きわまる感情が少年の身体を支配している。

「わ、私は…………やっぱり進学するつもり……ま、間墨君は？」

「僕は、その…………えーとやっぱり大学。夜間でもいいから出ておきたいし……で、出来れば市役所とか、地方公務員目指してみようかな、って」

　今まで何となく誰にも言わないでいた人生設計までが口をついて出てくる。

「け、堅けん実じつなんだね、ぞ、造形の仕事とか、しないの？」

「わ、判らないな、ま、まだその腕が……」

　と、空気を切り裂さくように携けい帯たい電話が鳴った。

　夢見心地に近い心理状態から、少年は一時的に現実に引き戻された。

　携帯を取り出して見てみる。

「？」

　見たこともない番号に、誰だろうと思って受信ボタンを押す。

『こんにちは』

　いつもと変わらない、冷たい声。

『言い忘れてたけどこれが私の番号』

　怒っているのか、それともそうでないのかは不明だが、華子の声は、頭に上っていた血を一気に下げる効果は絶大だ。

『非常時にはこの番号にかけて』

「あ、は、はい！　あ、あのさっきはすみませんでした！」

　直立不動で見えもしないのに頭を下げる。

　みっともないことこの上ない、とか考える暇ひまは無かった。

　肌はだにあの氷点下の記憶がよみがえっている。

『それと』

　相手は会話を付け足した。

『さっきの発言は怒っていません』

　安あん堵どの溜ため息いきを隆太が漏もらそうとした瞬しゆん間かん、

『…………ですがあなたの発言は忘れません、念のため』

　また氷点下の風が吹き付つけてきた。

「はい」

『で、電話をかけたのは』

　華子が言いかけた途と端たんに携帯電話が切れた。

「あれ？」

　切れたのは電波ではなく、携帯電話そのものだと気づいて、隆太は慌てて電源ボタンを押した。

　しばらくして「再起動」の文字が出る。

（何があったんだ？）

　訳もわからずもう一度かけ直そうとした隆太の肩に、不意に礼奈がもたれかかった。

「え？　あ、あの天沢さん？」

「電話をカケなおす前に話ガあるわ」

　奇妙なイントネーションの声が礼奈の口から漏れた。

　外見はそのまま、中身がそっくり別のものに入いれ替わったような。

　一瞬、隆太の体中に冷たいものが走る。

　八歳さいの時、初めて戦場に放ほうり出され、一いつ斉せい射しや撃げきを食くらう前に感じたのと同じ「死地」の匂い。

　ぐい、と顔をあげ、こちらを見上げた天沢礼奈の眼の焦しよう点てんは合っておらず、口元には歪んだ笑み。

　何よりもその気配は、昨日、曲がり角でかすかに感じた気配と似通いすぎていた。

「お前が殺さつ人じん鬼きか」

「『ヨかナーン』って名乗っているのよ、私はね」

　男とも女とも取れる口調で、礼奈の中にいるものが告げた。

「アなたもそう呼んで欲ほしいわ、元コども兵さん」

「…………」

　やはり、自分の経歴は洗いざらい調べられているらしい。

「で、殺しに来たのか？」

「アなたの裏には誰ガいるの？　理事長なんカじゃ、アそコまでの調べは出キないわ」

「…………」

　沈ちん黙もくは金、雄ゆう弁べんは銀。

　隆太は黙だまり込んだ。

　相手はどうやら華子のことは知らないらしい。

　だとしたら、まだ勝ち目はこちらにある。

「まアいいわ…………アなたには今の眼鏡の代わりにコれをカけてもらう」

　礼奈は、鞄の中から甘い匂いのする眼鏡を取り出した。

「レンズ部分は透とう過か型かメラ、フレーム部分はマイくになってるわ、コれであなたは私のカんし下に置かれるってわケ」

　しかも、ご丁てい寧ねいに隆太が今かけているのと同じ眼鏡。

「どうせ伊達だてメがネなんでしょう？…………これをカけて今カらしばらクは生活してもらうわ、お風ふ呂ろにはいるとキも、寝ねるとキも外してはダメ」

「随分と念の入ったことだな」

「ええ。私は芸術カだもの」

　口元だけの冷たい笑みが、礼奈の顔に浮かぶ。

「嫌いやだ、って言ったら？」

　果てしない絶望の黒い口が足あし下もとに開くのを隆太は感じながら、それでも問う。

　絶望のあまり動かなくなったらそいつから先に死神はさらっていくのを知っているからだ。

　答えの決まっている質問でも、聞かないよりは遙はるかにいい。

　隆太は苦い感情の中、それでも何かを掴むべく、決まり切った返事を口にする相手の目つき、顔つき、声の調子を記憶しようとした…………天沢怜奈の向こう側に居いる「ヨカナーン」を……。

　必ず「始末」してやるために。

「キまってるじゃないの…………コのコガ『自殺』するわ…………十四人ほどみち連れにして、ね」

　瞳どう孔こうの完全に開いた眼で、天沢礼奈の姿をした殺人鬼は笑った。

「アたり前のコとじゃない」







セグメント４　この、屑くず野や郎ろう
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　部屋に帰って来るなり、隆りゆう太たは後ろ手で鍵を閉め、玄げん関かん先さきに横よこ倒だおしになって深い溜息をついた。

　日当たりの悪い部屋はすでに真っ暗に近いが、すぐに目が慣れる。

（つまり、爆弾付きの首輪がはまった、ってことだ）

　しかも爆弾が爆ばく発はつするのが自分の首ならともかく、クラスメイトの上で、というのは質たちが悪い。悪すぎる。

（でも）

　諦あきらめるわけにはいかない。

　しかし、取とり替えられた眼鏡には盗とう聴ちよう装置とレンズ全体が透過型カメラになっているという状態で、何が出来るというのか。

　ナノマシンを使う人間が、そんなテクノロジーを駆く使しすることに、少年は疑問を抱く気にはなれなかった。

　これから、相手が何を要求するのかを考えるだけでも気が重い。

　考えねばならない。

　思考だけが今、隆太に残された唯ゆい一いつの武器だ。

　あの時の事を思い出してみる。

　礼れい奈なに「嫌だと言ったら？」という陳ちん腐ぷな問いをした時の答えを口にした顔。

　わかりきった答えを、わかりきった相手が口にしている……どこか小芝しば居いめいた状況だと、人はたやすく本ほん性しようを現すことが多々ある。

　天あま沢ざわ礼奈を操っている以上、本人ではないが、あの「ヨカナーン」を名乗る殺人鬼はナノマシンを使う時に本来の役割を考えれば「無む駄だ」な行こう為い…………つまり、礼奈の顔に僅わずかだが表情をつけていた。

　そこに簡単に見いだせるのは、圧あつ倒とう的てきな自分の立場を楽しんでいる、兵士でも将校でもない、ただのサディストの顔。

　傲ごう慢まんで、自信家で、自分の中の絶対的な理論と理り屈くつに従って何でも出来る、一種の「天才に近い秀しゆう才さい」。

　そう隆太は相手の人格を読んだ。

　ならば手はある。

　天才に最初から「油断」という言葉は存在しないが、秀才にはあるからだ。

　だが、視界と音声を敵にモニターされている以上、どうやって相手の裏をかけばいい？

　四六時中相手が監かん視ししていない、とは限らないが、「見ていないだろう」という可能性に賭かける訳にはいかなかった。

　無駄な行動は出来ない。

　視界に、無駄なものを映すことも出来ない。

　敵に、自分が「あがいている」ことを知らせることは何一つ出来なかった。

　行動も視界に映るものもなるべく少なく、出来れば気取られないようにせねばならない。

　つまり、使えるのは自分の頭脳と思考だけだ。

　幾いくつもの考えを浮うかべ、整理する。

　だから、傷ついた野や獣じゆうのように、隆太は横倒しになったままじっと動かず、目を閉じた。

　八方ふさがりになったとき、人はどうするか。

　本当に諦めたとき、人はどうするのかをまず考える。

　落ち込んで動かなくなるのは間ま違ちがいない。

　だが、まるっきり動かないのも問題だ。要求の遂すい行こうを放ほう棄きしたとも取られる。

　ナノマシン無しに、「操り人形」になったのだと相手に思い込ませねばならない。

　不意に携帯電話が鳴った。

「？」

　先ほどの華はな子ことは違ちがう番号。

『何してるのよ？』

　イントネーションが微び妙みように壊こわれた天沢礼奈の声。

〝ヨカナーン〟。

　あの殺人鬼。

「お前か」

　声が硬かたくなる。

『さっキから動カないじゃない、何カ企たくらんでるでしょ？』

「うるさい、企むも何もあるか」

『まあ、せいぜいあガクコとね』

　電話が切れた。

　どうやら「なにか」しないと疑われるらしい。

　携帯電話を手にしたまま、隆太は立ち上がった。

　そこで気がつく。

　携帯にはメール機能がある。

　同じ会社の電話機同士なら、番号だけで送信出来る機能も。

　華子の携帯番号。

　だが、問題がふたつある。

　隆太は殆ほとんどメールを打たない。

　そして、華子の携帯電話が、果たしてメール機能を生かしているか、どうか。

　違った、もう一個ある。

　このメールは携帯電話の画面を見て打つわけにはいかない。

　隆太は手首をスナップさせて携帯電話を開いた。

　ボタンを手て探さぐりで探る。

　確か、この位置の、このボタンを押して、スクロールさせるための十字キーを押して、選せん択たく。

　頭の中で見慣れているはずの携帯の画面下、ボタンの並びを思い出す。

　これで正しいはずだ、と理性では判っていても、不安が腕を震ふるわせそうになる。

　女子は殆どらしいし、男子の中でも目をつぶっても打てるクラスメイト達たちが羨うらやましかった。

　タイトルと文面はどうしようか。

　単純でいいだろう…………「非常事態」。

　ｈ・ｉ・ｊ・ｏ・ｕ違う、確かキーはひらがな対応だった…………削さく除じよして、再入力、十字キーを下に押して変へん換かん。キーの真ん中を押して確定。

　携帯の変換予測機能が上手うまく働いてくれるのを信じる。

　さらに内容表示に切きり替わった（と思う）画面にまた非常事態と入力、変換、確定、そして文面そのものを確定、さらにメッセージそのものを確定。

　送信……いや、違う。

　携帯電話同士のメッセージ機能にタイトルはない。本文があるだけだ。

　隆太の顔から、一いつ斉せいに血の気が引いた。

　違う、そうじゃない。メッセージなら、こちらは二回、メッセージを送ったことになる。

　あとは…………確かく認にんは出来ない。

　携帯をあけて確認して、「メッセージが送信されました」の表示が出たらその瞬間におしまいだ。

　念のためメッセージ確認の表示が消えるように確定キーを二度押し、ジョイント部分に指を挟はさみ、引ひき抜ぬくようにしてそっとたたむ。

（運を天に任せる、ってのはこのことだよな）

　溜息が出る。

　あの着ぐるみの少女はどうするだろうか？

　印象通りの人物なら、うっかりこちらへ「何があったの？」と電話をかけてくるような真似まねはするまい。

　だが、メッセージは？

　いや、大丈夫だろう。

　そう思いたかった。

　これで、携帯にメール着信でもあれば、隆太は開かねばならない。

　おそらく、無視していれば、今度はまた「ヨカナーン」から電話が来る。そうすれば開かねばならない。

　開けば？

　オチは同じだ。

　後こう悔かいが胸を焼きそうになるが、現状では残念ながらもうどうしようもない。

　戦場と同じだ。

　走りながらＡＫの弾だん倉そうを交こう換かんしようか、それともこのままあの物もの陰かげにたどり着いてからにするか。

　八歳。最初の戦場で、隆太はその選択を迫せまられた。

　その時、走った。さらに速度を上げた。

　後ろで迷った他の子供兵が、頭を撃うち抜かれて倒れたと、崩くずれたコンクリートの陰に飛び込んでから知った。

（そうだ、加速するしかない）

　毒くわば皿まで、という常じよう套とう句くが脳裏に浮かんだ。

「ＤＶＤでも見るか」

　自然に声が出た。

　アフリカから帰ってきた隆太が、こんな言葉が自然に浮かぶほどまで日本語の能力が回復したのは、アニメや漫まん画がのおかげだ。

　正確に言えば、どちらかと言えば引っ込み思案で、本が好きだった少年が、アフリカで生き延びてこられたのも、アニメや漫画の記憶のおかげとも言えた。

　アニメや漫画の主人公たちに、自分を重ねて、同化することで現実に対して鈍どん化かすることが出来たのだ。

　軍隊という没ぼつ個こ性せいであることをまず求められる集団の中で、鈍にぶい、ということは最初に必要な才能であった。

（行いき詰づまったら基本に戻もどれ、ってどっかで聞いたな）

　苦笑いしながら、隆太は部屋の灯あかりをつけ、安物の液えき晶しようテレビの電源と、中古で買ってそろそろ容量の心配をしなければいけないＨＤＤレコーダーの電源を入れた。

　戦場と同じなら、楽しむべき時には楽しむべきだ。

　現状に囚とらわれないように、そして、逃とう避ひに囚われないように。

　ひどく不ふ貞て不ぶ貞てしい気分になっていた。

　レコーダーの立ち上がり画面が終わる。

　ソフトではなく、撮とりだめしていたテレビアニメのフォルダを呼び出し、再生を始める。

　もしも、まだ「ヨカナーン」が彼かれの眼鏡めがねを通して私生活を監視してたら、さて、どんな顔をしてこの画面を見ているのだろう。

　美少女系アニメと、ロボットものの新作を見終わった辺りで、携帯が鳴った。

　天沢礼奈だ。

　携帯電話の主は。

（まさか！）

　心臓が跳はね上あがり、冷ひや汗あせが首筋を流れるのを、隆太は感じた。

　ひょっとしたら、自分の「賭け」さえ相手の予想の内にあったのかもしれない。

　出るべきか、切るべきか？

　実際には五秒、体感時間では二十分ほど、少年は迷い、そして、「通話」キーを押した。




☆




　女の子らしい部屋である。

　人形アニメのものは「表向き」一いつ切さいない。

　壁かべ際ぎわに置かれたベッドから起き上がると、天沢礼奈は情けない気分で携帯を手に取った。

　携帯番号はメディア研究会の部員名めい簿ぼにあったので、実を言えば気になり始めた辺りで番号は登録してある。

　もちろん「隆太くん」とかで登録するわけにはいかないので（いつ女子同士で携帯をのぞき見されるか判らない）、名義は「はるこま」とか適当な名前をつけてある。

　それは問題無かった。

　情けない気分の原因は、せっかく一緒に帰り道を歩いたはずなのに、よほど舞まい上がっていたのか、気がつくといつもの電車の中、先回りしていた斉さい藤とう真ま中なかに「で？　どうだったの？」と聞かれて我に返った。

　すっぽり記憶が抜け落おちている。

　なんと言うことか、としばらく礼奈は呆然として、真中が勝手に「そーかそーか、そんなに楽しかったか良かったか」などと誤解するのを解く気力も湧わかなかったほどだ。

　呆然とした気分で家に帰る。

　風呂に入って、頭が妙みように重くて横になって、少しウトウトしたらはっと気がついた。

　ウトウトしている最中に、一いつ瞬しゆん記き憶おくが無いことは気づいていなかった。

　携帯を見つめ、思い切って番号を呼び出す。

　その時、履り歴れきを見るかかけた回数の表示をＯＮにしていれば不ふ審しんに思ったかも知れないが、そんな余よ裕ゆうもなく、少女は通話キーを押した。

　コール数回で相手が出る。

「あ、あの…………ま、間ま墨すみ君？」

　一いつ瞬しゆん、相手が息をのむ気配がして、「自分が何かやらかしたのではないか」という恐きよう怖ふに礼奈は凍こおり付きそうになったが、

『なんだ……天沢さんのほうか……どうしたの？』

「あ、えと、あの……わ、私たち、今日、一緒に帰ったけど、その、何か変なこと言ってなかったかなぁ、って」

　一瞬の間があって、少年は優しく、

『大丈夫、何も無かったよ』

　と答えてくれた。

　安堵の溜息を礼奈がつく前に、

『僕ぼくのほうこそ、あんまりその、女の子と話しながら帰る、なんてことなかったから何か変なこと言っちゃったりとか嫌な気分になったりとかしなかった？』

「それはない、ないから！」

　見えもしないのにぶんぶんと少女は頭を振った。

（隆太君、大人なんだなぁ）

　明らかにこちらを気き遣づかってくれてる。

　それがとても嬉うれしい。

「だ、大丈夫、うん、間墨君と一緒に帰れて、すっごく楽しかったから！」

『そう、良かった』
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「あ、あの…………ま、間墨君」

『はい？』

「よ、よ、良かったら、こ、これからも、その…………い、一緒に帰ってもらえませんか？」

『…………』

（ああっ、間違ったぁっ！）

　安堵のあまり、思考回路が変な方向に暴走した、と礼奈は声を上げそうになった。

『…………いいの？』

　が、相手の声は意外な事実を告げていた。

『その、ぼ、僕はあまり女子とかと話したことがないから、話題にも乏とぼしいし……』

　明らかに狼狽うろたえていた。

「あ、あのそ、そういうことでい、一緒に帰ろうって話じゃないですから！」

（頑張れ私！）

　何か奇き天て烈れつな言葉のような気もしたが、本当にそんな状態なのは間違いない。

「あの、だ、ダメですか！？」

『いや、あの…………ＯＫ、じゃなかった……よ、よろこんで、その、お、お受けいたします」

　数秒の間があって。

　お互たがいの口から溜息が漏れた。

『ああ、で、でも僕しばらくはその、理事長の調べ物があるんで……』

「で、出来るときでいいですから！」

『…………わ、わかりました、はい』

　嬉しいけど、抱だき合あうことが出来るほどではない、微妙な距きよ離り。

　決して携帯同士であるから、ではない距離。

　でも、さっきまでよりも近い距離。

　胸の奥おくがきゅうっとなるような甘い感覚。

「あ、ありがとうございますっ！」

「いえ、あの、こ、こちらこそ……」

　向こうが頭を下げる気配が伝わってくる。

（真ま面じ目めなんだ、隆太君）

　そんなことすら好もしい。

「じゃ、じゃあ、あの、ええっと、その……あ、明日また、学校で！」

『…………はい』

　電話の向こうで、いつものように隆太が微笑むのを感じた。

「じゃあ、あの……りゅ、隆太君の方から切ってください」

　思い切って間墨君、ではなく、名前の方を呼んでみる。

『えーと、いえ、あ、じゃ、じゃあその…………』

「…………」

『……』

　電話がどうにも切れない。

「あの…………えーと、じゃあ、その……私から……ああ、そっか、私から切るのが礼れい儀ぎですよね！」

『あ、そ、そうなんですか？』

「じゃあ……」

『……』

「…………」

　切れない。

『じゃ、じゃあやっぱり僕のほうから』

「あ、え、あ、はい、お願いします」

『…………』

「…………」

　やっぱり切れない。

『…………なんか、おかしいな。その、普ふ通つうに電話、切ればいいだけなのにな』

「そ、そうですよね。あの、わ、私がもう一度」

『すみません』

「………………」

『……………………』

「あ、あれ？　あれ？」

　そんな調子で「僕が」「私が」とやってちょうど十回目で「じゃあ、同時に」と「せえの」で通話の終了ボタンを押した。




☆




　レコーダーの一時停止が長すぎて解除され、画面でアナウンサーが今日の出来事をべらべら喋り始めているが、何も聞こえてはいない。

「…………」

　長い溜息が隆太の口から漏れた。

　どうやら「ヨカナーン」は隆太の行為に気づいては居ない…………少なくともその兆候はない、という安堵。

　安堵の時間が終わると、別の感情が胸に押し寄よせてきた。

「…………」

　手の中で、冷や汗で濡ぬれていた携帯電話をアルコールのウェットティッシュで掌てのひらの汗ごと拭ぬぐい、長いこと見つめる。

　緊きん張ちようが高かった分、安堵の感情は深く、甘く、そして…………「猟りよう犬けん」としてではなく「一高校生」としての自分の立場を認にん識しきして、別の意味で愕がく然ぜんとした。

　まさか、自分が好意を他人（それも異性！）から寄せられるとは。

　恋れん愛あいゲームやアニメの色いろ恋こい沙ざ汰たには慣れ親しんでいたが、自分のこととなるとこんなにも心臓がドギマギするものなのだろうか。

　しばらくして、口元に笑えみが浮かんでくる。

　嬉しい。

（やば……馬ば鹿かみたいだ）

　そうは思ってもニコニコと微笑みたくなった。

　胸が高鳴って、頭の奥がぼうっとなるような感覚は、初めて味わうが悪くなかった。

　何よりも、ひとりではないのだ、もう。

　それが嬉しい。

　携帯を持った手を下ろす。

　瞬間、右みぎ腕うでに固定した銃じゆうの重みが感じられて、少年の意識を一気にさました。

（何を浮かれてるんだ？）

　冷や水が脳の奥からぶっかけられる。

（彼女の中には今、殺人鬼がいるんだぞ？）

　そして、この会話と音声は、間違いなくそいつにモニターされている。

　自己嫌悪の重力に引かれそうな自分を叱しつ咤たして、姿を見せない殺人鬼への怒いかりへ無む理り矢や理り点火してそれをやり過ごす。

（くそ…………）

　人生、生まれて初めての甘い会話だったのに、それをじっくり味わう幸せすら無い。

　相手は、今の会話で何を掴んだろうか？

　考えてみる…………大丈夫、大した情報じゃない。

　間墨隆太にとって、天沢礼奈がかけがえのない存在になった、という事以外は。

　深い溜息が、少年の口から漏れた。

　どうにかしなければならないが、どうすればいいのか判らない。

（寝てしまうしかないな）

　ぼんやり思う。

　だが、眠ねむれるだろうか。

　軍隊にいた頃ころなら。治ち療りようとは手足の切断か、麻ま酔すいの大量投とう与よだと信じている軍医に頼たのんで、睡すい眠みん薬やくのひとつも打って貰もらいたい気分だった。

　それでも、バスとトイレがユニットになっている浴室でシャワーを浴びて着き替がえ、このところしきっぱなしになっている寝ね床どこに転がって、週末には洗せん濯たくするつもりのタオルケットにくるまってしばらく寝返りを打っていると、まぶたが重くなってきた。

　考えてみれば、今日は色々有りすぎて、精神が緊張よりも疲ひ労ろうの方をより重く感じていたらしい。




☆




　夢を見た。

　久しぶりに見る夢…………もう、今いま頃ごろは別の住人が三回ぐらいは入れ替わっているであろう「我わが家や」のあった２ＬＤＫのアパートの記憶。

　隆太はそこでぼんやりとうずくまっていた。

　今すんでいる古いアパートの畳たたみではなく、フローリングの床ゆか。

　二年ぐらいして、父親の会社が本格的に倒とう産さんし、引っ越こしするまでは彼の部屋だった。

　がらんとした部屋。

　アフリカのように夜は凍こごえるほど寒いわけでもなく、日が昇れば汗も乾くほどの暑さがあるわけでもないことが、異様なことに思えた。

　異様なことはそれだけではない。

　銃じゆう弾だんが飛んでこない曲がり角、下を警けい戒かいしないでいい階段。

　狙そ撃げきを気にしないでいい大通り。

　違い和わ感かん。

　日本に帰った隆太が悩なやんだのはそれだった。

　両親に対して、自分が最大の違和感を感じるのだろうか、と思ったが、それは驚くほどあっさりと雲うん散さん霧む消しようした。

　たった四年離はなれていただけで、父親の頭は真っ白になり、ふっくらしていた筈はずの母親がやつれていたのを見た瞬間、彼らがどれだけ必死に自分を捜さがしていたのかが判ったのだ。

　違和感は、真っ黒に日焼けして現地の人間と変わらなくなった皮ひ膚ふと同じように、次し第だいに薄うすれていったが、最初の夜はそれを通とおり越して不安になった。

　実は、自分は夢を見ているのではないか。

　本当はアフリカのどこかで、銃弾を食らって死にかけていて、その苦痛が見せている幻げん覚かくではないか、と。

　実際、瞳孔の開いた目で、懐なつかしい母親と微笑み合いながら死んだ同じ子供兵を、隆太は二度ほど看み取とっている。

　今度は自分の番が来たのではないか。

　夜が明けるまで悩んでいたと思う。

　アフリカの太陽とは違う、赤い太陽の照らす中、ようやく自分が夢の中に居るわけではないと確信して、少年は安堵の溜息をつき、ようやく目を閉じることが出来た。

　四年ぶりに連続して八時間以上寝て、テレビをつけると、ＣＳのチャンネルでは、もうその時にはこの世にいなかった祖父が送ってきてくれていたアニメが夏休み枠わくと言うことで再放送をやっていた。

　主題歌が流れてきたとき、一言一句自分がそれを覚えていることに気づいて、隆太は泣いた。

　声を聞いて駆けつけてきた両親が病院へ連れて行くか相談せねばならぬほど、少年は泣きじゃくった。

　あの瞬間から、自分にとってアニメや漫画は特別なものになったんだろうと思う。

　その、夜が明ける寸前の部屋に、隆太は再びうずくまっていた。

　部屋の片隅には、小さな段ボール箱がある。

　半年後、その中身が、亡なくなった祖父母が死ぬ寸前まで自分のためにと買い込んでいたオモチャの類たぐいだと知って隆太はまた泣くことになる。

　その箱だけは今のアパートにも有る。

　両親の死で殆どの家財道具を売うり払った後も、これだけは大事に持っていた。

　段ボール箱を見つめていると電話が鳴った。

　携帯電話だ、と気づいたときにはもう夢から醒さめて、隆太は枕まくら元もとで充じゆう電でんしていた携帯電話を取っていた。

『おはよう、間墨隆太クん』

　昨日、最後に聞いた電話とは打って変わった狂くるったイントネーションの声。

「お前か」

『よク眠れたみたいね。キのうは、礼奈ちゃんと延々楽しいカいわをしてたカら、眠れないのカと思ったわよ』

「…………」

　胸が悪くなった。

　羞しゆう恥ち心しんと憎ぞう悪おが同じ容量で肺の中に流し込まれ、心臓で変換され、怒ど号ごうとなって口から吹ふき出しそうになるのを、腹にグッと力を入れて堪こらえる。

　耐たえること、堪えることには慣れているつもりだったが、思わず数十秒黙り込んでしまうほど、それは難しい行為だった。

『……キ力りよクも湧いたとコろで、おねガいガあるの』

「…………言えよ」

『台どコろに、包丁はある？』

「？」

　とりあえず、あまり得意ではないが、少年も自じ炊すいの真似まね事ごとはする。

　自殺でも命じられるのだろうか。

『それを、布カ何カに包つつんで、ガっこうまでもってキて』

「全校生徒の前で自殺でもしろっていうのか？」

『まさカ』

　けくけかかかかけ、とでも表現するしかないカワセミを叩たたきつぶしたような、異様な笑い声が、礼奈の声で響ひびいた。

『それで、あなたの上司のとコろへいって、そのカれだカ、カのじょだカを、刺さしコろしてほしいのよ』

「理事長をか？」

『下手ないいわケはダメよ。理事長とあなたの間には、誰カが司し令れい塔とうのやクわりをしているのはわカってるわ……あの身体ケんさなんて、あなたと理事長だケでは思いつクわケがないもの』

「…………」

　予想されている言葉ではあった。

「言うことを聞けば、彼女には危害を加えないか？」

『ええ。コのナノマシンは、一週カんもすればカらだの外へ排出されるわ」

　一応、取引という体てい裁さいは取るつもりらしい…………約束を守るかどうかは甚はなはだ怪あやしいが。

　そして、約束の中に「隆太の安全」は含ふくまれていない。

「この、屑野郎」

　思わず罵ば声せいが隆太の口から、小さく漏れた。







セグメント５　おにーちゃん、だーいすき！







☆




　安物の包丁を流しの包丁差しから取り出して、適当なタオルで包み、鞄かばんの底に入れた。

　なじんだ握にぎりの部分が、これで人を刺す時の感かん触しよくを嫌になるぐらいリアルに想定させてくれて、隆りゆう太たは暗い気分になる。

　唯一の救いは、造形道具を凶きよう器きにしろと「ヨカナーン」が命じなかったことだ。

　切せつ削さく用のカッターナイフやスパチュラなどは下手な百円ショップの包丁や剃刀かみそりよりも鋭えい利りだったりするから、「ヨカナーン」の好みだろうし、隆太がそれをいやがると判れば喜んで命じるに違いない。

　やはり、意識して視界に造形用の机を入れなかったことは効果があったようだ。

　いくつか、今朝の会話で判ったことがあるのが収しゆう穫かくだ。




　一、殺人鬼「ヨカナーン」は四六時中こちらをモニタリングしているわけではない。

　二、礼れい奈なの意識をつねに乗っ取っているわけではないらしい（それなら昨日、礼奈が電話をかけてきてあんな会話を出来るはずはない）。

　三、この家の中を全すべてお見通し、というわけではないらしい。

　四、こちらに銃があることは知られていない。




　特に三と四は「銃ぐらいくれないのか？　僕はそっちのほうが得意だ」というカマをかけたときに『しんじゅクにでもいってカってキたら？』という言葉が返ってきたことで確証に変じた。

　相手が単なる切り裂きリツパーマニアで、刃は物ものを使うことにこだわりがあるのかもしれないが、銃が有れば銃を使った上で、のほうがより確実になる。

　切り裂くことに快感を覚えている人間なら、それを味わうことにこだわるのはもちろんだが、自分の手ではなく、他人を使うような臆おく病びよう者ものなら、安心して切り裂ける状じよう況きようが出来るなら、そっちを選ぶはずだ。

　それどころか、腕うでに装着されたコルト・ポケットも知らないらしい（こちらは最初から眼鏡に映らないように服を慎しん重ちように脱ぬいだりして対処している）。

　つまり、相手は隆太を理事長皮の「猟犬」と特定しただけで、その装備に関しては知らないわけだ。

　そして、「猟犬」を使う「狩人かりゆうど」が何者なのかも。

「…………」

　ここが思案のしどころだった。

　だが、「ヨカナーン」は電話を切る前に「今日の夕方六時までに始末しろ」と言っている…………その間も眼鏡を外すことは許されない。

（とりあえず、学校に行くしかない）

　携帯を開いて時計を見る。

　まだ午前五時…………夕方六時までは十二時間以上ある。

（学校まではあと二時間、か）

　ふと、机の上に置きっぱなしになっている絵本に目がいった。

　少しぐらいは読んでおかないといけない、と考える。

　それに「ヨカナーン」が監視しているとして、さて絵本が延々映っていたらどんな顔をするのか、という嫌がらせ的にも素す敵てきな考えのような気がした。




☆




　うっかり駅をひとつ乗のり越して、隆太は遅ち刻こくギリギリで学校に入った。

　学校に来れば何らかの形ですぐに指示が来るのでは、と思っていたが、携帯電話は「ヨカナーン」からはおろか、華はな子こからさえかかっては来なかった。

　華子からかかってきた場合、番号を敵に知られるわけにはいかないから、隆太は着信表示を確かめるだけで、一切電話を開こうとはしない、と決めていたが。

　じりじりと、時間ばかりが過ぎていく。

　礼奈はいつもより、親しげな表情を時折顔を赤くしつつ向けたりしたが、でも言葉だけはいつもと変わらず短めに挨あい拶さつをしたり、事務的な「はい、プリント」ぐらいであまり長い会話をしなかった。

　それが隆太にはある意味ありがたい。

　礼奈の顔がいきなり歪ゆがんで「ヨカナーン」の戯ざれ言ごとをはき出したら、電話口と違って理性が持つかどうか判らない。

　だから、視界に入る間だけは、礼奈は礼奈のままでいて欲しかった。

　絵本の内容もあまり頭には入っていなかったし。




☆




「そういえば、隆太君はコンタクトとかにしないの？」

　昼休み前の、三時限目の休み時間、不意に斉さい藤とう真ま中なかが現れて話を振ふってきた。

「まあ、その、あんまり合わないんだ」

　実際には伊達だて眼鏡めがねなのだが、それを悟さとらせまいと少年は笑う。

「眼鏡ない方がいいと思うんだけどなあ…………試ためしに取ってみてよ」

「うーん、あんまり変わらないよ」

「取ってみてよー」

　しつこく真中が言ってくる。

「眼鏡無しで礼奈と並ぶと、よく似合うと思うんだけどなあ」

「！」

　ぎくりと少年は、殺人鬼のことも、自分がこれから殺人をしなければならないかも知れないという事実も忘れ、思わず同じメディア研究会の女子部員を見つめた。

「ななななにを言い出すんだ、斉藤さん！」

「いやなに、なーんとなく、ね…………だからほら、ちょっと眼鏡取ってごらんよ」

　手を伸のばしてくる。

　ここで眼鏡を外したら「ヨカナーン」が何を言い出すか判らない。

　殺人を楽しむような奴やつはいつでもきっかけを探している。

　今、隆太を使ってその上司を殺す「ゲーム」に夢中なように見えるがそれは相手にとって必ず成功させねばならないものかどうかは未知数だ。

　場合によってはゲームそのものが成り立たなくなっても、礼奈の喉のどを掻ききる楽しさのほうを優先させるかもしれない。

　子供兵時代にもそういう大人の兵隊がいた。

　情報を得るために捕ほ虜りよを拷ごう問もんしていたはずなのに、いつのまにか次々と捕虜を拷問で殺すことが楽しくなっているような奴が。

「いや、いいってば」

　視界の片隅で、こちらを複雑な表情で見ている礼奈の顔が映った。

　あの眼は、今、天あま沢ざわ礼奈の演技をしている「ヨカナーン」の眼の代用として自分を見つめているのか、それとも、本人として、なのか隆太には判らない。

「絶対に似合うって」

　真中はしつこかった。

「なんかね、あなた自分で自分に枷かせ填はめてるような気がするのよ」

　微妙に重要に聞こえるようなことをさらりと口にしたが、それに引っかかっている暇は隆太にない。

「いや、もう勘かん弁べんしてよ」

　そう言って隆太は廊ろう下かに逃にげ出した。




☆




「いや、もう勘弁してよ」

　ちら、とこっちをすまなさそうな顔で見ながら隆太が廊下に逃げ出していく。

「…………」

　礼奈は複雑な表情をいささかゆるめた。

　真中の魂こん胆たんは判っている。

　この前「でも間ま墨すみ君眼鏡じゃん」とからかった真中に見事にひっかかり、礼奈は「間墨君は眼鏡無しなら美男子だ」と主張し、ちょっとした言い合いになったのである。

　どうやら、昨日のことをお膳ぜん立だてしてくれた上、真中はお節せつ介かいにも「眼鏡無し」の隆太を彼かの女じよに見せようとしたらしい。

（もう、真中ったら）

　気立てはいいし、世話好きで明るいし、目め端はしも利きいてて、真中はちょっと引っ込み思案な礼奈としては有あり難がたい親友だが、時折世話好きがお節介のレベルに突っ込むのだけが困った所だ。

　だが、相手が真中でも、隆太と他の女子が話をしているというのがこんなに胸が騒さわぐものだろうかと礼奈は思った。

　昨日、ああいう会話をしたのだから、もっと親しげに話をしてもいいだろうと思うのだが、どうも実際に顔をみると恥はずかしくていけない。

（授業がおわれば…………）

　例の「理事長の用事」がある以上、一いつ緒しよに帰れるとは限らないが、もしも、今日も一緒に帰れたなら……明日からはもっと近くなって話しかけられそうな気がした。

　二日連続で人形アニメの製作を休むことになるが、これを上映する文化祭まではあと一ヶ月ある。なんとか遅おくれは取り戻せるだろう。

　それに、隆太の帰りが遅おそくなるとしたらその間に部室に寄って待つ間撮さつ影えいすればいいわけだし、と考え直す。

（それまで、我が慢まん、我慢）

　我慢することは本当を言うとないのだが、そうやって自己暗示をかけることで、少女は次へのモチベーションを盛り上げようとした。

　だが、昨日から妙に続いている軽い偏へん頭ず痛つうがそれを妨さまたげる。

　不快な程度で、横にならなければならないほどではないが、それは枝毛がまとまって見つかった上に生理が重なった時のような重苦しい気分で彼女の精神をコーティングしている。

　出がけに飲んできた頭痛薬は、どうやらあまり効いてはくれないようだ。

（やっぱり、本家のバファリンのほうがよかったかなぁ）

　昨日の夜、近くの薬局が閉まる前に飛び込んで買った頭痛薬が「効能は一緒でこっちが安い」と言われたジェネリック医薬品だったから効かなかったのではないか、と考えながら、少女は午前中最後の授業の準備を始めた。

　よもや、自分の脳内に、殺人鬼が自分を操あやつるためのナノマシンが侵しん入にゆうしており、そのため微妙な脳神経シナプスへの過入力状態であるがゆえの頭痛であるとは思いも寄らない。




☆




「よう、隆太」

　真中から逃げ出して男子トイレに入った隆太に、後から入って来たメディア研究会の部長、高たか岡おか亘わたるが声をかけた。

「どうだ、あれから造形、進んでるか？」

「あれ？　部長、三年生の校舎って……」

「移動教室だよ。次は地質なんだ」

「ああ」

　地質学の教室は一年の校舎を横切って行くのが一番距離が短い。

　同時に隆太は妙な匂においを部長の身体からかぎ取った。

　甘あまったるい、シナモンのような匂い。

「どうしたんですか？　この匂い」

「ああ、これだよ、これ」

　そう言って部長が左手を示した。

「昨日、ちょっと自転車でコケて怪け我がしてな、それで病院行ったら、なんか新しい生体接せつ着ちやく剤ざいとかの実験台にされてな。まあ、今ならタダで、っていうんでやってみたんだが、妙な匂いになっちまってな、まるで人間生八つ橋だよ」

　なるほど、確かに今の部長の体たい臭しゆうは生八つ橋の匂いに似ている。

「で、どうよ？」

「いえ、ここ二日ほど例の仕事で振り回まわされちゃって」

「そうかぁ。まあ、仕方ないよな、すまん」

「いえ…………」

　この人のいい人物はよもや自分が今関かかわっている事件において、一種のダシに使われたのだとは知らない。

　あの日、部長がいようがいまいが、隆太は理事長室に呼び出され、この仕事を押おしつけられていたに違いないからだ。

　それを恩に着ている部長に「そんなことはないんですよ」と真相を明らかにしたい衝しよう動どうに駆かられて、隆太は慌あわててそれを喉の奥に戻した。

（やっぱ、こっちも情じよう緒ちよ不安定になりかけてるな）

　自分が思っているよりも、「ヨカナーン」に監かん視しされ、殺人を命令されているというストレスは重いらしい。

　いや、「殺人」のストレスが軽いことなど、子供兵の時代だって無かった。

　きっと、それに対して何も重みを感じなくなっていたら、自分はこの世界に戻ってくることは出来なかっただろう。

　出来れば、これからもそうありたかった。

「部長、あんまり気にしないでください。俺おれも来年は部長の後あとを継つぐんですから、今から慣れておかないと」

「…………すまんな」

　太い眉まゆを情けなく「ハ」の字に下げて、高岡部長はうなだれそうになる。

　怪我のせいだろうか、何となくいつもと違って見えた。

「頼みますよ、部長。それに俺、理事長の雑用、嫌きらいじゃないんで」

　そう言って、隆太は何とか微笑ほほえむことが出来た。




☆




　昼休みになった。




　チャイムが鳴った瞬しゆん間かん、教師が入り口をくぐるのを押しのけかねない勢いで生徒達が購こう買ばい部ぶへ走る中、隆太はぼんやりと座すわっていた。

　教室は弁当を買いに行った生徒以外も外で食べるのか、それとも飲み物でも買いに出かけたのか、あっさりと空っぽになった。

　相変わらず、華子からも「ヨカナーン」からも連れん絡らくはない。

　そして、こちらにも打つ手はない。

　授業を受けている間も必死に考えたが、上手い知ち恵えは浮かばなかった。

　華子も「ヨカナーン」もどう動くか判わからない以上、隆太としては動きようがない。

　あと数時間もすれば授業はおわり、隆太は殺人を行うために華子の許もとへ行かねばならない。

　そして、華子を殺す。

　出来るかどうかは問題ではなく「やること」が重要だ。

　そして成功するか、死ぬか…………さて成功したとして、「ヨカナーン」がどう出てくるか判らない。

　おそらく、自分も始末されるだろうが、それまでの時間を延ばさなければならないだろう。

（どっちにせよ、このままじゃそのラインで考えていくしかないな）

　華子を助け、礼奈も助けられるようなヒーローの位置に、今の自分が居ないことを隆太は自覚していた。

　そもそも、ヒーローならば、子供兵として数年間、アフリカでぐずぐずしているはずがないではないか。

「あ、あの…………ま、間墨君」

　礼奈がおずおずと声をかけてきて、隆太は苦い思考の輪の中から出てくることが出来た。

　教室に他に人ひと影かげはなかった。

　今頃、購買部では血みどろの弁当争そう奪だつ戦せんが行われているに違いない。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、う、うん」

　鼻あての部分をちょっと上にあげ、ウェットティッシュを滑すべり込ませて脂あぶらを拭ふき取りながら隆太は生返事のようなものを返した。

　眼鏡を外すわけにもいかないから、レンズの埃ほこりを拭き取るのも、鼻の脂で汚よごれた鼻あて部分を拭くのもこういう妙に苦しいやり方を取るしかない。

「今日は授業中も休み時間も妙に元気ないし……身体の具合、良くないの？」

「いや……別に。ただその、まあ」

　まさか、「君の頭の中に居いるナノマシンを通じて殺さつ人じん鬼きから指示を受けているからだ」とは言えず隆太は微び苦く笑しようを浮かべてやり過ごす。

「ちょっと、落ち込みそうなことがあっただけなんだ」

「…………」

　礼奈は心配そうに隆太を見る。

「私には、話せないこと……ですか？」

「ごめん、今はちょっと、その…………どう話していいのか整理が付かないんだ」

　言葉に詰つまってしまいそうだったが、小説や外国映画で似たような場面に出てくる言葉を拾って機械的につなぎ合わせ、隆太は答えた。

　悪くない言葉だ。

　真実を語っているわけではないが、事実は述べてる。

　こんなところでオタクの知識が使えるとは思わなかった。

　人間、追おい詰められると奇き跡せきが起こせるらしい。

「もう少ししたら話すよ」

「判った……きっとよ？」

「うん」

「じゃあ、その代わり、その…………一緒に、ご飯、食べない？」

「ああ、でも今日は弁当忘れちゃってるから、購買部で……」

　ぐいっとそれまで伏ふせがち目線だった礼奈が、こちらをまっすぐに見た。

「お、お弁当、作ってきました。その、あの、ふたつ」

「！」

　暗い気分もへったくれも無い衝しよう撃げきが、隆太の身体を駆け抜けていった。

　今、彼女はなんと言った？

「ふたつ……」

「つ、作りすぎたのをその、もう一個のお弁当箱に詰めてたらもう一個分になったというか、その、あの……」

　つまり、自分用に彼女は弁当を作って持ってきてくれたらしい。

　自作で手作り（当然だが）の、「彼女のお弁当」！

　伝説の都が目の前に現れたとき、リヴィングストンはこんな風に感じたのかも知れない。

（嘘うそだろ……いや、ちがう、夢じゃないだろうな？）

　思わず自分の頬ほおをつねるという昔のドラマみたいなことをしそうになり、隆太は慌てて頭を振って理性を再起動させた。

「だから……ま、ますみく…………ちがう、隆太君は、それ、た、食べてくれる？」

「……」

　こくんと頷うなずく以外の選せん択たく肢しが、この場合地球上の何処どこにあるというのか。

「じゃ、じゃあ、その、そ、外で食べよう」

　こんどは礼奈がコクコクというか、カクカクと頷いた。

「きょ、教室で食べてると、購買部から真中が帰ってきたとき、大変だものね」

「そ、そうだよね」

　うんうん、と隆太も何故なぜか頷きながら、妙にぎこちない演技とも本気とも付かない状況のママ、ふたりは教室の外へ出た。

　さすがに手を繋つなぐまでは出来ない。

「じゃ、じゃあ、どこへ…………」

　と隆太が聞きかけたとき、




「きゃらーん♪」




　どこかで聞いた声が廊下の奥から聞こえてきた。

「きゅるるーん♪」

　声の方向をみて、隆太はぽかんと口をあけた。

　隆太だけではない。

　その場にいたクラスメイトは全員、そういう顔になっていた。

　少女がいた。

　真っ白い馬に見えるが、額に角、背中には翼つばさを持った着ぐるみを着けて。

　ペガサスなのか、ユニコーンなのか、それとも合体した「ペガサスユニコーン」というものなのかは判らない。

　むろん、顔は馬（というよりディフォルメが過ぎてカバに見える一歩手前だったが）の、大きく開かれた口部分から美しい顔を覗のぞかせている。

　だが、それは隆太が見知った人物と同一ながら、とてもそうは思えないほど、にこやかであどけない満面の笑みを浮かべている。

「きゅらりらるるるるーん！」

　くるくると、片足つま先立ちでバレリーナのように少女は回転する。

　手には先が輪っかになったステッキ状のものを握って。

　まるで、数十年前にはやった変身魔ま法ほう少女もののヒロインの変身シーンそのものだ。
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　華子・マリア・アヴェンリー・田た中なかと名乗った少女とは、とても秘密の図書室で足を組んで紅茶を飲んでいる冷れい徹てつそのものな彼女と同一人物とは思えない。

　状況が状況でなければ隆太はそっくりな双ふた子ごがいる、と思ったかも知れない。

「かわいー！」

　思わず礼奈が声をあげ、女子たちが黄色い声で同じ内容を唱和する。

　確かに、今の華子は、可愛かわいらしい。

　年ねん齢れいも隆太たちより六つは年下…………小学校四年生ぐらいにしか。

「…………」

　だが、どうすればいいのか。

　呆ぼう然ぜんと混乱の中に居る隆太をよそに、少女は「おねーさんきれいね、えいっ！」とか「おにーちゃんはおおきいんだね、やあっ！」とか、先せん端たんがリングになった短いステッキをくるくると回したりしながらどんどんこちらへ近づいてくる。

「どこの子だ？」

　しばらくして、ようやく男子のひとりがまっとうな疑問を口にしたが、当然答える者がいるわけはない。

「あ！　隆太おにいちゃん！」

　ふと、着ぐるみの魔法少女がこちらを見て目を大きく見開いた。

「華子、おにーちゃんまってるのにいつまでたってもこないから、おへやからでてきちゃった！　もう！　ちこくしないで、ってりじちょーねーさんにいわれたでしょ！」

　腰こしに手を当てて「めっ」という顔をすると、隆太の周囲で、その気のあるらしい男生徒が「うわあああ！」とか「萌もえええ」とか山羊やぎみたいな叫さけびをあげながらごろごろと転がった。

　女子からも黄色い声が改めて巻き起こる。

「え？　あの子、隆太君の知り合いなの？」

「間墨君の？」

　声が錯さく綜そうする中、少女はとってけてーという、着ぐるみに似合った軽快な足取りで隆太の前までやってきた。

「もう、お部屋にいこうよー！」

　手首を取って引っ張る。

「ま、間墨君？」

　戸と惑まどった声で礼奈が隆太の制服の袖そでを引っ張った。

「この子、知り合いなの？」

「いや、あの、ええっと、まあその」

　どう答えていいのか、完全に頭の中が真っ白になった隆太をよそに、別人と化した華子は、ひょい、と礼奈のほうを見上げた。

「おねーちゃんもびじんだね、ほうら、もっときれーになれー！　きゅるりらら、らりるるるるうー♪」

　そう声をあげながら、ステッキをくるくると回したりしながら礼奈を一周した。

「おねーちゃん、しあわせになあれ…………えいっ！」

　少女が両手で杖つえを振りかざして叫ぶと、ちょうど礼奈の頭のあたりでリング部分がちかっと一瞬光った。

　瞬間、隆太はそれが、派手な反射テープやネイルアート用の小物で飾かざり立たてられてはいるものの、この前自分達を「検査」した電磁パルスを発射するための装置だと気がついた。

「！」

　静電気がはじけたような小さな音がして、一瞬、礼奈の動きがとまったが、

「あー、おどろいた、急に光るんだもの」

　礼奈はそういって溜ため息いきをついた。

「うふふ、これでおねーちゃんはしあわせになりましたー！」

　舌っ足らずな声でいいながら、少女は隆太の腕に抱きついた。

「ね、いこいこ、おにーちゃん」

　にっこりと微笑む瞳ひとみに、一いつ瞬しゆん、いつもの華子の理性の輝かがやきが走ったのを見て、隆太はこれが礼奈を救うための芝しば居いだと確信した。

　あのメッセージはやはり無事に華子に届いていたのだ。

「いや、あのだ、ダメだよ華子ちゃん」

　もう「ヨカナーン」に対して演技を続ける必要はなかったが、他の生徒と、なによりも礼奈の手前、続行せねばならなかった。

「お、お兄ちゃんはまだ学校があるんだ、いいね？」

「むー」

　華子…………この場合は「華子ちゃん」とでも呼ぶべきかも知れない……はぷうっと頬を膨ふくらませ、唇くちびるを尖とがらせた。

「お願いだよ」

「おこってますよー」という意思表示か、隆太の顔に向けて杖がチカチカッと光る。

　もうどうすればいいのか判らず、隆太は思わず華子を拝んだ。

　いつの間にか即そつ興きよう芝居に巻き込まれているのだ、兵隊と学生とアマチュア造形師の経験しかない少年にはもうキャパシティの限界である。

「…………じゃあ、『いのや』の鯛たい焼やきとぉ、『らうれんてー』のチョコケーキと、えくれあで、がまんしてあげる」

「は、はい、わかりました」

　つい、いつもの口調になってしまったが、華子は「うん、よろしー」と芝居を続けた。

「じゃ、じゃあ華子ちゃん、後でね」

「うん」

　大きくこっくんと、子供らしく頷いて、少女は一度くるりと背を向けたが、二、三歩歩いたところでまた踵きびすを返し、にこっと笑った。

　そのまま、またトコトコと戻ってくる。

　背中のペガサスの羽がゆらゆらと可愛らしく揺ゆれた。

「えいっ！」

　少女の手に握られたステッキが少年の眼前で再び光った。

　瞬間、眼鏡のつるの中、何かがはじけるかすかな音を隆太は聞いた。

「ヨカナーン」の呪縛めいた監視から、自分が解放されたのだと理解する。

　安堵する暇も無く、

「おにーちゃん、あのね華子ね」

　華子はぎゅうっと眼を閉じながら隆太の腕に強くしがみついた。

（え？　あ、結構胸、あるんだ）

　身体のラインというものが全く見えない着ぐるみの下、意外に豊かな双そう球きゆうが有ることに気づいて隆太はたじろぐ。

　そして、華子は満面の笑え顔がおで隆太を見上げて言った。

「おにーちゃん、だーいすき！」







セグメント６　背後から撃うつ。そういうものでしょう？
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　華はな子こが帰ってからが大おお騒さわぎだった。

「隆りゆう太た、お前！」

　真っ先に首根っこをひっつかんだのは友人の蓮はす岡おか浩こう三ぞうだ。

「ロリコンは犯罪だぞ、判ってるのか？　都条例どころじゃないぞ、イギリスなら○×□を切り落とされた上に首に爆ばく発はつする首輪を装着させられて、一生国の監視下状態だぞ！」

「え？　隆太君ロリなの？」

「この場合むしろペドフィリアかもなー」

「なんてうらやましい！」

　やっかみ半分、茶ちや化かし半分。

　最近まであまり注目を浴びたりしなかったものの、この前の理事長室での一件以来、少々注目を…………それも「漢気あるなあ」というポジティブな方向で……集めている所へ格好の燃料が投下されたわけだ。

「ああ、華子たん可愛いよ華子たん！」

　真性なのか、それともポーズと洒落しやれなのか判らないが、ちょうど購買部の人の波が引き始めるあたりで目もく撃げき者しやも多かったので瞬またたく間まにクラスのお調子者たちがヒートアップしてしまった。

「よし、聞かせろ、何処まで行った」

「何処へも行ってない！　あの子の部屋から一歩も出てないよ！」

「何？　一歩も出ないでインコーに励はげんでいたのかこのケダモノ！」

「いやまて、むしろ何も無いプラトニックこそが美しい！」

「そうだ、ようじょは愛めでてこそ華はな！」

「そう、華だよ、ああ、華子たーん！」

「そうぢゃ、そうじゃよ華子たん！」

「なんて華子たん！」

「ああ素す晴ばらしい華子たん！」

「おお華子たん！」

「華子たん！」

　まるで暗黒神の復活を喜ぶ眷けん属ぞくや信者のような声が上がる中、一瞬にして昼休みの教室はお祭り騒ぎになった。

（うわぁ…………勘弁してくれえ）

　瞬く間に自分の周囲で発生し、自分を中心に燃え上がるこの騒ぎに、隆太は呆然としていた。

　元からノリは悪くないクラスメイトだと思っていたが、このところ大した話題もなくて無風状態だったのがなお悪かったようだ。

「ああ、なんということだ、あんな着ぐるみ少女がお前の恋こい人びとだったとは！」

「ちょっといい加減なこといわないで！」

　斉さい藤とう真ま中なかがサンドウィッチと牛乳片手に帰ってきて声をあげた。

「間ま墨すみくんには礼れい奈なっていう立派な恋人が……」

「ま、真中ちゃんっ！」

　慌てて礼奈が真中の口を押さえるが、飛び出だした言葉が元に戻もどるはずがない。

　燃えさかる炎ほのおの中に、さらにガソリンでバスケットボール大に膨らんだ風船をぶち込んだような騒ぎになった。




☆




「…………もう少し、何とか穏おん便びんな方法は無かったんですか？」

　精神的にはパスタ工場のパスタマシンにうっかり巻き込まれた見学者のような状態で、隆太はようやく秘密の図書室に顔を出した。

　ちなみに例の胸くその悪くなる監視カメラ付きの眼鏡は、それでも電波発信機、あるいは塗料の可能性はあるので、食堂で貰ったアルミホイルに包んで教室に残し、今はいつもの自前の眼鏡をかけている。

　とりあえず、今日もライオンのたてがみパーツを装着しているのは言うまでもない。

　幸い、クラスメイト達たちは飽あきっぽいのか、放課後の頃には「隆太は理事長の隠かくし子ごの子こ守もりをしている」ということで沈ちん静せい化かしてくれたのであるが。

　それでも、休み時間のたびに「いいなあ、『ようじょ』と放課後遊んでいるのかー」と勝手に納なつ得とくしたクラスメイトに冷やかされ、女子からは「ねーねー、あの子、また教室に来るの？」「甘いの、好きなの？」「やっぱり理事長だから高級スイーツとか食べてたりする？」とか聞かれまくりである。

　即興芝居の後始末で、思考も気力もほとほと疲つかれ切きっていた。

「いくらなんでもあれはインパクトありすぎです」

「でも、おかげで誰だれにも疑われなかったでしょう？」

「そりゃそうですが、もう少しその……」

「緊きん急きゆう事態で、私たちには人手がないんだもの、仕方がないわ」

　数時間前の「華子たん」が幻げん影えいだったことを証明するかのように、今度はキリンの着ぐるみ姿で華子はカモミールティーをすすった。

「それに、あなたが所属するメディア研究会の中では、幼女嗜し好こうは紳しん士しのたしなみ、と聞いたけど」

「それは変態という名の紳士たちがたしなんでるだけで、僕ぼくは違ちがいます」

　困ったモンだとは思うが、馬ば鹿かにするつもりは無かった。

　人間はどこかでファンタジーを信じていなければ生きていけない。

　何よりもそのファンタジーに救って貰ったから、隆太はいまココに居られるのだ。

「ああ、そうなの？」

　空とぼけているのか、本当にそう思っているのか、華子の無表情からは判らない。

「ところで、その手に提さげてるものは何？」

「［『いのや』の鯛焼きとぉ、『らうれんてー』のチョコケーキと、えくれあで、がまんしてあげる］って仰おつしやったでしょう？」

　そのことを本気にしたクラスメイトたちが、おもしろがって買ってきたのを、隆太に押しつけたのである。

　むろん、タダではない。「華子たんにあわせて！」という交こう換かん条件付きだ。

　とりあえず今日は勘弁して貰い、何とか逃げ出してきたのだが。

　まさか、この日本で、クラスメイト相手に「気配を消してやり過ごす」などということをやる羽目になろうとは思わなかった。

「ええ。演技にはリアルも混ぜておくべきだから」

　しれっとした顔で華子。

「では、いただくわ」

「それ食べたら、クラスメイトの前でまた華子たんをやることになりますよ」

「華子たん？」

「みんな、あなたのことをそう呼んでます」

「あなたは私をどう呼ぶの？」

「そういえば、呼んだことがないですね」

　考えてみれば、華子だって隆太の固有名詞を口にしたのは初見以来、今日が初めてだ。

「それに…………いいんですか？　姿を現したりして。『操り人にん形ぎよう』が他にいるかもしれないんですよ？」

　クラスメイト達が去った後、元の無表情の理性の塊かたまりに戻った華子へ、隆太が訊きく。

「ええ。あなたが動きづらくなるのは困るし、モチベーションが下がるのも困るから」

　落ち着いた表情になって、演技を終えた女優のように華子は紅茶を飲む。

「……そっちはいいんですか？　その…………」

「別に、むしろおかげで学校内をうろついても問題にはならないでしょうから、私もあなたも得をしたわ」

「…………とてもそうは思えませんけれど」

　むしろあれからが大変だった。

「私のことよりも自分のこと、そして捜そう査さのことを考えなさい」

　窘たしなめるように言う華子。

「それよりも、今度のことのおかげで相手の正体が見えてきたわ」

「？」

「訂てい正せい、居所ね……あの『ヨカナーン』、この学校の生徒よ」

「転入生とか…………？」

「残念ながらそんなわかりやすい存在じゃあないわ。この前の血液検査と電磁パルスによる『消毒』で、『操り人形』候補は八人、全員が『消毒』されたけど、それとは別に、妙みような結果が出た人間がふたりいるわ」

「誰です？」

「ひとりはあなたのクラスメイト」

「まさか……天あま沢ざわさんじゃ」

「天沢礼奈は最初から違うわ。おそらく、検査の直後にナノマシンを注入されて、体内電流の充じゆう電でんを待たずに、外部の電磁波で急速充電、そして強制起動させられたんでしょうね。あなたの携けい帯たい電話が『落ち』たのはそのせい」

「はあ」

「外部から電磁波を受けた影えい響きようよ……多分、レントゲン並みのレベルでしょうけど……そして、学校内の監視カメラで調べたけど、検査後、あなたの彼女と食事をした人物はひとり。そして、あの日、学校の門で天沢さんとあなたが接せつ触しよくして一緒に帰るのを確かく認にんした人物」

「まさか……」

　隆太は唖あ然ぜんとした。

　そんなはずはない、と感情が叫ぶ。

　彼女とは同じ部活をもう二年近くやっている。

　男女問わず世話好きで、からっとしていて、人を恨うらんだり、ねたんだりするような少女ではない。

　だが、確かに言われて見ればその通りだ。

　礼奈と隆太が一緒に帰ることも知っていたし、彼女が差し出せば、仲のいい礼奈は飲み物も食べ物も受け入れるだろう。眼鏡に甘い匂いがしてた理由はそれだ。

　第一、親友が自分に毒を盛るとは誰だって思わない。

「そう」

　華子の目は冷たく、腹立たしいほど理性的だった。

　小さな唇が動いて、その名前を口にする。
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　隆太が秘密の図書室を後にし、天沢礼奈を探すと、彼女は部室に居て、人形アニメの製作に没ぼつ頭とうしていた。

　人形アニメは微笑ましい動きをする代わりに製作現場はひどく神経を使う。

　騒そう音おんはともかく、振しん動どうが特に困るらしい。

　確かに、一ミリ、あるいは〇コンマ数ミリを動かしては撮影、しかも大がかりになればなるほど動かす場所は増えていく。

　以前、隆太が見たのは、コートを着けた老人が何も無い真っ白な空間を歩いていくだけだったが、手足だけではなく、その顎あごひげ、コートの裾すそ、袖、ベルト、「風」を表現する記号として舞まい上あがる木の葉、と数十カ所を微び妙みように動かし、どこをどう動かしたかを記録、一コマ撮影してはまた記録を参照しつつ数十カ所を動かす、という気の遠くなるような作業だ。

　確かに、ちょっとでも台が揺れて位置がずれるだけでも大変なことになる。

　数年前のこと、ある三年生の女生徒は「ミス邦ほう天てん」に選ばれるほどの美少女だったが、大作ゲームが発売されて数日、あまりに他の部員が遊びながら騒ぐので、とうとうキレ（ダンスゲームだったという）、怒ど鳴なり声ごえをあげながら壁かべを蹴けり飛とばして黙だまらせた。

　以後、防音、防ぼう振しんの装備とパーテーションが人形アニメ製作班には特別に与あたえられたほどだ。

　百円ショップで売っているピックアップツールとミニチュアの金床を組み合わせて作った人形アニメ専用の定規を幾いくつも駆く使ししながら、前の状態からどれぐらい、何を動かしたかを見つつ、傍かたわらにあるボードに記入。

　それから少女は一メートル四方のテーブルの前に三さん脚きやくで固定された（その三脚もよく見ると、動かないように机から伸びた角材にボルトと金具で固定されている）デジタルビデオカメラを、ノートパソコンをつかって一コマだけシャッターを切った。

　側そばの壁にある絵コンテに何か書き込んだ後、また微妙に動かし、ボードに記入して、シャッター。

　礼奈の顔は真しん剣けんそのもので、いつもの子犬のような感じとは打って変わった厳しい職人の顔だった。

（へえ……）

　いつもおどおどしてたり、真っ赤になってたり、穏おだやかな表情の礼奈しか見なかった隆太としては、意外な一面をみた気がした。

（いい表情かおしてるなあ）

　集中している礼奈の顔を、少年は初めて「可愛らしい」ではなく「美しい」と思った。

　少女はまだ作業を続けている。

　隆太が来てからそんな恐おそろしいほど神経質かつ集中せねばならぬ作業を三十回ほど繰くり返かえし…………溜息をついた礼奈は、ようやく隆太に気づいて真っ赤になった。

「あ、あの、ご、ごめんなさい、時間つぶしに少しでも進めておこうって思ったら、つい、夢中になっちゃって」

　いつもの天沢礼奈。

　これはもちろん好きだ。

「いや、いいよ」

　にっこりと隆太は微笑んだ。昨日とは違う質と種類の、胸にずっしりと沈しずみ込んだ重いものが、少し軽くなった気がする。

「今日は…………斉藤さん、居ないんだね」

「ま、真中は今日は先に帰るって…………なんか、あ、あのこ変な気を回してて」

「…………そうか」

　内心、安あん堵どの溜息をつく。

　今、斉藤真中にどんな顔をして会えばいいのか、隆太には判らない。

　ふたりは外へ出た。

　部室長屋を出て、校舎沿いに歩き、正門から外に出る。

　秋の日はもう完全に落ちる寸前で、大分暗くなっていた。

「あ、あのま、ます…………りゅ、隆太君」

「うん」

　ふたりは並んで歩く。

「あの…………隆太君、って呼んでいい？」

「いいよ」

　礼奈のような女の子にとっては、男を姓せいではなくて名前で呼ぶだけでも冒ぼう険けんなんだと隆太は理解した。

　冒険してくれるなら、こちらも同じように冒険しなければ釣つり合あわない。

「あの…………僕も、その、礼奈さんで、いいかな？」

　でも、これは冒険なのだろうか？　単に図ずう々ずうしいお願いではないのか。

　逡しゆん巡じゆんは、しかし、少女の横顔が頷くことで終わった。

　安堵と歓よろこびがゆっくりと体中を巡めぐっていく。

　ふたりは、友達にしては近く、それ以上の関係にしては遠い距きよ離りを保って歩く。

「そ、そういえば、やっぱその、あま…………じゃなかった、礼奈さんは、その、えーと、川本喜き八はち郎ろうさんとか、好きなの？　あと、えーとロシアのカチャーノフとか、アメリカのハリー・ハウゼンとか」

　彼女が人形アニメが好きで自分でも作っていると知ってから、ウェブで必死になって詰め込んだ知識を隆太は口にした。

「あ、あのご、ごめんなさい…………私、人形アニメは好きだけど、監かん督とくさんの名前とか、覚えるの、苦手で……」

「あ、いや、あの」

　隆太は慌てた。

　オタク同士のコミュニケーションの基本は「スタッフの名前を覚える」ことから始まるのだとばかり思い込んできたのだから無理もない。

　礼奈は本当にすまなさそうに小さく肩かたをすくめ、

「恥ずかしいけど、私、人形がちまちま動くのが本当に好きなだけで……だから、テクニックとか、演出とかあんまり判らないの…………ごめんなさい」

　おそらく、そういう話題を仲間内で振られて、判らない自分にコンプレックスを覚えているのだろう、礼奈は本当に申し訳なさそうだった。

「い、いや謝あやまる事じゃないよ、むしろ凄すごいよ、好きなだけであそこまで作れるなんて」

　同時に隆太は、純じゆん粋すいにオタクとして驚おどろいていた。

　あの老人の人形アニメを、理論とかではなく、「好きだから」だけで作れるものなのか。

　考えてみれば、映画草創期の映画人たちは、皆みな、そんなもの無しにものを作っていた筈はずだ。

　だが。

（信じられない）

　隆太はそう思った。

　素晴らしいものを作るにはそれなりの知識がいる。理り屈くつや理論がいる。

　しかもそれは常に「自分専用」のものなのだ。

　だからオタクは基本的に好きなものに対しては驚くほど勤勉で、知識をため込み、それを互たがいにぶつけ合うことで自分を高めていくのが常だ。

　が、目の前にいるこの少女は、「好き」というだけで理屈や理論を使ってなおかつ実じつ践せんする連中と同じ……あるいはそれ以上…………のものを作っている。

　いや、まだ完成しては居ないから「作りつつある」。

　少年は、初めて少女を尊敬の眼めで見つめた。

　礼奈はひたすら恥じたように顔を伏せている。

「そうか、そういう人もいるんだ……」

　思わず呟つぶやいた。

　そう言えば、以前、部長が冗じよう談だん混じりに言っていた…………正確にはある落語の台詞せりふらしいが、「○○の国からやってきた人」とでも言うべき、「知識や理屈無しで出来てしまう」人というものが、存在するという事実を、ようやく少年は認にん識しきした。

「じゃ、じゃあ天沢さんが人形アニメにハマったというか、自分でもやりたい、って思ったのはどういうきっかけだったの？」

　お世辞や、社交辞令としての会話の接つぎ穂ほではなく、本気でそのことが知りたくて少年は尋たずねた。

「えっと、それはね」

　ほっとした表情で礼奈は隆太を見上げ、会話を再開した。

「幼よう稚ち園えんの頃に見た外国の、耳が大きなお猿さるさんというか、熊くまみたいなというか……そんな可愛らしい人形が動くアニメが好きでね、私、それを最後まで見るために『おなかが痛い』って嘘付いて幼稚園に遅ち刻こくして……」

　駅まで十五分の道のりは、中学に入学して、少女がずっと覚えていたその人形アニメの名前が「チェブラーシカ」と知って、クリスマスのプレゼントとして両親に買って貰もらう所で終わった。

「じゃ、じゃあここで」

　とても残念な気分で、隆太は片手をあげた。

「あのっ」

　息を詰まらせるように、礼奈が拳こぶしを握って口を開いた。

「私、その、あの…………ええっと、あの」

　何かを言おうとして、何を言えばいいのか判らないらしい。

　ただ、このまま「さよなら」は辛つらいのだと隆太は察した。

「あんまり話出来なかったけど、俺」

　初めて女性相手に「俺」という一いち人にん称しようをつかった。

「俺…………楽しかった。また、明日も一緒に帰っていいかな？」

　言ってからそれが昔やった恋れん愛あいゲームの別わかれ際ぎわの選択肢の一つだったと気づく。

　確か、そのゲームでは古風な茶さ道どう部ぶの少女との別れ際に出て、間ま違ちがいの選択肢だったはずだ…………正解は黙って手を振るだけ。

　だが、天沢礼奈には正しかったらしい。

　みるみる、顔色が明るくなった。

「はい！」

　頭の奥おくで、あのゲームの中、正しい選択肢を選んだときの鐘かねの音が連続して聞こえた。

（ああ、そういえば絵本の話、しなかったな）

　そんなことも同時に頭をよぎったが、すぐに鐘の音のほうが大きくなって忘れた。

「じゃあ、また、明日」

　にっこり笑って手を上げる。

　少女は改札で手を振った。

　隆太と違い、彼女はここからバスで帰るのだ。

　後ろを向いて手を振りながら、少年はなるべくゆっくりとホームへの階段を上る。

　馬鹿なことに最後は身をかがめてまで少女に手を振り続けた。

　人生でセーブポイントがあれば、絶対ここで…………いや、今から数分前に作る、と隆太は頭の片かた隅すみで思う。

　そして、これから数時間のことは絶対に忘れる。

　人生が、人の記き憶おくがハードディスクであれば絶対にそうしてる。
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　古いアパートの我わが家やに帰る頃には、宅配業者が大家に荷物を預けていた。

「いつもすみません」と、家賃を取りに来るとき以外はあまり会いたくない無愛想な老ろう婆ばに頭をさげて、隆太はその一ひと抱かかえはある段ボール…………ゆうパックの「特大」とほぼ同じ大きさ（ただし厚みは半分）の箱を持って部屋に入る。

　荷の中身に「マザーボード」と書かれ、取とり扱あつかい注ちゆう意いステッカーの貼はられた箱を開けた。

　箱の中にはエアクッションにくるまれた、プラスティックのアタッシュケース風のものがひとつと、ゆうパック「小」クラスのものが二つ。

　あとは濃のう紺こんとも黒とも付かない衣装。

　一いつ般ぱんの日本人にはなじみのない匂いをかすかに嗅かいで、隆太の顔が疲れたものになる。

　これは、彼かれにとっては「敵」の匂いだった。

　アメリカ製のガンオイルの匂い。

　習ならい性しようの悲しさ、アニメグッズや通つう販はんのＤＶＤの包装を解くように、丁てい寧ねいにエアクッションをカッターで切り開いて、中身を取り出す。

　アタッシュケースに複雑な鍵かぎはない。取っ手の左右のパーツを横にスライドすると開いた。

　ウレタンマットが敷しき詰められた中には、折りたたまれた紙し片へんがひとつ、大型リボルバーが一挺ちよう、消音器を取り付けたサブマシンガンが一挺とその予備弾だん倉そうが三つ。

　鞘さや付きの、先が曲がったナイフが一本。

「…………」

　少年は溜息をついて、それらを取りだし、ざっと点検した。

　どれも新品同様だ。

　よく手入れされていて、素人しろうとなら新品と信じ込むかも知れない。

　だが、引き金トリガーを含ふくめた各所は、触さわってみれば丁寧に再加工と「慣らし」をされていると判る。

　ドイツ製のＭＰ５はともかく、アメリカ製のＭ29は最近のものだと機械加工のみで人の手による仕上げがないから、トリガー周りはすぐに判る。

　弾だん丸がんはどれもひと山いくらの安物ではなく、名前の知れたメーカーのものだ。

　ＭＰ５用の九ミリ弾だんを一発軽く手に持ってみると、いささか軽い。

「ちゃんと亜音速弾サブソニツクにしてくれたのか」

　消音器サイレンサーが付いていても、弾が通常だと音速を超こえているので、その時の衝しよう撃げき波はがかなりの音を立てる。

　火薬の量を減らした亜音速弾ならその心配は無い。

　暗視装置の類たぐいは要求しなかった。

　今でも、隆太の視力はアフリカの時と同じだし、夜目も利きく。

　完全分解している時間は無かった。

　どちらにせよ、相手が次の手を打ってくる前に、全すべてを片付ける必要がある。

（今日、夜が終わるまでに全てを終わらせる）

　そう決めていた。

　機械的に空の弾倉に弾だん薬やくを装そう填てん、服を同どう梱こんされていたタクティカルベストと黒い戦闘服コンバツトドレスに着き替がえる。

　衣きぬ擦ずれの音と、弾丸を込めるときに起こる金属の小さな音以外は何も響ひびかない。

　弾倉は三〇発入るが、余よ裕ゆうを持たさないと弾が詰まるので二十八発にとどめる。

　一発でもいいが、二発少なくするのはアフリカでＡＫをつかっている時以来のおまじないだ。

　アニメや漫まん画がでは「戦闘服」というと装そう甲こうで覆おおわれていたりするものだが、残念ながら現実の戦闘服は一部の防ぼう弾だん性能を除いて動きやすい服、という程度の意味しかない。

　コンバットブーツは必要としなかった。

　アフリカでも裸足はだし、せいぜいスニーカーだった隆太にとって、むしろ履はき慣なれないものは危あやうい。

　代わりにバスケットシューズにする。

　さらに防弾ベストを兼かねた分厚いタクティカルベストを一度着けて装備の位置を調整。

　それらを一度脱ぬぎ、ホルスターに収めたり、肩かた紐ひもを装着していつでも使えるようにしたＭＰ５をエアクッションでくるむ。

　全てが終わると、たっぷり一時間は経過していた。

　夜も十時を回っている。

　最初の目的地に着く頃ころにはちょうどいい時間だろう。

　最後に、折りたたまれた紙片を広げ、中身を頭に焼き付けて、紙にガスコンロで火をつけ、流しに放ほうり出す。

　流しに水を流すと、「じゅっ」という音がして火が消えた。

　生徒手帳など、身分を証明するものは持たないが、現金…………小こ銭ぜにはともかく、札だけは抜ぬいて、尻しりポケットに入れておく。

　後片付けをして、ガス周りもチェック、タクティカルベストを脱いで、同じく同梱されていた大きめのコールマン製デイパックに詰め込むと、片手にガンケースを持って部屋を出る。

　鍵をかけた。

（そう言えば『帰ってくる』場所がある状態で戦せん闘とうするなんて初めてだな）

　苦笑いする。

　出来れば警察の手にゆだねてしまいたかったが、もうそういう話ではない。

　相手は手て駒ごまを失い、正体という最大のアドバンスも失った。

　多分そのことにもう気づいている。最後に眼鏡に写った華子の正体も察してるかも。

　絶体絶命であり、普ふ通つうの神経なら逃とう亡ぼうを企くわだてるだろうが、おそらく違うだろう、と隆太と華子の意見は一いつ致ちしていた。

　追い詰められた瞬間は、実を言えば逆転の最後の機会でもある。

　そこで追う側が気を抜いた瞬間、追い詰められたネズミの歯が、猫ねこの鼻先に食い込む事になるのだ。

　ゲリラ時代、しぶとい指揮官は敵味方問わず、その瞬間を見み逃のがさないのを隆太は知っている。

　だとすれば後は速度の問題だ。

　どちらがより早く、とどめの一いち撃げきを相手に放つか、の。

　遅ければ逆転される。

　アパートを出て、路地を曲がると、ちょうど約束の時間になった。

　ヘッドライトが近づいてくる。

　驚くほど静かなエンジン音の中、車は停とまり、パワーウィンドウが開いた。

「待たせたかね？」

　驚いたことに車はベンツで、運転しているのは理事長だった。

　まあ、まさか華子が運転してくることはないだろうと思っていたが。

「後ろだ」

「あの…………どういうことです？」

　車に乗り込みながら隆太が尋ねた。

「華子に聞かなかったか？　我々は人員不足なんだ。私もこんな荒あらっぽいことは初めてだし…………君が要求した装備類を整えるのはコネでなんとかなったが、さすがに信用できる運転手を探すところまでは無理でな」

　考えてみれば、映画じゃあるまいしこういう場合運転を引き受けてくれる「何でも屋」とか「運び屋」がそうそう居るわけはない。

「いいんですか？」

「君が仕事に失敗したら見捨てる、そりゃもうあっさりと、な」

　だから気にするな、ということなのだろう。

「判りました」

　中ちゆう途と半はん端ぱな距離の場合、電車なら時間がかかるが車だとすぐだ。

　その間に隆太はデイパックを開いて中から最後の荷物…………迷めい彩さいメイクの為ためのセットを取りだし、顔に塗ぬりたくり始めた。

　ジャングルなどとは違い、こういう場合は黒と茶系統を交こう互ごに塗って、顔の凹おう凸とつを判らなくする。

　いささか神経質に見える行こう為いだが、万が一、目撃者が出たとしても、素す顔がおでいるのと、こういうメイクで顔を覆うのとでは、相手の記憶が違ってくる。

　それに、人の顔というのは、そのままでは結構光を反射するものなのである。

　多少日に焼けていようが居まいが、白人、黄色人種に限らず、黒人以外の肌はだを持つものは皆そうだ。

　さらに、もう一つ光を反射するもの…………髪かみの毛けを覆うために眼の部分だけ出したマスクをすっぽりと頭から被かぶる。

　タクティカルベストと、拳けん銃じゆう類を身にまとうが、ＭＰ５はまだ取り出さない。

　計算通り、ちょうど車はその頃になって目的地の近くに着いた。

「では、四十五分待っても来ないか、周囲が騒さわがしくなってきたらすぐに立ち去ってください」

　五十分でも三十分でもないのは、割り切れない中途半端な時間のほうがむしろ素人は克こく明めいに覚え、指定通りに行動しやすくなるからだ。

「判ってる」

　理事長はしっかりと頷いた。
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　携帯電話が鳴った。

　風ふ呂ろ上がりで、バスタオル一枚でくつろいでいた天沢怜れい奈なは、慌てて眼鏡を探してかけると、机の上のシート型充電器クレイドルに寝ねかせてあった携帯電話を取った。

　着信音で相手は判っている。

「あ、真中ちゃん？」

『ちーっす。礼奈、今いい？』

　微妙に親友の声が湿しめっていることに、礼奈は気がついた。

「うん、ちょうどお風呂から上がったトコだから」

『で、どうだったの？』

「うん、一緒に帰れた」

　少女は風呂上がりであること以上の理由で顔を赤くしながら答えた。

　ベッドの上に思わず正座してしまう。

『おっし、一歩前進だね。隆太君、結構ニブいから、もっとガンガン攻せめていきなよ』

　相変わらずショートカットの友人は元気で、自分を励ましてくれる。

　姉のような親友。

「…………うん」

『あと…………さ、礼奈が上手うまくいったみたいだから、正直に言うんだけど……』

「？」

『あたしも……ね、実はその……上手く…………いった』

「え！」

　一応、長年の親友なので真中に誰か「大事な人」がいるのは知っている。

　さすがに、それを聞くことは出来なかったが、まさか嬉うれしいことが重なるとは。

　礼奈は満面に笑顔と興味を輝かせ、勢い込んで携帯電話を握りしめる。

「本当に！？」

『うん、コクったら、一度ダメだったんだけど……翌日に、受けてもらった……だから今、凄く幸せ』

「そうなんだ！」

『うん……気づいてた？』

「いちおう、ほら、親友だから……でも、誰なの？」

『あ、明日…………いや、あの、そのうち、教える…………いや、えーと、あの』

　電話の向こうで逡巡する真中。

　もとテニス部で、その「大事な人」のために部活をメディア研究会に乗のり換かえたと知っているから、礼奈はあえて黙った。

　自分が間墨隆太が好きだという事実を初めて打ち明けたときも、彼女は黙って待っていてくれたから。

『その…………高たか岡おか部長』

「えー！」

　驚き半分、納得が半分。

　たしかに、あの部長となら、真中には心のレベルで似合いだろう。

　どちらも面めん倒どう見みが良くて、大人。

　少女らしく、礼奈も男の外見は大事だと思うが、それは絶対に美形のみ、というわけではないと隆太を好きになって気づいている。

　何も知らない連中は色々騒ぐかも知れないが、今度は自分が真中の側そばに付いてやるべきだ、と礼奈は決意していた。

『意外？』

「ううん、違う、違う、絶対違う、お似合いだと思う。絶対！」

　知らず、拳を握りしめて礼奈。

『…………ありがとう』

　少女の声にはほっとした響きがあった。

『笑われないか、って怖こわかったんだ』

「そんなこと絶対しない！　だって部長さん、ちょっと痩やせたら絶対に格かつ好こいいし、大人だし、いい人だし！」

『うん…………ありがとう』

　じゃあ、切るね、と真中は湿った声で言った。

『また、明日。学校で』

「うん、色々聞かせてね、絶対だよ」

『うん…………ごめんね』

　電話は切れた。

「そうかあ…………部長さんだったのかぁ」

　言って、礼奈はごろり、とベッドの上に仰あお向むけになった。

「でもよかった……」

　このところ、いいことだらけのような気がする。

　あとはこのままの幸運の勢いで、受験とかが……とか脳天気なことを考えている自分に気づき、礼奈は自分自身の脳天気さに苦笑した。

　最後の「ごめんね」の意味を、少女はただ「いままで部長のことを話さなかった事実に対して」と思っている。
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　同じ夜の別の場所。

　チャットルーム。

＃え？　あのひと結局「お助けボタン」押しちゃったの？

＠もう少しいい名めい称しようないのかね、あれ？

＊いいんだよ、褒ほめられたモンじゃないんだからああいう間ま抜ぬけなネーミングでだいいちあのひとはそんなダセエまねしないんじゃなかったけか？以前俺にそう言っていばりちらしてたぞ？アレ改行が出来ない

＃で、何ポイント貯たまってたっけ？

＠未納分が有るから差し引いてえーとワンオーダー

＃少ないね

＠まあ、会費未納が痛かったね　保険にはお金かけないと行けないってことで

〔＊さんが退出しました〕

〔＊さんが入室しました〕

＊そういえばここは改行とか反映されないんだったな、スマヌ

＃別にいいよ、呼んでなかったから（ｗ

＠ひでえ（ｗ

＃でも＊さん、本当にあの時怒おこってたから、言うことの意味はわかる

＠同意ー　おれもあの人あんまり好きじゃなかった　すぐ威い張ばるし

＊なんか腹立つナー（ｗ　おまえさんたちは俺を馬鹿にしてるのか同情してくれてるのか

＊まあ、いいけどさ

＠ともあれさ、まああのひともこれでおしまいだよね

＃まだ一回再チャレンジがあるだろ？

＠このゲームで、この段階でボタンを押して助かった奴やつはいないよ

＠切り札と必ひつ殺さつ技わざは違うもの、切り札は最初のうちに切って、相手を警けい戒かいさせて隙すきを作るようにするのがベストさ　二流相手なら最後でもカタがつくけど、さてどうかな？

＊あのひとシネマーいいのに

＠明日には判るよ

＊ああ、たのしみだー
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　外へ出ると、住宅地はすでに真っ暗だった。

　深夜を一時間ほど過ぎている。

　バブル時代に勢いで開かい拓たくされた地帯だが、崩ほう壊かい後もそれなりに維い持じされた幸運な町…………言いい換えると、適度に人が多くて、これからの仕事には少々注意が必要な場所。

　今の隆太の目には同じデザインの家が建ち並ぶ様は墓場にも思えるが、単にそれは中の人々が眠ねむっているからだ。

　ウィークデイの夜ともなれば、そういうものが「普通」の生活なのだから。

　我とその風景の中に居る人達を比べて、というような精神の動きは、ひたすらまっすぐに、目的地までただ一直線に壁を乗り越こえ、屋根を走る今の隆太には無かった。

　これからやらねばならぬ事に対する、機械のような手順と、予測される行為への対応シミュレーションのみで埋うめ尽つくされている。

　道を通らないのは目もく撃げきの可能性を下げるためだ……これも、ゲリラ時代の知恵である。

　人間は物音や不ふ審しんな気配を外に感じてまず見るのは道路、およびそこに面した庭で、屋根の上や塀へいの上は滅めつ多たに見ることはない。

　だから、ひたすらまっすぐに走る…………フランスから来た何族かも判らぬ黒人兵が教えてくれたこの技術はどうやらフリーランニングというものらしいが、隆太にとってはどうでもいいことだ。

　目的地の五十メートルほど手前で、隆太はあらかじめ開けたままにしていたデイパックの中に手を突っ込み、ＭＰ５を取り出した。

　掌てのひらをかざして銃じゆう身しんの下に装着されたレーザーポインターの点灯と、コッキングハンドルを軽く引いて初弾が装填されていることを確かめる。

　肩紐スリングを首に通した。

　表札を確かめ、月も隠れた薄うす暗ぐらい光の中、何か仕し掛かけがないかを確認して、塀を乗り越え、庭に出る。

　四十坪つぼほどの家の庭は、それなりに広い。

　だが、芝しばは以前の手入れの良さであまり目立たないが、かなり伸のびていたし、犬小屋は何年も経たっていて、犬の匂においもするのに、中には居ない。側に打ち込まれた杭くいに、鎖くさりだけが中途半端な長さで伸びている。

「…………」

　即そく座ざに塀へい際ぎわの茂しげみに隠れたまま、隆太は意識を建物の中に集中させた。

　人の気配はかすかにするだけだ。

　銃じゆうを構えたまま、庭に面したアルミサッシへ近づく。

　よほどこの辺は治安がいいのだろう、窓ガラスにセキュリティシステムの類たぐいは無かった。

　上と下の鍵の周囲ではなく、レバー部分のあたりへ、車用の脱だつ出しゆつハンマーをつかって穴を開ける。

　普通のハンマーと違い、力が一点に集中するので大きな音が立たない。

　割れる範はん囲いは狭せまいが、後はハンマーの柄えの部分を押し込んでしまえば、回転式の鍵は開く。

　待まち伏ぶせしているのだから別に窓をたたき割っても構わないが、ご近所が目を覚ましたら事だからだ。

　サッシを開けると中に入ってすぐ横へ移動。

　ここはリビングらしい。

　応接セットだ。

　テーブルとソファ。壁には四〇インチの液えき晶しようテレビがかかっていて、分配機能付きのＣＳチューナーにＨＤＤレコーダーと、それ用のソフトが収まったＡＶラックが重じゆう厚こうなガラス面を見せている。

　他人の家でしか見たことのない代しろ物もの。裕ゆう福ふくさの証あかし。

　だが、不自然だった。

　一テラの容量を持つＨＤＤレコーダーの表示は、ハードディスクが満まん杯ぱいになって自動削さく除じよをしているという意味の「警告」マークが点てん滅めつしてる。

　よく見れば、ソファにもテーブルにも微妙に埃ほこりが積もっている。

　少なくとも、ここ一週間、掃そう除じしていない。

　ここの家族は四人。両親と弟と、今回の標的。

　一家四人で暮らしていて、リビングに足を踏ふみ入いれないようなことがあるだろうか。

　だが、隆太はサブマシンガンを構え、ゆっくりと家の奥へ入っていく。

　廊ろう下かに出た。

　台所、トイレ、応接間…………どれにも人の気配はない。

　廊下の奥、二階へあがる階段へ向かおうとして、そこでようやく隆太は人の気配を感知した。

　階段の方から。

　ゆっくりと廊下の壁かべ際ぎわまで寄って、目を凝こらしてみると、階段の陰かげにドアノブの光が見えた。

　階段下にあるもの入れの中にひとりいる。

　隆太が階段を上り始めたら、後ろに回って撃つつもりか、それとも階段の下から撃つつもりか。

　台所にそっと戻ると、少年は椅い子すをひとつ持って戻った。

　目測を計り、片手でそっと椅子を投げる。

　派手な音がして、椅子はちょうどドアと廊下の壁の間に挟はさまる形で落下した。

　相手の気配が一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたがすぐに収まる。

　下手に動くと不味まずい、と判断したのだろう。

　これで判わかった。

　相手は階段の中から、こちらを撃ち抜くだけの威い力りよくを持ったライフル弾だんか、それに等しい破は壊かい力りよくの武器を所有している。

　こちらは消音性のみを考えて、ＭＰ５には火薬の減らした亜音速弾しかない。

　だとすればここは一手しかなかった。

　腰こしの背後に回したホルスターから、リボルバーを引ひき抜き、ＭＰは肩紐で吊つったまま後ろに回して、両手で構える。

　身を沈めながら片かた膝ひざ立ちになって、階段の真正面ではなく、側面、椅子によって封ふうじられたドアのあたりを狙ねらう。

　撃鉄は起こさない。その余裕は無かった。

　そのまま三発撃った。

　こちらはいざという時のために完全被甲弾フルメタル・ジヤケツトと、先せん端たんの鉛なまりを露ろ出しゆつさせた半被甲弾パーシヤル・ジヤケツトを交互に入れてある。

　走った。

　弾丸が相手の急所に当たっているとは思えないし、銃じゆう声せいを轟とどろかせた以上、長居は出来ない。

　だが、三発のマグナム弾は十分に相手を恐きよう慌こうさせてくれたらしい。

　隆太が走り始めたとほぼ同時に、階段の真ん中の数段が内側から吹ふき飛んだ。

　相手の武器が判明する。

　散さん弾だん銃じゆうだ。それも鹿しか撃うち用の十二番口径ゲージではなく、熊くま狩がり用の十番ゲージ、通つう称しよう「ロード・ブロック」と呼ばれる大型の奴だ。

　それを肯こう定ていするかのように銃声のあと、鋭するどい金属の装填音がした。

　ポンプアクションのショットガン。

　素す直なおに待ち伏せしていれば、隆太の勝ち目は薄うすかったかもしれない。

　先台フオア・エンドを操作した音よりやや低めを狙って二発撃ち込み、隆太はＭＰ５に持もち替かえた。

　本当なら空になりかけたリボルバーの弾を装填したいところだが、今は拙せつ速そくさが優先される。

　階段を駆かけ上のぼりながら、先ほど開いた破は壊かい口へＭＰ５を向けて短く引き金を引く。

　逃にげ場ばのないまま、頭上から九ミリパラベラムを浴びせられ、手て応ごたえと血臭しゆうと共に、中にいた人物から命の抜け落おちる気配があった。

　確認する必要も暇ひまも無いまま、隆太は階段を上り終える直前、床ゆかすれすれになるように頭の上に構えたＭＰ５を撃つ。

　足首を撃ち抜かれて悲鳴をあげながら待ち伏せしていた相手が転がった。

　手を離はなれたイングラムのＭ９が、太いサイレンサーをつけた状態で壁にぶつかり、隆太の足あし下もとまで転がってくる。

「ひぃいいいっ、ひいぃいっ、痛い、痛いぃいいいっ！」

　悲鳴を上げているのは、隆太と同じぐらいの年齢の少年だった。

　苦痛に情けなく歪ゆがんでいるが、唇にピアス、眉まゆを剃そり落とした顔は酷こく薄はくで、真顔ですごめばそこいらの不良では太刀たち打うちできないような凄みが辛かろうじて読み取れた。

　おそらく彼の仲間内では「人を殺せる」精神を持っていることがステイタスなのだろう。

　格好こそ隆太と同じようなタクティカル・ベストと戦闘服だが、洒落しやれたつもりか、胸にカラスの足あし跡あとのようなピースマークバッジを着けている。

　それが夜の闇やみの中に一いつ瞬しゆんだけ光を反射させ、隆太にＭＰ５を撃たせたのだ。

　数発の九ミリ弾で撃たれたことで足首の関節ごと破壊された少年は、涙なみだと鼻水で顔をぐずぐずにして足首を押おさえて転げ回った。

「畜ちく生しよう、畜生畜生、撃うちやがって俺おれを撃ちやがって痛えよ痛えよいてえええええ！」

　階段を上がりきると、そこは両親の書しよ斎さいと寝しん室しつ、弟の部屋、奥に標的の部屋があった。

　以前、遊びに来た時のまま。

　知り合いの家に「お呼ばれ」するなんてことは初めてで、緊きん張ちようしていたため、ここから先以外は覚えていなかったが。

　気配を探さぐりながら、機械的に手は動き、まだ数発残っている弾倉を新しいものに換える。

　戦場では暇さえあれば弾倉を新しく取とり替えておくのが重要だ。

　敵は、弾だん倉そう交こう換かんを待ってはくれない。

　その間も意識は四方の気配を探る。

　ちょうど高校生になった時に出来た家だから、自分が一番広い部屋を貰ったと笑っていたことを頭の片隅で他人事のように思い出しながら、腰の拳けん銃じゆうに手をかけることもせず、なおもわめき続けている足首を撃たれ少年の襟えり首くびをひっつかみ、立ち上がらせながら、左右に銃じゆう口こうを向け、引き金を引く。

　ワン・テンポずれて寝室と奥の部屋から飛び出した連中は躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いたが、身をかがめた隆太は、肉の盾たてをかざして走った。

　盾にされた少年の悲鳴に重なって、Ｍ４ライフルらしい銃声。

　五・五六ミリの高速弾とはいえ、優ゆう秀しゆうな防弾ベストと人体ひとつあれば何とか一瞬はしのげる。

　ＭＰ５が最初に寝室、次に奥の部屋の相手の顔面に銃じゆう弾だんを炸さく裂れつさせ、豆とう腐ふをつめた水風船のようになった死体が倒たおれ込む中、隆太はすでに絶命した盾ごと、奥の部屋へと転がり込み、そのまま奥にいた人ひと影かげめがけて引き金を引いた。

　長い髪かみが翻ひるがえり、九ミリ弾を避よける。

　背後の新建材で出来た壁に弾だん痕こんが走り、人影を追った。

　あの時、貸してくれたＤＶＤの、販はん促そく用ポスターに穴が開き、動画サイトを教えてくれた時につかったパソコンの液晶が粉ふん砕さいされる。

　たっぷりと様々な種類のＤＶＤが詰つまったＡＶラックは父親から譲ゆずられた古いものだと聞いたが、それも銃弾で破壊された。

　躊躇はない。

　いまここにいるのは間墨隆太というメディア研究会の副部長ではないからだ。

　アフリカで戦っていた子供兵が、自分の戦いを続けているだけに他ならない。

　隆太は盾代わりの人体を棄すて、左手の壁沿いに部屋の奥へと転がり、人影はそれから逃のがれて窓まど際ぎわへ移動する。

　高校生には分不相応な二十畳じよう近い空間をふたりはほぼ半周した。

　弾倉が切れた。

　腹部にあるマガジンポーチから新しい弾倉を抜いて、装填する暇は無かった。

　ワンピースを翻し、人影が手に光るものを持って目の前にいつの間にか現れていた。

　一瞬で五メートル近い距離を飛んだと思った瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さに盾にしたＭＰ５の消音器部分が切断された。

　細い手が握にぎるのは剃刀かみそり。

　美容師が使うそれは、確かに戦車の砲ほう身しんと同じタングステンで出来ているが、硬こう度どで劣おとるとはいえ、ステンレス・スチールを切断するには恐るべき正確さと速さが必要だ。

　振ふり抜かれた手首が返って、今度こそ隆太の喉のどへめがけ、まっすぐな軌き道どうを描えがき始めるのを隆太は無感動な眼で眺ながめた。

　隆太はリボルバーではなく、その隣となりのパウチに収まった平べったい小さな機械を取りだし、相手の額に押し当あてた。

　掌大の、百円ショップで売ってるような簡易ルームライトを思わせる外観のそれは、側面のスイッチを入れ、相手に押し当てることで作動する。

　ナノマシンを破壊する電磁パルス発射装置…………その簡易版である。

　昨日、華子から隆太へかかってきた携帯電話は、これを引き取りに来るようにと言う連れん絡らくが主目的だったのだ。

　今日、ようやく受け取ったそれは、一瞬フラッシュを焚たいたように輝き、電磁パルスが脳内のナノマシンを破壊した時に発生する神経電流の過か負ふ荷か状態で相手の身体をびくん、と硬こう直ちよくさせた。

　隆太が横に転がって、壁にぶち当たる寸前に立ち上がると、相手は硬直したことでよろめき、何とか持ち直す所だった。

　頭から外れたウィッグが、本物の毛もう髪はつよりやや重めにゆらぎ、そよぐ中、呆ぼう然ぜんと見開かれた少女の顔を、隆太は銃を構えたまま、見つめた。

　部活で見慣れた、活発そうな姐あね御ご肌はだのショートヘア。

　斉藤真中。

「やっぱり……」

　溜ため息いきが少年の口から漏もれる。

　ここに彼かの女じよが居いると言うことは、自分達の推測が正しく、相手の動きがそれより上うわ手てだったという証明に他ならない。

「大丈夫…………かね？」

　兵士としてではなく、高校生の間墨隆太として、少年は声をかけ、あわててその途と中ちゆうで声こわ色いろと口調を変えた。

　ナノマシンの効力が消えた以上、真中はただの少女に戻っている筈だ。
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　しばらく後こう遺い症しようとして記憶の混乱と、筋力の増強効果が残るだろうが、普ふ段だんの生活に戻れば、それもひと月ほどで元に戻る…………まして元テニス部員だからある程度身体は出来ているだろう。

　となればこんな格好をしてこんなことをしている自分のことなど、知って欲ほしくは無かった。

　そんなことを隆太は考えていたが、

「ええ」

　が、少女の声はひどく冷たく、軽く開いた手は、そのままずり落ちそうになっていた剃刀を再び固く握りしめた。

「え？」

　風が隆太の顔を撫なでた。

　もう一瞬、飛び退のくのが遅おくれていたら、隆太の顔は顎あごから額にかけてぱっくりと切り裂さかれていただろう。

　代わりに、顔を覆っていたマスクとゴーグルが真っ二つになった。

　背中からドアの向こう側、廊下に倒れ込み、一回転して立ち上がる。

　銃を構える精神的余裕は無かった。

「真中ちゃん！」

　素すの、間墨隆太の声が出る。

　装置はきちんと作動した。

　身体が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたのがその証しよう拠こだ。

　だとしたらもう、斉藤真中の脳内のナノマシンは活動していないはずである。

　筋力は後遺症としても、何故自分を襲おそうのか。

「間墨君でしょ？　顔、黒く塗っても判るよ。あの人は何でも知ってるもの」

　いつもの快活さが完全に消きえ失うせた虚うつろな声で、真中は乾かわいた笑い声をあげた。

「ごめんね……あたし、自分の意志で、あなたを殺すわ」

「…………」

　真中が「ヨカナーン」であるはずはない。

　それは華子の調査で明らかだ。

　これまでの事件で「ヨカナーン」は必ず自分が「見学」出来るように操あやつり人にん形ぎようとは別の人間に成り代わっている。

　だから隆太はここへ来たのだ。

「あたしね、告白したの……彼に。この前の土曜日に」

　ゆら…………と真中が一歩前に踏み出した。

　隆太は思わず後じさる。

　兵士として見ず知らずの相手を射殺することは出来る。

　だが、今の隆太は「黄色い眼」と呼ばれた子供兵ではない。

　本物の斉藤真中という日常の一部でもある少女を前にして、ただの高校生の精神構造に戻っている。

「そしたらね…………フラれちゃったの。『ロングヘアの子が好きだ』って……」

　喉の奥で真中が笑った。

　顔の表情は暗くら闇やみに塗り潰つぶされて判らない。

　泣いているようにも思えた。

「まあ、あたしの場合……ほら、根がガサツだし、体育会系だから、彼が好きなタイプじゃないだろうなあ、って思ってたんだけどね」

　違う、と隆太は思った。

　真中の言う「彼」は自分と真中が釣り合わない、と考えたに違いないのだ。

　気配りが細かくて、優やさしくて…………でもプライドがある人だから。

「ロングヘアが好きだ」というのは手ひどく振ることで自分が相手に恨まれて、早く忘れて貰うための、切ない、そして浅はかな知ち恵えだ。

「そしたら、翌日…………呼び出されたの。彼、あたしが必要だって、頼たのむ、って…………中身が違うのは、その時気づいてたけど、でも…………でも…………彼なのよ？　判ってくれる？　彼が、彼の顔で、声で、あたしに頼むのよ？　その腕うでで抱だきしめてくれたのよ？」

　イカれてる…………そう言うことは簡単だった。

　だが、斉藤真中という少女は皆が思っているほど、豪ごう快かいでも、姐御肌でも、さばけているワケでもなく、飛び抜けて強固な意志の持ち主でも無かった。

　世よ渡わたりが上手いわけでも無かった。

　すべて…………高校生にしては、なのだ。

「でね…………彼はもうひとりぼっちなの。ご両親は殺しちゃったって。車に細工して、山やま奥おくで殺しちゃったんだって。だから…………あたししか味方が居ないの。判る？　あたしと彼だけが残ってるの」

　いつ、真中は壊こわれたのだろう。

　ぼんやりと隆太は思う。

　闇の中、真中の手にした剃刀が、月光の薄うす明あかりの中時折きらめく。

　それは「彼」の中身がナノマシンで壊したのか、それとも手て練れん手て管くだか…………それとも。

　彼女自身が、自分で自分を壊したのか。

「だからね…………隆太君、死んで」

　真中の身体が一いつ瞬しゆん沈しずみ込んだ。

　隆太は電磁パルスの装置を棄てた…………もとより、一回使ったら内蔵された電池を入れ替えなければ再使用は出来ない構造だ。

　剃刀がなめらかで、素す早ばやい弧こを描いて隆太の喉に迫せまってくるのが、やけにゆっくりと網もう膜まくに映る。

　刃やいばのエッジが輝く細い光。

　闇に塗りつぶされた真中の顔だけがゆっくりと迫ってくるような気がした。

　二つの影かげが重なる。

　銃声が轟き、最後に残った44マグナムの一撃が、ワンピースの心臓をぶち抜いた。

　パーシャル・ジャケットの弾丸は、少女の上半身を万ばん歳ざいの格好にさせ、数歩下がらせた。

　それでもまた、真中はダッシュしようとする。

　ナノマシンによって増強された筋肉が弾丸の威力を減じさせたのか、それとも想おもいの力か。

　隆太は機械のように空薬やつ莢きようをシリンダーから排出し、一個だけ持っていたスピードローダーで弾丸を装填した。

　空薬莢が床に撥はね返る澄すんだ音が響く中、さっきと同じ位置に、二つの穴が開いた。

　さらに数歩、真中は下がったが、今度は持ちこたえることは出来なかった。

　やがて狂熱に輝いていた目からゆっくり光が消え、仰向けになって、流ながれ弾だまで穴が開いて崩壊寸前だった窓ガラスを突つき破やぶり、ベランダに倒れる。

　隆太はそれでもマグナムを構えたまま、ゆっくりと真中に近づいた。

　風が吹いて、数秒間、月の光を地上に注がせた。

　真中の瞳どう孔こうは完全に開いていた。

　隆太は身を翻すと、急いで引き返そうとし、足を止める。

　部屋の入り口側にあったために、偶ぐう然ぜん破は壊かいを免まぬがれたガラスケース。

　大量のフィギュアコレクションの中、デジタルカウンターが減り続けているのが見えた。

　隆太は窓へ向けて走る。

　カウンターはあと十五秒しかない。

　通り過ぎる隆太の足を、不意に誰だれかが掴つかんだ。

「だめ…………よ、間墨、くん」

　斉藤真中だった。

　胸の傷からの出血は酷ひどいものだったが、月明かりに照らされて不自然な金属の輝きが見えた……心臓音のモニターと、おそらく爆ばく弾だんのスイッチは連動していたのだろう。

　瞳孔を完全に開き、死し霊りようそのものの虚ろな笑えみを浮うかべたまま、少女は続ける

「あの人の顔で、声で、頼まれたんだもの、言われたんだもの…………だから…………だから…………礼奈には……あやまっ……て……あと……で」

　主語も前後の説明もない妄もう言げんに近いが、哀あい切せつさだけは伝わってくる声で少女はいい、死にかけているとは思えない強さで少年の足にすがりついたが、隆太は無表情な顔でその額にＭ29の四インチ銃身を押し当てるようにした。

　トリガーにかかった指が鉄の冷たさを感じ、それが脳裏に数千分の一秒、学校生活をフラッシュバックさせた。

　撃てない。だが、撃たねばこちらが爆発に巻き込まれる。

　迷ったのは一秒だったかもしれないが、隆太には永遠にも思えた。

　引き延ばされた時間の中、相手の身体が脱力して、死が訪れたことを知り、隆太は安堵してしまった。

　だらりと力の抜けた真中の拘こう束そくをふりほどき、窓からベランダ、ベランダから空中へ飛び出す。

　爆ばく発はつの閃せん光こうと火か炎えんが芝しば生ふに落下して転がった隆太の背中を、一いつ瞬しゆん遅おくれてぞわりと舐なめていったが、少年は構わずに立ち上がり、走る。

　家の門を蹴けり破り、道へ転がり出ると、庭と一階で連続した爆発が起こり、炎ほのおの柱が住宅地一帯を昼間のように明るくさせた。

　それも構わずに、少年は走る。

　この襲しゆう撃げきは最終的には失敗だった。

　今度はガス管にでも引火したらしく、さっきとは比べものにならない小さな爆発が起こった。

　背後から少年を追いかけてくるように「高岡」と彫ほられた大理石の小さな表札がアスファルトの地面に降ふってきて、砕くだけ散ちる。

　幸い、ベンツは待っていてくれた。

「お願いします！」

　後部座席に転がり込むと、理事長は無言でアクセルを踏んだ。

「随ずい分ぶん派手な帰き還かんじゃないか？」

　すでに首の部分で残っているだけのマスクを脱いで、ＭＰ５の弾倉を交こう換かんし、銃身に装着されていたサイレンサーを取り外した後、腰のマグナム拳銃にスピードローダーで新しい弾を詰める隆太へ、バックミラー越ごしに理事長が言った。

「何があった？」

「この襲撃は失敗です」

　隆太は結果だけを述べた。

「急いで学園に戻もどってください…………華子さんが危ない」

「どういうことだ？」

「あの家には斉藤真中が待ち受けていました…………『ヨカナーン』の姿は無かった」

　隆太はいつになく厳しい顔になる。

「奴は僕ぼくらとの対決と決着ではなく、次のゲームを選せん択たくしたんですよ」

　隆太は自分の襲撃が相手にどう対応されるかについて華子から聞かされたことを理事長に明かした。

　夕方、秘密の図書室での打ち合わせで、この状じよう況きようになった時のことも、華子は予想のひとつとして考えていた。

　ゲーム感覚で人を殺せる人間は、ふた通りの結論を選択し続けている。

　最後までひとつのゲームに固こ執しつし、主導権を奪うばった他のプレイヤーをその場で真っ向から叩たたきつぶすことにこだわるタイプと、ひとつのゲームに固執せず、新しいゲームの主導権を早々に握って相手を後ろから殴なぐり倒せばいいというタイプ。

　どちらも厄やつ介かいだが、「ヨカナーン」はどちらを選択するか判らなかった。

　だから、隆太の襲撃はひとつの「賭かけ」要素が強かったのだ。

　そして、「賭け」はこちらの負け…………おそらく、「ヨカナーン」はさっさと自分が主導権を握れる次のゲームに考えを切きり替えていたのだ。

「斉藤真中はそのための時間稼かせぎの為に配置された駒こまです」

　部活で呼んでいるように、「真中ちゃん」とも「斉藤さん」とも言わなかった。

　そう呼ぶことは出来なかった。

　自分が彼女を殺したのだから。

　だが、落ち込んで自己嫌けん悪おと罪悪感に浸ひたっている暇は無い。

「奴は僕らの裏をかいて華子さんを襲うかも知れない」

「高飛びというのは考えられないのか？」

「それなら取り越し苦ぐ労ろうで笑ってやってください……相手は殺さつ人じん鬼きですから」

「…………だが、どうやってあの部屋のことを？」

「部屋のことは知らなくても、華子さんの事は眼鏡を通じて知ってるし、天沢さんとかを通じて、姿を見てもいる筈はずです」

　喋しやべりながら、隆太は自分の頭が回転して、幾つもの予想と推測が動き出し、有機的につながっていくのを感じた。

「ふたつの存在を結びつけて考える…………同一人物かどうかはともかく、関係性を疑うのは」

「可能性としてはアリ、だな」

　理事長が頷うなずく。

　バックミラー越しに見える顔がみるみる強こわばっていく。

　どうやら隆太と同じ結論にたどり着きつつあるらしい。

「まず今のうちに学校の中を探して、それがダメなら今度は生徒が登校してくるのを待てばいい…………全てを何とかかわすことが出来ても、奴の持ち札は全部出ている以上、追おい詰められて白昼堂々の大量殺人をやらかす可能性もあります。ようは理事長の学校で連続殺人、つまり大量の人間が殺されればいい訳ですから…………それに、奴が殺すのはかならず二十四人、あと十五人、いや、十四人の犠ぎ牲せい者しやを求めています」

「…………」

「携帯、貸してください。このことを華子さんに知らせないと」

　あとで身分を悟さとられるものを残さない用心のために、携帯電話は家に置いて来てある。

「判った」

　理事長は片手で携帯電話を取りだし、番号を使える状態にした上で隆太に渡わたした。

　高級ブランドとのコラボ品かと思えば、携帯電話そのものは隆太のものよりも古いタイプのものだ。

　通話ボタンを押して、コールを待つ。

　なんとも脳天気な曲が、小さくどこからか聞こえてきた。

「浪速なにわのモーツァルト」ことキダ・タロー作曲、吉よし本もとのベテラン芸人、坂さか田た利とし夫おのテーマ曲「アホの坂田」。

　よりにもよってこんな曲を、ベンツの中に居ても聞こえるほどの大音量で鳴らしながら走っている車がいるらしい。

　真後ろに。

（え？　真後ろ？）

　思わず隆太は振り向むいた。

　真後ろどころか、国道に走っている一番近い車は遙はるか前方の軽自動車ぐらいで、真後ろに車の影も形もヘッドライトもない。

　こん、こん、と隆太の座すわっている後部座席の背もたれがノックされたのはその時だ。

「！」

　思わず隆太が飛とび退き、理事長もハンドルを操り損そこねて車が大きく蛇だ行こうする中、後部シートが倒れて、ひょっこりと牛の角が現れた。

「もーっ」

　当然、フェルトっぽい布地で作られたもので、ぽけらとした大きな丸で表された眼と、その間にプラスティックの鼻輪。大きく開いた口からは……

「は、華子さん？」

「こんばんわ、鼻はな輪わ田だモウです」

「…………」「…………」

　理事長も隆太も呆然として応えられない。

　ややあって、華子は今のひとことが無かったかのように、

「チーフかボスと呼んで頂ちよう戴だい」

　相変わらずの無表情ながら、口のラインの微び妙みような変化からするとどうも不快らしい。

「早く切りなさい。留守電でも電話料金は出るわよ」

　言われて、隆太は慌あわてて電話を切った。

「いったい…………どうやって？　第一シートの中って……」

「こういうタイプのベンツにはね、いざという時のために後部座席から後ろのトランクに通じるようになっているのよ」

　シートを元に戻しながら華子。

　しかも何故なぜか、片手に牛乳パックの入ったコンビニ袋ぶくろを提さげているのに隆太はようやく気づいた。

「いや、そういう意味じゃなくって」

　着ぐるみ少女はちょこねん、と座席に座り、「何が？」という顔でこちらを見る…………いや、錯さつ覚かくかも知れないが。

「なんでココに居るんですか？」

「敵がカウンターでこちらへ攻めてくるのは自明の理、だとしたらそれをやり過ごしたほうが状況は楽でしょう？　事実、あなたはひとりじゃなくて複数の相手と戦ったわけだし」

「ですけど……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、警備員の人は書類上、理事長の指示で今日はお休み。夜通しで演劇部が通し稽げい古こをやるからということになっているわ……あとはよろしく」

「…………まったく、雇やとい主ぬしをなんだと思ってるんだ」

　ハンドルを握る理事長の顔がしかめっ面つらになったが、華子は意に介かいさずに、

「対たい費ひ用よう効果としては仕方の無い所ね。そこまで万ばん全ぜんを求めれば値段は二倍に跳ね上あがるわ」

　と言い放ち、渋しぶ々しぶ理事長も頷いた。

「まあ、格安だから仕方がないな」

「そういう問題なんですか？」

　首を傾かしげざるを得ないが、仕方がないとも思う。暴力の世界とは常に笑える笑えないに拘かかわらず狂きよう気きに満ちているものなのだから。

　でなければ子供が兵隊をやらされて人殺しをするような状況がおこる筈はない。

「で。これからどうするんです？」

　少年の問いかけに、牛の蹄ひづめ型の手て袋ぶくろで、器用に牛乳パックのフタを開けてストローを通しながら、

「決まってるわ、敵が背中を向けていたら、背後から撃つ。そういうものでしょう？」

　一いつ切さいの冗談も皮肉もない、ただの事実として、美しい金きん髪ぱつの少女は言い放つ。

　決然とした、この世のものではない美しさがそこにあった。

　これで姿が牛さんの着ぐるみじゃなければ、隆太は見とれていたかもしれない。







セグメント７　ありがとう







☆




　自分達たちは無敵の筈だった。




　必死に走った。足音を立てるのは死を招くと判っていても、走らざるを得なかった。

「な、なんでだよぉ、聞いてねえよお」

　米軍のＭ４ライフルを強化発展させたＬＷＲＣのＭ６Ａ２ライフルのグリップを握りしめながら少年は泣いていた。

　学校の校舎で、「依い頼らい人にん」の敵を倒し、ついでに朝、登校してくる最初の生徒をふたり射殺、というのが「組織」の護衛部隊のひとつ。通常、「お助けボタン」と呼ばれるシステムにつながった存在である彼らにあたえられた仕事だった。

　赤外線暗視装置、体温感知型の対人センサー、フラッシュライト、レーザーサイトを装備したＭ４の改良型、ＬＷＲＣ社製Ｍ６Ａ２のＰＳＤタイプ、腰には九ミリ口径のＨ＆Ｋ・ＵＳＰ自動拳銃、さらには背中にブリーディング・ソード社謹きん製せいの刃は渡わたり四十センチもあるハイスピードスチールで出来たリウ・ランシャー社製「ニンジャ・マチェット」。

　このチームを結成して一年で、彼らはすでに三〇人以上の人間を殺し、それがステイタスになっていた。

　だから、今回も「歯ごたえはあるが必ず勝てる相手」だと判断していた。

「雇い主」が臆おく病びよう者もので、まだ秋だというのに頭からすっぽりとロングパーカーのフードを被っているような奴だが、「雇い主」の多くは自ら誰かと本格的に戦うようなガッツがないから自分達を雇うのだと考えれば当然だった。

　俺たちは戦士。

　それが彼らの誇ほこりだった。

　だからチーム名も「トーキョー・セブン・フェダーイン」。

　今は人数が小隊規模に膨ふくれあがって二〇人近いが。

「敵」が校舎内に侵しん入にゆうして、仲間を次々と倒した時は緊張したが、それから五分もしないうちに、背後で護まもっている筈の対象が自分達に牙きばを向けてくるとは思わなかった。

　最初のひとりの喉を切り裂いたのは奇き襲しゆうだから仕方がない。

　が、それ以後、臆病者のはずの雇い主が、戦闘態勢を整えたこちらの攻こう撃げきをすり抜け、次々と仲間を殺しているのはどういうことか。

「畜生シツト、あれじゃ俺たちの護衛なんかいらねえじゃねえかよ」

　生まれて初めて直面する「狩かられる」状況だった。

　これまでは対等に武装した相手と「やりあう」か一方的に「やる」だけだっただけに、まさか自分達の武装が通じない相手がいるという状況に、少年の心は崩壊しつつある。

「ちきしょう、ちきしょう」

　いつの間にか日本語でブツブツ言いながら、少年は通用しない武器を握りしめ、発射セレクターをかちゃかちゃと切り替えた。

「なんでだよ、なんでこんなことするんだよ」

「簡単よぉ」

　声は、少年の真後ろから聞こえた。

「だぁって、退たい屈くつなんですものぉ」

「そ、そんな理由、ありかよっ！」

「ありよぉ……だって、あなたたちは私が『お助けボタン』で呼び出した、私に金を出させて代わりに命を投げ出すひとたちなんでしょう？　今、殺されてもいいじゃないのかなぁ」

　楽しげな雇い主の声に向けて、少年は銃を撃った。

　手応えはない。

「ほぉら、そんないい銃持ってても当てられないから無駄じゃない？　だったら私のウォーミングアップに殺されてよぉ？」

　言ってることが脈絡無く変わったが、そのことに気づく暇がない。

「そう、そう。私、彼を殺したいのよ、でも自分で殺すの、久しぶりだから、いいでしょ？　もうお仲間誰も生きてないし？」

　その声…………いや、息が、少年の耳朶を撫でた。

「！」

　振り向いた「トーキョー・セブン・フェダーイン」が最後に見たものは、暗闇を走る一ひと条すじの銀光。




☆




　旧校舎に続く渡り廊下には窓が一つしか無く、電気も点ついていない今は真っ暗に等しい。

「…………痛っ」

　隆りゆう太たはとうとう渡り廊下の壁かべに背を預けて休んだ。

　相手から奪ったＭ６Ａ２ライフルの銃口をだらりと下げて、さっきからずきずき痛む身体の中でも特に酷い左の脇わき腹ばらを掌で押さえた。

　無む駄だとは判っていても、タクティカルジャケットの脇腹に触ふれる。

　指先に硬くてなめらかな感かん触しよく…………ひしゃげた六・八ミリ弾だんの尻しり。

　アフリカにいた頃は考えられなかったもの…………ドラゴンアーマーと呼ばれる、鱗うろこ状じようの樹じゆ脂しプレートを重ねた防ぼう弾だん構造のおかげだ。

　着ちやく弾だんした瞬間に砕け散ることで弾だん丸がんの威力を吸収する構造のおかげで、ライフル弾を食い止めることが出来た。

　セミプロとはいえ、六人を相手にして、直ちよく撃げきが左右の脇腹と胸の一発というのは奇き跡せきに近い…………いや、相手もセミプロにしてはかなり「やる」相手だったと言うことか。

　彼から少し離れた所には、「組織」とやらが雇ったらしい武装した少年達の遺体が転がっている。

　この階ではふたり。一階から三階までに六人ほど倒した。

　武装した少年達は、校舎内に飛び込んできた隆太を「クリア」するのは簡単だと思っていたのだろう。

　殺人は初めてではないらしく、こちらの姿を見て撃ってくる姿はそれなりに堂のいったものだったが、如何いかんせん、装備に頼たよりすぎていて、アメリカ映画の海兵隊ものでも見過ぎていたのか、やたらと「ＦＵＣＫ」だの「ＳＨＩＴ」だのの四文字熟語を交えながら物音を立てて走り回ってくれた。

　お陰で、思っていたよりは大分楽にカタをつけられた。

　なるほど、華はな子この判断は正しかったといえる。

　相手が自分達を「攻め手」と思い込んでいたところをひっくり返し、こちらが逆に攻める立場に転じていたからこそ、優位に立てたのであって、華子が学校に残っている状態だったら逆ぎやく襲しゆうされていただろう。

（しかしまあ、あの格好でずっとトランクに隠かくれていたのか）

　今いま更さらながらその様子を見てみたかったと思う。

　そもそも、どうやってベンツに潜もぐり込んだのか。

　しかも牛乳パックの入ったコンビニ袋片手に……いや、そもそもどうやってコンビニで買い物をしたのか？

　…………想像すればするほど、ひどく可愛かわいいような気がするのは何故だろう。

　疲ひ労ろうが、さすがに少年の精神状態を兵士から、普通の高校生へと引き戻そうとしていた。

　あと一瞬、その状態が続いていたら、隆太の一生はそこで終わっていたかもしれない。

　が、弛し緩かんしかけていた精神が、無意識下の肉体の反応の鋭えい利りさを取り戻させていた。

　身体が何故か、それまで身を預けていたコンクリートの壁を離れ、前に転がる。

　転がりながら、隆太の目が、暗闇の中にある壁に細い光の線が走るのを見た。

　次の瞬間、廊下の壁はでたらめに引かれた直線の交差に合わせ、バラバラに分解される。

　その彼方かなたに向かって隆太はＭ６Ａ２ライフルの引き金を引いた。

　自分でも判らぬまま、三点バーストに合わせた引き金を恐おそろしい早さで引き続け、一回転して靴くつ底ぞこが反対側の壁に付くまでにひと弾だん倉そう撃うち尽くしていた。

　首のないふたつの死体が、銃弾でずたずたにされて反対側の壁にぶつかり、階段に落ちてぐしゃりとひしゃげながら広がる…………ここへ来るまでに、隆太の倒した相手ではない。傷らだけの手首は、銃を握っていた……隆太は全ての死体から銃を奪っているし、手首全体を覆おおうような傷は全て剃刀の鋭利な切り口を見せていた。

　銃弾で撃ち抜かれる前に、体中がすでに骨まで綺き麗れいに寸断され、わざと皮一枚のこして人の形をした状態で身代わりにされたのだ。

　壁を斜ななめに蹴って転がりながら弾だん倉そうを交換。

　大きく切り裂かれ、バラバラにされた廊下の壁から、月光が差し込み、ベンチコートにフードを被かぶった人影を照らし出だした。

　前まえ屈かがみに背を丸めた、太った影を。

「隆太君、迎むかえにきちゃったよぉ」

　ゆらりと影はこちらを向いた。

　まるで頭の上から一本、糸で吊られているかのような動き。

　その声に、聞き覚えがあった。

「退屈だったからぁ、護衛までつい殺っちゃったぁ…………だあって、こいつら、隙だらけなんですものぉ」

　カ行が微妙に揺ゆれるイントネーションは、「操り人形」を通したときほど酷くないが、間ま違ちがいなく天あま沢ざわ礼れい奈なの声から一度聞いた口調だ。

「やっぱりぃ、安いものはダメねぇ？　あなたもあっさり残りを片付けちゃったんでしょう？」

　隆太はそれ以上相手が何かを言う前に肩かた付けにした銃の引き金を引いた。

　スタッカートのような三点バーストでの発はつ砲ぽうは、サイレンサーと亜音速弾サブソニツクのおかげで溜息のように、発射炎さえあがらない。

　代わりに相手の右みぎ腕うでがかき消え、一瞬の火花が人影の前で散って、僅わずかに遅れて周囲のコンクリートの壁と床に煙けむりが上がった。

「ダメじゃないのぉ、わたしぃ、まだしゃべっているのよぉお」

　次し第だいに声が上ずってくる。

「ライフルの弾丸なんかで中断なんかさせないからぁ」

　風が吹いて、異様な臭においが隆太の所へ流れてくる。

　生体接せつ着ちやく剤ざいの臭いだと、この影は以前少年に説明した。

　実際には肉体を保存するための薬やく剤ざいの効果が切れ、腐ふ敗はいが始まっているのだ。

　フードが風に吹かれて影の頭から外れた。

　ふっくらとした顔は、「あと十キロ痩せれば」と言う女子も多かった。

　そして、隆太に取っては数少ない……本当の意味での親しい顔。

　クラスにも周囲にも今ひとつなじむことが出来ず、悩なやんでいた彼を導き、家に呼んで色々教えてくれた人物。

　漫画やアニメに出てくる「たよりになる先せん輩ぱい」が実在すると、言葉ではなく、その行動で隆太に教えてくれた人物。

　だが、今はうつろな目で、だぶついた笑みを浮かべ…………その顔のあちこちには紫むらさき色いろの屍し斑はんが浮いている。

　酷い臭いの生体接着剤は、彼の傷ではなく、その皮ひ膚ふと内部にある別の皮膚との接着に失敗し、酷い臭いを漂ただよわせていたのだ。

「…………部長」

　無駄と判っていても、隆太の口から声が漏れる。

　初めて、戦せん闘とう中に隆太の顔が歪んだ。

　肉体の苦痛ではなく、精神への苦痛で…………何年ぶりの事だろう。

　今夜だけで斉さい藤とう真ま中なかに次いで、二度目なのは間違いない。

「違ちがうわよぉ、私があなたの『ヨカナーン』」

　フードの中の人物はそう言って、恐ろしく薄いナイフを握った手で、人差し指を立てて「ちっ、ちっ」と振ってみせる。

「ウォーミングアップも終わったから、今回の特別編が出来るわぁ」

　口の奥に、別の唇が動くのが、夜目にも判った。

「あなたを刻んで、そしたらあの縫いぐるみの女の子も刻んで……あの子があなたの上司なんでしょ？　そしたら残りは朝にまとめてやらせて貰うわね！　久々に自分の手で殺させて貰うわよ！」

　それはメディア研究会の部長、高たか岡おか亘わたるの顔で。
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「…………じゃ、そろそろ行かなくちゃ」

　それまでじっと深夜番組のラジオＤＪの身も蓋ふたもない下品さをネタにした妄もう想そう話に耳を傾かたむけていた華子は、急に呟いてベンツの後部座席のドアをあけた。

「どこへいくんだ？」

　運転席でイライラと禁きん煙えんパイプをくわえていた理事長が身をひねって尋たずねると、

「最後の始末をつけに行くの」

「そんな金は無いぞ」

「サービスよ…………それに、彼、よくやってくれてるから」

「彼が死ねば、その分の予算が浮くんだがな」

　恐ろしいことを理事長はさらりと言ったが、顔が笑っている。

「下手な冗じよう談だんは言わないことね、真ま琴こと」

　と華子は理事長の本名を口にした。

「あなた、昔っからそうやって偽ぎ悪あくを気取る悪い癖くせがあるわ」

「偽ぎ善ぜんよりはマシだと思うんだが」

「いいえ、偽善でも善だもの…………特に金と権力を持っている人間は偽善だけでもしておくべきよ。後で後こう悔かいするタイプなら特にね」

「わかった…………で、私は学校の生徒と旧友の帰りを待つ間することはないか？」

「ココへ電話をして頂戴」

　牛さんの着ぐるみに似合った可愛らしい蹄の先に、いつの間にか一枚の名めい刺しが挟まれていた。

「清せい掃そう会社？」

「何でも清掃してくれるわ。死体とか、血の痕あと、弾痕までね…………爆ばく破はは無理だけど」

「大赤字になるな」

「大丈夫、今はキャンペーン中だから、ぎりぎり予算内よ」

　にこりともせずそう言って、華子はベンツを降りた。
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　似合わないドレスを恨うらめしげに眺める少女のように、高岡亘の顔をした「ヨカナーン」はベンチコートの胸むな元もとや、顎を引っ張って口を尖とがらせた。

「半日の急ごしらえじゃ、やっぱり『皮』が持たないな。特にテブのはいけない。脂し肪ぼうが多すぎて接着剤が剥はがれちゃうわ、もう」

　その瞬間、明らかに「皮」が伸びて目鼻口の穴も広がり、その隙すき間まからおぞましい中身の一部が見えた。

「あなたのことがなければ、こんな『服』すぐに脱ぬげたのに…………こいつを演じるための資料を詰め込む時間が手間で手間でぇ、辛かったわぁ」

　その瞬間、隆太は安あん堵どさえ感じた。

　斉藤真中と違い、こいつは「偽にせ物もの」だ。

「なら脱げ」

　再び隆太は銃を撃ったが、部長の皮を被った「ヨカナーン」は手に握ったナイフでその銃弾をすべて弾いた…………ようだ。

　再び廊下のあちこちで弾かれた銃弾があげる音と煙。

　ひょっとしたら、火薬によって与あたえられる運動エネルギーより、ナイフで弾かれることによって発生するそれのほうが大きいのかもしれない。

　信じられない光景だが、隆太は驚おどろかなかった。

　脳に作用して相手を操るナノマシンが使える敵なら、それを自分に投とう与よしてでもこういう強化をしかねない。

「操り人形」になった少年少女たちは、みな筋断だん裂れつや関節破損が行われるレベルで肉体の限界を引き出されていたのだ。

　あの斉藤真中も…………「あと十キロ痩せなくても、いずれは告白するだろうな」と隆太が思っていたのは、彼女だった。

　胸が、痛んだ。

　彼女は、この部長の皮の中身を知っていて、いいなりになったのだから。

　それほどに、恋こい焦こがれていたのだろうか？

　サロメが、ヨカナーンの魂たましいではなく、首を欲ほつしたように。

「でも、今回の仕事は楽しかったわ、あなた、私と部長が入れ替わってるのに気づかなかったしぃ…………あの真中ってコなんて、私の中身が入れ替わっているのにあとで気づいた癖に、私が彼の声で『好きだ』って囁ささやいたから、って理由だけで自分から肉体強化のナノマシンを再投与したりしてくれるしぃ」

　顔かたちは高岡部長そのものなのに、声は軽けい薄はくな女子高生の物まねをしている中年女のようにも、幼よう稚ち園えん児じのようにも聞こえる。

　声に高低差が在りすぎ、年ねん齢れいが判らないのだ。

　それが「中身」の狂気を確信させる。

「…………人間ホント『見た目』ね？　この護衛達も、私がただのデブちゃんだと思い込んで、バカみたいに油断してたわ♪」

　聖書にある「サロメ」の話では、恋こいに狂くるったサロメは聖職者であるヨカナーンが己おのれを拒きよ否ひすることからその首を求めたという。

　だが、現代のヨカナーンはサロメを操って他人を殺させるようだ。

　すでに隆太からは先ほどの苦痛の表情は消え、茫ぼう洋ようとさえ呼べそうな、弛緩一歩手前の虚きよの表情が浮かんでいる。

　兵隊の顔だった。

　この瞬間から、隆太の中から高校生の間ま墨すみ隆太は完全に消えた。

　最初は６人いた「イエル・オッグ」と呼ばれ、最後には「死の眼ドウド・オグ」と呼ばれていた、射しや撃げきの上手い兵士だけが、変わって存在していた。

　セレクターを三点バーストからただの点射に切り替える。

　肩かたづけしたＭ６Ａ２ライフルの銃弾を残らず撃ちまくりながら、隆太はゆっくりと後退を始めた。

　連続発射ほどではないが、それでも指だけのコントロールとは思えないほどの速さで、一定の調子を刻んだり、乱したりしながら銃弾は「ヨカナーン」へと撃ち込まれるが、そのことごとくを、部長の皮を文字通り被った殺人鬼は打ち落としていく。

　渡り廊下を後退し終えると、隆太はすぐ脇わきにある階段へ身を翻した。

　階段の仕切りを飛び越え、直接下の階へ下りる。

「いいのょお」

　甲かん高だかい女の声が聞こえた。

「じーっくり遊びたいから、お逃げなさいぃ」

　声は隆太の真後ろから聞こえた。

　振り向いて突きつけたＭ６Ａ２が、銃身を覆うハンドガードを支えている隆太の指の手前ぎりぎりで切断される。

「！」

　階段を無様に転がり落ち、それでもＭ６Ａ２を棄てて腰のホルスターに手を走らせる隆太へ、階段の上にたった「ヨカナーン」は手の甲こうを口に近づける笑い声をあげた。

「四十数えてあげる。その間お逃げなさい。見つけてあげる。私に捕つかまったら教えるのよ？」

　女のようにしなをつくりながら、部長の姿で「ヨカナーン」は歌う。

「あなたのボスが何処にいるのかをね。せっかくこの学校で六人も死んでくれたのに、あなたのボスが生きていたら全部『無かったこと』にされそうだしぃ…………あ、あなたも死ぬから七人ね」

　ベンチコートの裾すそを翻し、くるくると「ヨカナーン」は回る。

「さ、数えるわよぉ…………いーち、にー、さーん、しー」

　隆太は迷った。

　こいつの声は嘘うそをついている。

　だが、もしも……。

　思考が回る。

　そのためには一度奴から「見えなくなる」必要がある。

　ならば。

「ごー、ろーく、しーち」

　走る。

「はーち、くー」

　階段ではなく二階の廊下を教室沿いに。真ん中の教室へスライドドアを開けて飛び込んだ。

「じゅう、じゅういち」

　机にぶつかり、派手な音を立てて転ぶ。

「じゅうに、じゅうさん、じゅうし」

　受け身を取ったので大したダメージにはならないが、隆太の速度は大おお幅はばに遅れた。

「じゅうご、じゅうろく」

　ベランダに出て、そこから隣の教室へ行く。

「じゅうしち、じゅうはち、じゅうく、にじゅう」

　さらにその教室のベランダをつっきって、階段の高窓のひさしに飛び移った。

　そこから階段に入ると、踊おどり場の片隅に置かれた、背の高いゴミ箱に手を突っ込もうとする。

「にじゅうよん」

　遠のいていたはずの声は、はっきりと背後から聞こえた。

　振り向いた。

　階段の上、ベンチコートが翻る。

「ごめん、以下省略」

　部長の顔がずるりと伸びた。

　ぽかんとひらいた唇くちびるの中に、別の唇がにっこりと笑みを浮かべるのが見えた。

　本物の「ヨカナーン」の口だろう。

　剃刀を持った手が横に大きく伸ばされる。間違いなく、次の一瞬で空中に描かれるその軌道は、隆太の喉をまっすぐに切り裂くだろう。

　次の瞬間、

　部長の頬ほおに、何かが生えた。

　さらに何かが生え、次の瞬間、「ヨカナーン」の姿がかき消えた。

「？」

　首をひねる間もなく、隆太の側そばから声がした。

「いくわよ」

「！」

　声は隆太の右、やや下のほうから。

　視線をそちらに向けるとそこには折れた箒ほうきの柄えを握った華子の姿があった。

　いつのまにか着き替がえていて、着ぐるみは今、最初に出会った時に着けていた「ライオンさん」のものになっている。

「いったいつ…………」

「さっきよ」

　言った瞬間、華子の右手がかき消えた。

「ヨカナーン」と同じように。

　コンクリートに穴が空く音を、隆太はスニーカーの底で知り、少し遅れて耳で聞いた。

　目に映ったものを脳が認にん識しきした。

「この……」

「ヨカナーン」は、蝶ちようの標本のように、右の頬と、左の脇腹を校舎の壁に縫ぬい止とめられていた。

「ずれたわ……撃って」

　言われて、隆太は自分がなんでゴミ箱の中に手を突っ込んだままなのかを思い出す。

　慌てて手を引き抜ぬいた。

　一挺ちようだけフルオート仕様になっていたＭ６Ａ２を、肩づけで構えると、引き金を引いた。

　サイレンサーでは隠しきれない派手な銃じゆう声せいを校舎中に轟とどろかせる。

　金色の空薬やつ莢きようが階段にあたって撥はね返かえる音がそれにアクセントをくわえた。

　が、

「一いつ瞬しゆん遅おそかったわね」

　華子の声が冷たく聞こえた。

　折れた箒の柄によって縫い止められ、五・五六ミリ高速弾数十発で穴だらけになった、人の皮が、ぼろ切れのようになってゆらめいた。

　中身は逃げ出したらしい。

　だが、隆太は何も言わず、弾倉を入れ替え、再び構えた。

　目の前でぼろぼろになったのが部長の皮だという認識も怒いかりも、今は全すべて遠くにおいやり、ただ、敵を倒す指示を求める。

「どうします？」

「放っておいても来るわ……」

　華子の言葉が終わらぬうちに、周囲を風が巻いた。

　上。

　高い天てん井じようへ銃じゆうを向けた隆太の右腕に熱いお湯が線を書いた。

　そう思った瞬間、何かの、見覚えのある色の、薄い破は片へんが視界の下からわっと巻き起こる。

　ほとんど本能だけで身をよじり、上へ向けた銃じゆう口こうをひねるようにして背後へ向ける。

　ようやく脳が理解する。

　敵は何らかの方法で、天井ちかくから、隆太の脇をすり抜け、その背後にいた華子を襲ったのだ。

　どす黒い赤が視界に広がる。

　赤は人の形をしていて、片手を大きく広げて上へあげ、もう片方の手に光る長方形を握り振り下おろした格好でそこにいた。

　周囲を舞まうものは布。

　華子のライオンの着ぐるみを構成していた布地が、引き裂かれ、細長い切れ端はしとなって散っているのだ。

　赤いなにかが顔をあげた。

　それは、血まみれの女だった。

　何も身にまとっていない……首から下は皮膚さえも。

　露出した筋肉は、保健体育の時間で見せられた人体構造図そのものの配置で、絵よりもずっと細かった。

　首から上は、血にまみれてオールバックとなった髪も含ふくめ、美しい部類に入るだろう。

　額に埋め込まれた、ゴルフボール大の銀色の金属球も、それを邪じや魔まはすまい。

　そう…………眼め、以外は。

　大きく、引き裂かれるようにして見開かれた眼は、整った顔の造形全てのバランスを破壊し、歪いびつに見せていた。

　これが「ヨカナーン」だった。

　その顔は、いにしえの王の娘むすめにして、聖職者の首を求めたサロメの顔。

　サロメはヨカナーンの中に居た。

　その顔が、隆太のほうを見る。

　兵士に切り替わったはずの精神が、恐きよう怖ふに引きつり、我知らず、少年は後じさる。

　が、すぐに銃を握り直し、構えた。

　右の手の甲から肘ひじにかけて、出血していることに気づく。

　さっき、すれ違いざまに腕を切られたのだろう。

　防刃加工も、この殺人鬼のスピードとナイフの切れ味に屈くつ服ぷくしたらしい。

（…………ナイフ？）

　手にしたナイフの先せん端たんは綺麗に直線となっていたが、それは機械加工によるものではなかった。

　ゆらり、とサロメの姿をした「ヨカナーン」が歩み出す。

　血にまみれた裸足はだしが、ぺた、と音を立てた。

　同時にナイフの先端が断面を見せる。

　機械加工ではない、微妙な光の凹おう凸とつがあった。

（切られてる）

　隆太はそう判断した。

　あのナイフを、誰かが切ったのだ。

　同時にこの腕の傷が、最初から相手の目的ではなかったと気づく。

　これは、自分の背後の華子を狙ねらったときついでについた傷なのだ、と。

「どいて…………相手はあなたじゃないわ」

　また隆太の後ろから声がした。

「え？」

　振り向く。

　金色の髪が、どこからか吹いてきた熱風になびいた。

　華子だ……と思う。

　だが、その背せ丈たけは隆太と同じぐらいまで伸びていて、胸も腰こしも、それに見合って大きく張り出し、あるいはくびれている。

　どう見ても隆太と同い年……少なくとも年下には見えない。

　顔立ちも共通の特とく徴ちようはありながらも大人びている。
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　一瞬で？

　いや、それ以前に、彼女の身体は銀色と黒に彩いろどられたウェットスーツ状のもので覆われている。

　手と足の部分はごついプロテクター……いや、籠手ガントレツトとブーツで護まもられている。

　隆太を挟はさんで数メートルの距きよ離りで、ふたりは向かい合った。

「お前…………何者だ？」

　ヨカナーンの首がねじられる。

　首の筋肉が引っ張られるのが、生物の時間に見せられたＣＧの人体構造モデルのようにはっきりと見えた。

「あなたたちの上位機種ハイエンドモデル」

　華子の声は、成長したにも拘かかわらず、何の感情の色もない。

「ハイエンドモデルだと？」

　ヨカナーンの声にあからさまな動どう揺ようが浮かび上がる。

「まさか、お前が十三人目の……」

「うるさい」

　つぶやき、華子と「ヨカナーン」の姿が消えた。

　突とつ風ぷうが隆太の身体を壁に叩きつけながら、階段を駆かけ上のぼる。

　隆太もその後を追った。

　階段の中を、校舎の中を突風は駆け抜けた。

　突風はほんの二秒ほどで校舎中の窓ガラスを粉ふん砕さいしながら一周して戻ってくる。

「！」

　隆太は思わず階段の上に伏ふせる。

　一瞬、風が止やみ、空気が圧縮される。

　爆弾が近くに落ちた瞬間と同じように。

　そして、同様に爆発があった。

　ただし、閃光も炎も音もない。

　風だけが校舎を吹き抜け、壁を削けずり、天井や床の火災報知器と照明器具を引きはがした。

　固定の甘あまかった消火器や、付け根が壊れていた水道の蛇じや口ぐちもその後を追って廊下の突き当あたりにある窓をぶち抜いていく。

　思わず隆太は目を閉じた。

　そして、突風は唐とう突とつに止む。

　二秒ほどしてから眼をあけた。

　廊下の奥おく。

　長い髪をした、全ぜん裸らの女の後ろ姿があった。

　ゆっくりと振り向く。

　次の瞬間に備えて、隆太は銃を構えた。

　引き金にかかった指の力は、次の瞬間、ゆるめられる。

　最初に、額に埋め込まれていた金属球が真っ二つに切断され、額に大きなくぼみを残して床に撥はね返った。

　それが、合図になった。

　振り向いた女の身体は、腰の辺りで斜めにずれ、そして太ふと腿もものあたりで逆方向にずれた。

　斜めに入ったラインはそれだけでは終わらず、女の…………「ヨカナーン」の身体にびっしりと現れ、その線に従って身体はばらばらになってその場に崩くずれた。

　その向こう側に、金髪をなびかせた少女が何かを振り抜いたようなポーズからゆっくりと立ち上がるのが見えた。

　彼女は無表情にバラバラのパーツとなった「ヨカナーン」の上を歩き、こちらへやってくる。

「終わったわ」

　ひとこと言った。

　それが終わりの合図だった。

　大きく隆太は溜息をつく。

　兵士の精神から、平へい凡ぼんな高校生へと脳を切り替えた。

「美味おいしいところを持っていかれましたよ」

　立ち上がった隆太の前で、美女と呼べる姿形になった華子は足を止めた。

「格かつ好こいい所、持っていってしまってごめんなさい」

　ちっともそうは見えない顔で謝罪する。

「でも、私の格好いいのはここまで」

　ゆら……。

　少女の頭が揺れたかと思うと、しなやかな身体が隆太にもたれかかってきた。

　咄とつ嗟さにささえようとしたが、見かけよりもその身体は遙かに重い。

　どうみても外見から算出される体重は五、六十キロだが、この重さは百キロを超こえている。

　そして、熱い。

「！」

　腕の傷も相まって顔をしかめながらも、少年は少女を支えた。

　ガントレットとブーツのあちこちが開いて、明らかに蒸気と思えるものを排出し、周囲にある秋の夜は一気に熱帯夜に変わった。

「…………お願い……水の有るところへ……つれてって…………身体を……冷やして……」

　辛かろうじて、少女の声が聞こえ、隆太は事が終わった安堵でくじけそうな精神に最後の鞭むちを当て、少女の身体を持ち上げた。

　とりあえず、手近な教室のベランダにある流しへ少女を連れて行くことにした。

「ありがとう」

　そんな声も聞こえた気がしたが、本当に誰かが口を動かしたのかは隆太には判らない。







ラスト・セグメント
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　メディア研究会の部長、高たか岡おか亘わたるの初七日の翌日。




「では、メディア研究会の部長は、繰くり上げで間ま墨すみ隆りゆう太た君が引ひき継つぐと言うことで、よいですね」

　生徒会室に集まった各部活の部長たちは一いつ斉せいに頷いた。

「全会一いつ致ちで、間墨隆太君を今年度および来年度のメディア研究会部長として認めます」

　生徒会長の声に、副会長が応じる。

「では、本日の会議はこれで。皆みなさん、お疲つかれ様さまでした…………起立、礼」

　椅子が鳴って、全員が頭を下げる。

　全員に対たい峙じする形で椅子に座っていた隆太も、それにならう。

　厳げん粛しゆくだが、どこか隆太をいたわるような雰ふん囲い気きの中、緊きん急きゆう会議は終わった…………もとから形ばかりの会議であり、隆太が前部長、高岡亘が居なくなった後のメディア研究会の部長の地位を引き継ぐのは当然の結果として受け入れられていた。

「いきなり大変だろうけど、頑がん張ばって」

　会長、副会長をはじめ、各部活の部長達も隆太にそんな励はげましの声をかけて退出していく。

　静かに頭をさげてそれに応じつつ、隆太は会議が終わった事よりも、右手の痛みが大分和やわらいだことに安堵していた。

　これから色々あるのを思えば、体調は万全に復しておいたほうがいいに決まっている。

　銃じゆう弾だんやナイフではなく、話し合いと交こう渉しよう、あるいは人間観察がこれからしばらく隆太の武器になる。

　生徒会室の外へ出て、廊ろう下かの窓から隣となりの校舎を眺ながめる。

　先週のうちにガラスの入いれ替かえなども含め、すっかり補修も済んだ新校舎の中を、放課後ののんびりした空気が包つつんでいた。
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　一週間前。

　あれから、教室の流しに華はな子この身体を横たえ、四つある蛇口を全開にした隆太は、他の教室からバケツで水を汲くんでは彼女の身体にかけて冷やした。

　一時間もそれを繰り返していると、ぐったりとしていた華子の顔色が良くなってきて、さらに十分ほどしてから眼が開いた。

「…………もういいわ」

　そう言って身を起こす。

　気がつくと、いつの間にかその身体は縮んでいて、着ぐるみを着けていない事を除けば、隆太がいつも見ている華子そのままの姿になっていた。

「降ろして」

「あ、はいはい」

「腕の怪け我が、大丈夫？」

　隆太の腕を無感動に眺めながら華子が言う。

「あ、ええ…………」

　言われるまですっかり忘れていたのに、思い出すと嫌いやらしく傷口が痛み始めた。

「見せて」

　少女は隆太の答えも待たず、腕の傷口をガントレットをはめた手で少し開いてみた。

「大丈夫、神経まで傷は達してないわ。縫ってあげるからいらっしゃい」

「医学もできるんですか」

　素す直なおに驚く隆太が、

「何者なんですか、本当は？」

　と問うと、くるりと背を向けて歩き出しながら少女は答える。

「ただの『作り物』よ。何でも出来るように作られただけの」

「？」

「深くは知らない方がいいわ。あなた、この仕事が終わったらただの高校生に戻るんでしょう？」

　と言われてしまうと何も言えない。

　黙だまったまま、しばらく歩いていると、ふと華子が口を開いた。

「ひ弱な人だったわ…………もう顔もはっきりとは覚えていないけど」

　少女はか細い声で呟つぶやく。

　隆太は少女の声にも感情という色が付くのかと驚いた。

　それは、寂せき寥りようとも、怨えん嗟さとも、取れる響ひびきの色。
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「私の創造主クリエイターは万ばん能のうの神でも作りたかったのかもね…………でも、私の肉体が人を越こえられるのは三分間だけ、あとはごらんの通りよ」

　ふたりはそのまま何を言うともなく、まっすぐ秘密の図書館へと向かった。
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　華子からの報告を受けた理事長の依い頼らいで「掃そう除じ屋」がやってきたのは深夜二時を回ってからだ。

「いやあ、あんたら運がいいねえ」

　どう見ても家族経営の気のいい掃除会社のおばさん、にしか見えない「掃除屋」の女社長はそう言って快活に笑った。

　背後で図書館まで入り込んで殺されていた例のアマチュア傭よう兵へいのひとりの死体が運び出され、ぶちまけられた血ち糊のりに、見るからにヤンキーあがりらしい険しい顔つきをした若者が、背中を丸めて霧きり状じようの洗せん剤ざいの泡あわを吹き付つけていた。

「深夜二時過ぎの出動なんて、通常なら二〇パーセント割り増しだよ？　今月はサービス期間だから逆に二〇パーセント割引だけどね！」

「二十五周年、おめでとう」

　無表情に、今度は子こ猫ねこの着ぐるみに着替えた華子はそう言った。

　手伝った方がいいのかどうか迷っている隆太とは対照的に、こちらは落おち着つき払はらって新しく淹いれた紅茶を飲んでいる。

　その着ぐるみの中に、何があるのかをようやく隆太は知った。

　暢のん気きで可愛らしいデザインの着ぐるみの内側には、彼女の身体を循じゆん環かん冷れい却きやくさせるための装置が網あみの目のように張はり巡めぐらされていたのだ。

　短くそう説明して以後、少女はそれ以上何も言わないし、隆太もそれ以上の説明を求めなかった。

　理事長は、こういう「仕事」が珍めずらしいのか、あちこち飛び回っては作業している連中になにやら聞いてはうるさがられているのが遠くに見えた。

「あんたはいつもアレだね、あたしたちの安い時期を見み越こして依頼してくるねえ」

「その代わり、いつも金額は大きいわ」

「通常価格の時にしておくれな、そしたらもっと儲もうかるから」

「消費者には防衛する権利があるわ」

「敵かなわないねえ」

　やれやれ、とおばさん社長は肩をすくめ、

「こら正人！　死体おろくは大事にあつかいな！　内臓はダメでも皮膚と角かく膜まくはまだ使えるんだから！　とーちゃん！　床！　そこまだ血が残ってるよ、早さ苗なえさん！　その馬ば鹿か甘あまやかさないで、自分でやらせな！　時とき江え！　あんたも早苗さんに甘えてないで、五五六ゴーゴーロクの弾だん痕こんぐらい自分でちゃんと処理しな！　マグナムライフルよりも楽だろうが！」

　と賑にぎやかに怒ど鳴なりながら仕事に戻った。

「日本は平和な国だと思ってたんだけどなあ」

　自分達の死し闘とうのあとが、みるみる「無かったこと」にされる風景をみながら、隆太は呟いた。

　結局、高岡亘の家ではガス漏もれによる爆ばく発はつ事故があり、一家は全員焼しよう死し、彼かれを訪ねてきたクラスメイトの斉さい藤とう真ま中なかは狂きよう乱らんして火の中に飛び込み、焼死、という扱あつかいになった。

　現場を立ち去る覆ふく面めんをした若い男や、焼死体の数がいささか多かったことなどは、学園の中に残った銃じゆう撃げき戦せんの痕こん跡せきや破は壊かいされた窓ガラス同様、「無かったこと」になった。

　学園の死体が何処どこへ運び出されたのか、隆太は知らない。

　それは中身が「ヨカナーン」にすり替わっていた事を知りながら、あえてその言いなりになり、肉体強化のナノマシンを投与されて隆太の命を狙った斉藤真中の心の中と同じで、知りたくもなかったし、知ってもどうなるものでもなかった。




　翌日、午前中休んで病院へ行ったあと、学校に顔を出した隆太へ、半はん狂きよう乱らんになった礼れい奈ながしがみついてわんわんと泣きじゃくり、少年にとって、それがこの事件で一番辛つらいこととなった。
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「ご苦労様、これが報ほう酬しゆうだ」

　表向きは急きゆう逝せいした高岡前部長の引き継ぎ報告、ということで理事長室に足を踏ふみ入れた隆太の前に、封ふう筒とうが差し出された。

「二百万ほど入っている。危険手当も込みだ」

　随分高く買って貰もらったなあ、と思いながらも少年は悪びれずそれを懐ふところに入れた。

　何しろ、それは今現在残っている両親の遺産の約三分の一に匹ひつ敵てきするのだから。

「鍵かぎを返し給たまえ」

　言われて、いつも使っているキーリングから、ひとつだけ妙みように目立って古めかしいそれを外し、理事長の前に置く。

「ご苦労様、間墨隆太君」

　理事長は満足げに頷いた。

「君の仕事は完かん了りようだ…………これ以後は普ふ通つうの生徒として卒業まで勉学にいそしみ給え」

　感かん慨がい深ぶかげな言葉に、隆太は「はい」と一礼して、部屋を出た。

　職員室の脇を抜け、つい習慣になった動きで資料室の前を通りかかると、秘密の図書室のドアがわずかに開いているのが見えた。

　ほんの少し。

　隆太でもなければ気づかないほどに。

「？」

　開けてみると、華子が絨じゆう毯たんの床の上、大きなトランクの上に乗っかってそれを閉めている所だった。

「ライオンの着ぐるみはこの前切り裂さかれたんじゃ？」

「新しく作ったの」

　驚いた風もなく、華子は隆太に答えた。

「荷造りですか？」

「私もお払い箱ばこよ、ありがたい事に次の仕事もあるわ」

「そうですか」

「納なつ得とくしてないような顔ね？」

「そうでしょうか？」

　そう言ってから、しばらく考え、隆太は「そうかもしれません」と頷いた。

「この国は平和な国だと思ってたのに…………ああいう人や、組織がある、ってのがまだちょっと納なつ得とく出来ないのかも」

　一週間前「掃除屋」たちが「なかったこと」にしていくのを見ながら言ったのと、同じ言葉を隆太は繰り返した。

　実際にはそればかりではない。

　斉藤真中の中に見た「闇やみ」が、一番少年を戸と惑まどわせていた。

「…………まあ、僕も同じ世界の住人かもしれませんが」

　溜息をつく少年の肩を、背せ伸のびしてぽん、と華子は叩いた。

「それは、無いわ」

　少女の無表情は変わらないが、どこか柔やわらかい響きが声に加わったような気がした。

「あなたはここに居られる、私は去らねばならない。闇の比率が大きすぎるから」

「…………」

　まだ納得の出来ない顔をしている隆太に、

「何の世界にも夜と闇はついて回るわ。それが小さくなればなるほど、濃のう度どは増すのよ」

　まるで子供に言い聞かせるようにゆっくりと華子は言った。

「誤解してだめ。光だけの国なんて何処にもないの…………全ては比率の問題。何にでも闇はあるわ」

　ゆっくりと、そして、そっと。

　最後に、そっと花束を供えるように少女は言った。

「だから気をつけて」

　少女の顔に笑みが浮かんだ。

　華子、という名前が偽ぎ名めいにしても、それは名前に似合うような、華はなやかで、美しい笑え顔がおだった。

　思わず、隆太が見とれ、思わず微笑ほほえみを返していたほどの笑顔。

「ね？」

「はい」

　思わず頷いた。

「さようなら。あなたの心の中に、光の比率が常に多く有ることを祈いのってるわ」

　少女はそう言って踵きびすを返した。

「それと」

　トランクを持ち上げ、背を向けたまま、言う。

「…………あなた、いいワトソンだったわ」

「ありがとうございます」

「でも、運が悪ければホームズになりそう。悪いことは言わないわ、ワトソンで居て頂戴ね」

　そして、理事長室へ抜けるあの扉とびらへと、少女は振り向かずに歩いていった。

　隠し扉がゆっくりと閉まっていく。

「…………」

　隆太はしばらくその壁を見つめていたが、やがて踵を返し、ドアから外へ出た。

　ゆっくりと、ドアを閉める。

　オートロックの鍵がかかる音が響いた。

　溜ため息いきをついて、隆太は資料室を出た。

　立ち止まり、携けい帯たいを取り出す。

　番号を呼び出し、部室にいる礼奈を呼び出す。

　撮さつ影えいに集中しているらしく、しばらくしてからようやく出た。

「あ、礼奈さん？　引き継ぎ終わったよ…………良ければ一いつ緒しよに帰らないかな？」

『うん、あと三○分ぐらいかかるけど、いい？』

　礼奈の声に少し明るさが戻っているので、安堵する…………親友の死の痛手はひどく彼女を落ち込ませていて、隆太に尊敬する部長の死と、久々の殺人…………しかも生き残る為ためではない、という意味では初めての……に沈しずむゆとりを与えないほど、それは特に酷かったからだ。

　無む理り矢や理り部室に押おし込め「とりあえず撮影を始めて」と「部長命令」してきたのが、功を奏してくれたようだ。

『ものを作る行こう為いは素す晴ばらしいよ』

　部長の声が耳によみがえる。

　あの殺人鬼に殺される前、最後に出会ったあの「いつもの笑顔」。

『浪ろう費ひするのも楽しいが、作るのはもっと楽しい』

　その通りだと、隆太は心底思った。

　目め頭がしらが熱くなりそうなのを堪こらえる…………人の死に対しては、両親の時から、何も感じなくなっていた筈はずなのに。

　そして、斉藤真中のことを思い出さずには居られなくなる。

　自分が、礼奈の親友を…………すでに精神的にはそれ以前に壊こわれていたが…………殺したことが、重く腹の中に落ち込んでくる。

　死ぬまで墓場に持って行くしかない秘密というものがある重さが、恐ろしくなって、隆太は告白の衝しよう動どうに駆られたが、すぐに抑おさえ込んだ。

　そうだ、持って行くしかない。

　たとえその重みで自分が壊れてしまっても。

　たとえ…………礼奈が自分の恋こい人びとではなくなったとしても。

　原動力が映画のヒーローのような自分の行為に対する自己陶とう酔すいか、狂きよう気きか、それは判わからない。

　多分半々か、混じり合って判らないものなのだろう。

　あの場で、真中に殺されることも出来た、「ヨカナーン」に殺されることも、それ以前に、あの学生傭兵（とも言えない武装した素人しろうとだったが）たちの銃弾で死ぬことも。

　だが、そうしなかった。

　隆太は選んだのだ。

　殺し、生き残ることを。

　その後悔はない。

　が、これから抱き続けねばならない秘密の痛みはまた別だった。

　ともあれ、飲み下すしかない。

　飲み下し続けていくしかない。

『でも、華子ちゃんのことはいいの？』

　礼奈の声が現実に立ち返らせてくれた。

「ああ、あれもお役ご免めんになったよ」

　真実ではないが、嘘でもない話。

『え？』

「なんだかご両親が海外から日本に戻ってくる時の検けん疫えきに引っかかって入院してたんで、一時的に理事長の家に預けられてただけで、昨日、退院したご両親の所に帰ったってさ」

　今までは思いつきもしなかった嘘が、口から流れる。

　それでも、真実よりはマシだった。

　これも成長というのだろうか。

　身を切られるほどに辛いのに、同時にひどく優やさしい気分に、隆太は気がついた。

　今、少年はその奇き妙みような感情の中、初めて少女を愛している、と自覚した。

『そうなんだ…………一度あの着ぐるみ、よく見てみたかったんだけどなあ』

「残念だったね」

　また会えるさ、とは言えなかった。

　二度と会うような事態にならないほうが良いに決まっているから。

「じゃ、部室で待ってて、こっちから行くから」

『うん、待ってる』

　携帯電話をポケットに入れて、穏おだやかな夕ゆう陽ひに染まった廊下を、顔を上げ、背中を伸のばして間墨隆太は歩き始めた。

「猟りよう犬けん」からただの学生に戻って。その罪と、自己嫌けん悪おを胸に収めたままで。




　夕陽を浴びて少年の影かげは廊下に伸び、そして角を曲がって消えた。







「なにをしているんだい？　せんそうは、もうおわったよ？」

　てきのへいたいはいいました。

　そういえば、いつのまにかたいほうのおとはやみ、けんとけんがうちあうおともきこえません。

「ほんとうですか？」

　わかものはかおをかがやかせました。

「ああ、そうだよ、わたしときみのくにはなかなおりをしたんだ。もうたたかわなくていいんだよ」

「ああ、かみさま！」

　あまりのうれしさにわかものはそのばにひざをついていのりましたが、すぐにたちあがりました。

「ありがとう、ありがとう！　しらせてくれてありがとう！」

　そういっててきのへいたいのてをにぎり、おれいをいってわかものははしりだしました。

　やりをすて、けんをすて、よろいをすてて。なつかしいふるさとにむけて。

　ひたすらに、いっしょうけんめい、はしっていきました。

　そこには、しあわせがあるはずなのです。




「きぐタン　可愛くて凶悪な○○者」終







あとがき







　ご無沙汰しておりました、神野オキナでございます。




「きぐタン」如何だったでしょうか？




　ＨＪ文庫で去年完結しました「うらにわのかみさま」全四巻とは打って変わったシリアス目な…………というにはちょっと「奇妙」な作品となりました。

　昔「ホテル・ニューハンプシャー」という映画がありまして、これも家族のドラマと言うには少々インモラルで、今のテレビドラマ「ＯＣ」とかに通じるノリのはしりのような作品だったんですが、この中で、当時人気絶頂だったナスターシャ・キンスキーという綺麗な女優さんが、「実は美人なのに本人は容姿にコンプレックスがあってずっとキグルミを着けたままの少女」という役をやっておりました。

「可愛らしい」キグルミの中に「綺麗な」人が入っているというのは実にファンタジーとしてすごいなあ、と。

　いつかそういう少女を主役キャラに……と思ってたんですが、いつの間にか忘れ、紆余曲折しているうちに「うらにわのかみさま」が終わった後、今度はシリアスでと。

　鉄砲を出す、というのと少年主役、というのはすぐに思いついたんですが、それでシリアスにして「俺の心には獣が居るんだ」とか「俺の手は血で汚れている」というのは、すでに何度かやっているので違う方向はないか、と考えているうちに、学校の外ではなく、中をメインに展開できないか、と。

　となればミステリ→では探偵が必要→主人公はむしろワトソン→じゃあホームズが必要。

　となったとき、ひょいと見た部屋の片隅に、買ってきたばかりの「ねんどろいど・らいおんセイバー」がありまして。

　じゃあ、こいつがホームズで、主人公を使って殺人鬼を捜す話にしたら？

　そういうことで、キグルミを着けた謎の少女が出てきたわけです。

　同時に主役の隆太のキャラも「己の獣を押さえつけ、怯えながらも暮らしている元兵士」ではなく、「フツーの人である有能な兵士」になりました。

　実際、全ての戦場に行った兵士が、化け物になって帰ってくるわけではないですし、化け物に成らないからこそＰＴＳＤの問題とかも有るわけですから……というシリアスぶった話は横に置いておいて。

　この、非常に難しい配分の（何しろ『並べてみたらギャグ』になるように設定した主役コンビを、きちんと描かねばならないわけですから）連中を生きたキャラクターにしてくださった、イラストの狐印さんには頭がさがる思いです。

　とくに足組んでお茶飲んでる華子さんのイラストはもう、「これだ！」という言葉以外思いつかないほどに。

　また、担当の前田さんには今回も色々ありがとうございました。

　ともあれ、作者にもジャンルが特定しづらい「妙」な話、願わくば読者の方々に彼女たちが気に要って頂けますように、と祈るばかりです。

　それでは、また……




神野オキナ拝　
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